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｡巻頭 言．

林方の充実
松 川 恭 佐

時の刻象ほ世の変転とは関係なく，痩則正しく永遠に流れてゆく。流れ采り，疏れ去る，時の反復に区切りをつけ

て，人はこれを日と呼び，年と言う。

そして一方この世では，この悠遠なる時の回転が一と刻象する毎に,新しい生が現われ，古い生力葬られてゆくので

観じ来れば，人間ほど勝手な慾望を

もつものはないが，そこに人間の生存

慾がねらう進歩の所産があると信ぜら

れる°これにまた，我々の生きる希望

が，つながれていると思っても良いの

であろう。そして，その進歩ほ，いか

に希望しても，放置した童までは巡っ

て来ない。進歩は，これを作り出す，

われわれの工夫と努力からの象得られ

るものである，と考える人生観によっ

て，人間のさ&しさも，幾分は償われ

るような気持がする。

昭和30年の新春を迎えて，われわ

ある。この生成発展と，退減解消との

差引きが，特定の人類にもたらす幸福

と不幸によって，あるいは進歩と唱え

または後退といわれる｡．

このように，人類社会にあっては，

森羅万象ことごとく時と無関係に考え

られるものはないが，とりわけ年暦の

改まる場合に，関心が特に深くもたれ

ることは，東西その軌を一にしている

ようである。静かに除夜の鐘を耳にし

て，新しい年を祝福い人間的希望に

胸をふくらますことに，誰しも変りは

ないと思われる。

一

れが希望して止まぬ所のものは,林業技術の振興によって，国家寄与をより大ならしめたいことである。平常の念願を‐
この改暦に当り，心を新たにして，一層の推進を図りたいことである。

｡蕊雲霞鰹駕朧麓:懲悪鱒嬢職ぅ墨露憲獺識襲
林業･林政伸展の母体であり，また捷径であることを改めて肝銘すべきである。若しこの目標に対し鳶方向を誤っ
たり，怠って安逸に堕したりしたら，最早や取返しのつかない林業の暗黒時代を招来せねばならぬこ芝を覚唐しなけ
ればなるまい。

新年にふさわしくもない，陳腐な考え方であるかも知れないが，敢えてこれを年頭に希願する所以は，森林国を以
て誇るわたくし達の森林の内容が，一をその例を挙げるでもなく，余り庭も貧弱であるからである。

われわれが言う林力の充実とは，ただ単に森林蓄積の多曇を指すものてもなく，徒らに森林面積の拡大を企図する
ものでもない。すなわち，それぞれの目的と場所に適合した，優良な樹種が構成する林分から，年食産み出される良
質・良形・適格の生産材が，最大の量を示すような，森林のfi獺みと配列が，秩序正しく具現されることがその一で
ある。その二は定められたる森林の占むべき地域が，余す所なくこれらの森林によって蔽われることである。

利用の合理化･集約化も必ずこれの裏付けとならなければならない。これによってまた，森林の保全機能も当然同
時に完成されるべきである。

従って，林力の充実は，単に造林だけでなし得るものではなく，木材生産や利用消擬の側からも，或憾森林経理の
観点からも，管理・保護の面からも考えなければならない。林業技術のすべてが，林力充実の凝材となって，築き上
げることでなければならないのである。

以上の拙論は，極めて平凡であるが，極めて重要であることを私は強調したい。何となれば，これに対する世の関
心が甚だ簿く且つ抽象的であるように感ぜられるからである。 童た林業技術が， この意点に向けられるべき総合力
を，少るらず欠いているように思われるからである。

一家の幸福が，国力の充実に直詰するのと同様に，一人一人の制鍔誰漸肺者が分担する森林の繁栄なり，研究・実険
の完成なりが，すべて林力の充実に結びついてこそ，広大なる森林の幸を産み出すものである。林業凌術者の大陣容
をもって，全国森林の林力充実の実現を見ること．決して測惑ではない。ただやらないでいるだけである。

林力の充実と空疎，すなわち林業の進歩と後退の岐れ目ほ，すべての林業浅術者の工夫と努力で左右されることを
再言して年頭の言葉としたい。

以上はまた，ホ鐸技術者自らが，当然建てて荷わなければならない林野の国家的穏謂絲鴎哉の充実の場面にも通ずる
信念であることを附言して，多幸なる新年え希望をかけるものである。 （29．12．10稿）

ﾖー
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一尾瀬，焼山峠の徒原に侵入するエゾマツー

この標題を掲げて, I淋友』183号淀短篇を草したのは， もう4半世

紀程も前の事であるから，今時そういう古文献を渉猟される方も滅多に

ある霞いし，私のその後の見聞も柳か広董つたがで，何やら蒸返しの嫌

はあるが，ここに再び卑説を開陳して見度い。
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始めて尾瀬に足を入れたのほ，是股半世紀前の， 1905年7月初旬の
『丞

事である。探検とか研究とかで尾瀬を訪うた人は，明治31年の7月，

故理学博士早田丈蔵氏が，植物採集のための尾瀬行が最初であった。氏

は，東京を発し，前橋から渋川を経て沼田に達し，川場から花咲峠を越

えて戸倉に到り，更に峠を越えて桧枝妓に下り，髪から駒ケ岳に上下して採集を試承てから，再び尾瀬に
nしりだも､5

屍って，沼尻平にナガバノマウセンゴケを発見したのが，その年（1898年）の7月3日である。次はその

翌年の8月深集の為に尾瀬に上った根本莞爾氏（或は氏の一門下生ともいう）で，その道程は不明だが′

福島師錘の教諭であった同氏の事とて，穂沸刻皮からに相違ない。 1903年の7月と翌竿8月には，梗敢氏

の生徒の中原源治氏Nも採集の目的で尾瀬を訪い，叉1903年8月には，櫓伎岐の小学筏畏，星大吉氏も尾

瀬でナガバノモウセンゴケを凋喋した記録があるが，是等の人達が園順の区域をどの程度探ったものか一

向不明である。
みながさわ

尤もこれ以前に，明治27年9月，利梗水源探険隊の一行が，水長沢を湖り’大白沢山あたりを越え’

て，尾瀬ケ原に下り，燧山麓の森林を穿って，遂に湖畔の采道に出て戸倉に下ったこともあるし'又明治

35年にほ，後の成嘆学園の園長となった中村春二氏が，当潮付属中学の生徒であった石黒忠篤’穂積重

遠加藤鉄之助氏等を率いて，赤城山から追貝を経て戸倉に達し’ここの木賃宿福田屋に泊り，翌日尾瀬

沼の緑を通って桧枝岐に下り，そこから引馬峠を越えて川俣温泉に出で』日光涯山越えした記事が’中村

氏の箸『旅衣』に残っては居るが，何れも尾瀬を目的の旅ではなく，言は堂行きがけか帰り掛けの駄賃と

いう次篤,従って，尾瀬については，何等詳細の記職はない｡、

画早田氏がどういう動機で尾瀬や桧枝岐の駒ケ岳に採集を試ゑたか，今更知る由もないが，私の尾瀬行
朧，早田氏の記丈を見てからの計画で，その年の6月から日光に淵在して，女貌山や丹青山に登り′戦場

ケ原に採集してから湯本の，今ほ無い山田屋というに宿を取り，附近を探ったり，白根に登ったりしてい

た。始めは西沢金山を経て川俣に達し，そこから鬼怒沼を探り，更に足を尾瀬に伸す希望であったが’案

内に立つ者がないの定,先ず会群罰首腱よって属識に入ること壁し, 7月6日いよいよ湯本から熱礁を
へび<ら つ報､で かんの

越えて東小川に一泊，翌日は虻臘峠をこえて，土出の小字閑野に出で，片品川を渡って戸倉漣来た。こ坐

で去年から宿屋を始めた（勿緬侭業に）という，萩原南作（玉城園方に菫蛙の紐を解いて′尾瀬スリの

－2－
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調篇をしたのである。
じゃがいも

稲作が殆んど出来ない戸倉は，稗，栗,黍や洋芋などに頼る，丈宰通りの寒村で，養蚕は重要な生業の

一つである。その最鋤削に連日の雨天で桑の葉も摘めない折柄，ヤット天気になったというので，一人と

して案内や人夫に出ようと､､う者がない。然し幸庭して村外れに一人猟師が居て，これは養蚕をやらない

し，今一人出稼に来ていた慾の深いオヤジが，日当にさえなるなら行こうということになった。当時妹名
も尋ねなかったが，猟師は萩原喜市とい誠轆りの名人であり，慾深親爺は飛騨生れの筏流しで，越本

の字中里に婿入りした笠原政吉，鬼政と諏名された豪の者だということが，最近になって判明した。当時

は46才，鬼政は65才であった。

金のツルではなしに，草花を採るのが目的なら，尾瀬ケ原の市がよかろうという，この2人の提言に基
いて，予定は先方委せということにして，戸倉を出発したのは，7月8日の朝6時であった。

Wljil沿いに，鳩待峠に上る路は，5回も冷水を徒渉させられ, 5時間半を費して峠につき，昼食をし

てから直に山ノ鼻挺向って下り，着いたのが2時。それから，案内の尻を目当てに，夢よりも幽な蹟跡を
麺しり じよう経り

見失うまいと，沼尻川の外は悉く徒渉して， 3時間半もかかって，丈堀の傍の，漁夫の小屋に来て一泊。
あの珍らしい景色には全く驚嘆してし震った。昔の日光戦場ケ原にも，脛を没する程の湿地もあったが，

冨瀬ケ原のように美しい水蕉の床に，幾百とも算え切れぬ程の池をちりばめたり，樹林に縁どられた大小
の川添貫流するなど，思いもよらぬことであった。 ノ

翌日のコースは，前日のにも増してつらいものであった。燧ケ岳の裾をめく､る踊跡は，ネマガリダケに

阻まれて，足元さへ見えず，傾斜の急な所では，横に這うよ,り仕方がなかった。而も泥潭は課を没して脛
潅も達し，滑る.こと鯵しい・

辛うじて電頼沼のほとりに達して，喜びの声を挙げたが，その北岸を伝う小径は，時に湖水に入り，ナ
あざa

ガハヤナギの幹の_性を渡ったり，時には隠れた倒木に脛を払われることすらあった｡浅湖から真直に森林
を横切って，大江川の支流の蒲水俣を渡り，県道に出たのは， 11時であった。その県道も名ばかりのも
のであったが，それでも釜ツ堀の小橋の傍には．澆界の大きな標柱が立てられて，距桧枝岐四里三十四町

距戸倉五里-'一町と，筆太に書いてあった。

輯製20万という出鱈目地図で案を立てた関係で，これから鬼怒沼を通って川俣へ出るという無謀な計
画であったが，それは勿論実行不可能な話である。案内とてその路を知ってか知らずか，とに角県道に腰
を下して，今後の方針を協議したが，時間の不足や，瀕食の不足，その他の悪条件は数々ある。それでも

是非鬼怒沼に出るか，それとも他の道を取って，日光に近付こうかが問題であった。

予想外の収礎に満足した以上，寧ろ鬼怒沼を放棄して，日光に戻るのが得策という結論が出たので，方

向ば饗換され，一行は三平峠に向った。細い乍らも道のあることは，どの位足掻を早めたことか。

然しその頃の三平峠の下りの急なのには，驚くの外なかった。南が見渡せるあたりから，真直に下った

が，尻が土に触れる程なので，油断をすれば前にのめりそうになる。

下り切って暫く行けば,左側に船河原鉱山事務所の札を掲げた小屋があり，尾瀬に来て始めて人間に逢
ったのであった。麦に休憩30分，更に下ること1時間半で，片品川を徒渉し，ネパ沢右岸の落葉樹林に

六つた。宛も日光の大平のような感じである。大きなブナ，ミズナラ， 1､チ，カエデ雄どの林で，中には

曾て山師が入ったとかで小径力鋪じていた。やがてネパ沢の水を右下に眺め，それ庭沿うて上ったが遂に
碩に下り，沢をつめて行く内に，時計は己に6時に近くなったので〃大きなトチノキの下に一夜の宿窪借
りることLし，テントも油紙も用いずに，文字通りの砺営をしたのであった。

翌朝は3時40分に起床し，荷を始末し，5時40分野営地を出発し，贈跡すらないネパ沢を潮り，急

坂，密林，笹涯をこいで，丸沼の緑に出で，大尻沼を回り，東小川の上の一ノ瀬挺出て，金糖峠の道に会
し，その夕湯本に帰蒲したのである。

こういう急行旅行であり，足下の椴吻を採るのにさえ時間が不足勝ちなのに，昆虫まで捕盤し,匿頼ケ

原でハッチョウトン溌や，後にカオシロトンボの名を得たものをも搾罵し，イトトンボの一種と共に持ち

帰ったのであるから，穎洲置物の鍵震など，頗る粗雑であった。それでも当時の日記を出して見ると，沼

の東岸でトウヒ，ツガ．シラカンパ，ナ、カマドを見たと記してある。ツガほ勿論コメツガであり，シラ
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カンパとはソウシカンパのことに相違ない。此の時代，イヤもつと後の大正時代でも′シラカンバとソウ

シカンパとの区別は，私には判然としなかった。農科大学の樹木学の先生に尋ねて見たら，属よりも先は

教えずに髄くとのことであった程で，あの頃一般に樹木の知識は貧弱であった様に思われる。それでも，

早田氏の記事に，湖畔にモミやカヤの林があるように書いてあるよりはまだましであろう。 ／

大正13年の7月，尾瀬に長期の滞在をした時には』沼田まで上越線も開通し’追貝までガ裳馬車も通

っていた。その上，長蔵小屋という根拠地もあったし’沼と原との間の径の笹刈りも’どうやら進行して

いた。
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昭和2年6月，東京営陳局の依嘱によって，磨績の植物を調査し， その報告

は，港材掲から，『眉裁騨他方に於ける保誰肱と其の景観』と題して，翌昭和3年2

月に発行された。この調査の時．電頼にはトウヒ，イラツガ，1､ラノヲの3種が

あると，桧枝岐の者がいう話を，長藤翁から耳にしたが，その区別を明示して貰

うi鑑がなかった。同3年の秋の尾獺訪問の時も，頗る要領を得なかったが，そ

れでも，その夏樺太で散を.エゾマツを見た目には，電穎にエゾマツのあることを

確認した溌，トウヒも存在するように琳友』に誌したのは，調査不十分な為の

誤謬であって，電噸の区域内には，1､ウヒはなく，エゾマツの承しかないと断じ

て宜い､と思う。然し乍ら，磨籟を離れて鬼怒沼繩首によって東に向うと，蕪鑑

山あたりから，純然たるトウヒ(I赫友』183号口絵）が現われ更に黒岩山から

鬼怒沼に向へば，トウヒはあっても，エゾマツを見ない。
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処で，林学家は，本州にエゾマツの産することは認めないが，皆トウヒと断ず

るらしい。それ故本州に於けるエゾマツの分布が，尾獺のみに限るかどうかは，

文献の上では判定する訳に行かない。私の経験からでは，尾瀬でも主として福島

県分に多く，群馬果分には遙に少ない。それでも，三平峠下の発送電の社宅に近

く，巨大なものがあって，胸高周囲3.81米を測った。

林弥栄氏の『日本産重要樹種の天然分布』針紫樹第2報によると，1､ウヒの北

限は山口営林署管内の丸山岳であり，あの辺から窓明山，坪入山，駒ケ岳大杉

岳へかけても，少量ながら分布しているという。それ等が

巳

I，ウヒ

ー黒岩山一

真正のトウヒであるか，それ共エゾマツであるかは，再検

討の要がありはしまいか。叉同氏によると， 引馬峠から

帝釈山，田代山，荒海太郎にかけても1､ウヒを見るという

が．これ等はその何れであろうか知り度いものである。

叉群馬県では，尾瀬ケ原の西辺を限る至仏山一帯には，

少数乍ら産するも，その西側の，利根川流域からは知られ

ていない。然し更に西して，三国峠の西の苗場山には，少

数乍ら巨木があり，それはエゾマツではなくて，トウヒで

ある。地籍は長野県下高乎嬬$堺村に属する。唯一度，エゾ

マツと呼び度いものを，御岳の岳ノ湯の下方で見たことが

ある。胸高周囲3.8米。然しこれはあの附近を糖査した上

でなければ決定出来ない。

トウヒは関東や本州中部の諸高山から，南は山上岳や大

台ケ原山にも分布するが，更に南鮮（智異山）にもある。

是等ほ何れも，富士山や御撤や日光のものと類似の属をし

ていて，エゾマツのとは異るものである。
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武田；尾瀬 の 柳 と 唐 櫓

噌異山植物調査識告毒』（大正4年）では， 1､ウヒPicea

ajanensisとして報告され,植木博士の『阜癬の林木』（大正

15年）では，エゾーマツPiceajezoensisCa工r. (P.ajanensis

Trauto.)とされ，同じ年の秋に刊行された鄭台鉱氏の『朝鮮

産主要樹木の分布及適地』にも，この考が採用されている。

その後に至って，植木博士は，朝鮮産のものを，エゾ旨マツの

新らしい変種としてP.jezoensisvar.coreanaの名を与え

られた。

一方中井鯉士は『土篇趣天然紀念物調査報告』（昭和3年）

に於いて，上罵馳でエゾマツを発見したと鶇蔀して居るが，

私の知る限り，上高地のものば樹皮から見て, I､ウヒであっ

て，エゾマツではない。それと共に，北鮮の所謂エゾマツは，

或ばPiceaajanensisではあるまいかということであるが，

この点は認吻を見ないので，只疑間に止めるの拳である。叉

曾てI赫友』に，樺太でトウヒと思われるものを見たと記し

たが，これはその後舘脇博士が，シ戸エゾとし命名し，クロ

エゾ即ちエゾマツの蕊に収めたものである。
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トウヒ

一富士山一

差でエゾマツと1､ウヒの区別について，簡津に述べて髄こ

うか。エゾマツは北減萱に産しPiceajezoensisに当ること，叉トウ

ヒは本州に産しP.hondoensisであることは疑うの余地が無いと思

うが，この二つを別種とする考と，全然同一と認める考と， ト､ウヒ

をエゾマツの笈鍾とする考と，三直りある上に，識膨州産の類似品

P・ ajanensisなるものがあって，これがエゾマツと同一だとする説

と，月瞳だとする考とがあって，事を更に面倒にする。

樺太や北齢首に産するエゾマツ，即ちクロエゾでは，樹皮が灰白色

で，堅に裂け，更に斜横に割れるから，深くはないが，大体アカマツ

の臆の穣な型式に近い。この照讃は，直径20センチ位の若木でも，

はっきり見ることが出来る。

本州の高山に見るトウヒの虜は，暗赤褐色で，芳木でも老木でも，

竪長くでなく，やム亀甲状に割れるから，大体クロマツの型式である

が，勿論遥Iこ浅い。
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鶏
枝や毬果でこの二つを区別することは，樹皮よりも遥に困難であ

る。というのは，採集した枝の位置によって，同一鎌上でも差別があ

るから，誰が見ても造作なく諦賜I出来るという訳に行かない。
シロェゾ

次にシロエゾというのは，地上1．5米位まではエゾマツのように竪一僻←し毒量鎧』
珠トン､"一ンこいノ哩畦′躯エエ．･不狸季哩w､一ン毒ン咳~ﾉ｡､ノI､~垂一樺太東癖．旧京大演習林内一

に裂けるが，それから上は，極めて浅く鱗甲状にわれるだけ;で，祷見

トウヒに似ている点が大いに異る。シロエゾの発見されたのは， 1930年前後で，北大の舘脇擬士は，天

塩演習秣内で雷意され,私は京大の樺太泊岸演習林内で1930年8月に発見した。撰化海鴬高狩，日高′

釧路,北見,利尻島にも産することが明かにされた。そんな訳で．舘脇鯉士臓j, 1932年にVar.TJ<edai

名を与えて，エゾマツの笈薙として記敏発表された。

凸

エゾマツの品種として，この外に．アカミノエゾマツなるものがあって，毬果が著しく紅色を呈一するも
●

のがある。本多博士は『林学会雑誌』第31号（大理年）に，北海道苫小牧御料林内から得た材料によ

－－5－－－
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尾瀬 の 柳 と 唐桧武田
一

って，青実赤実及びその

中間色のもの上，毬果と鱗

片葉,並びに枝の性質を表

として掲げられた。これ＃こ

対して，植木博士は『朝鮮

の林木』に於いて，本多博

士のアカミとは別の紅実の

ものを，新品種として，

formarubripesの名の下

に記載発表された。

是等とはまた別に，舘脇

博土は『えぞまつ．とどま

つ』（昭和23年）に』毬果

の燐片が紅紫色のものにア

カミノエゾマツなる新和名

を提唱し,｢いずれ近い内に

正銅こ学名を発表するつも
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樺太エゾマツ トウヒ
Jユニエ背w､一引一~口延コロづ基コー一．｡

一樺太東海岸，旧京大臓習林内一 一御岳，岳ノ湯附近一 りである｡」と述べて居る。
私も昭和3年の8月，京

大の樺太演習林内で，毬果の色に，黄緑色を呈するものと，極端な濃紅色を呈するものと，その間に数段

の階梯を示すものを認め，それ等の株に毬果の色を明示する札を掲げて来た（『京都帝大農学部附属演習

林概要』102頁参照)。その後，是等の株には年を同一の色の毬果を着ける由の報告を得たから，年によ
ってこの蕊化はないものと考える。 1

鼓で問題となるのは，本多博士のアカミと植木博士のアカミと，叉籠脇博士のアカミとが，色彩だけ頻

似しても，他の点で全く別つ可きものかどうか幟，私には疑問に思われる。本多博士が三品の明細な表を

掲げて，葉の長さとか鋤旨道，叉葉沈の大小などの差を示されたが，各品各・1燐づ坐の樹から撚集された

1

綣果なら，意味はない

と思う。叉植木博士が

鴨緑江の対岸十三道潅

の朧丘に発見されたア

カミノエゾマツの原記

載も，唯1棟から採っ

た標品からのものだと

したら，これ亦本多博

士のアカミから独立さ

せるに足りる程の権威

があるかどうか。樹木

の個体的変異を知る者

にとっては，学説とし

て甚だ物足りないと思

われる。序に述べる

が，トウヒにもアカミ

のもの上あることば，

Kent氏署Veitch's

へ

…

枝の垂れたエゾマッ
ー屋頼，焼山峠下一

エゾマツ

一尾瀬，焼山峠下一
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武田：尾瀬 の 柳 と 唐檜

manualofConifrae(1900)427頁によって知ることが出来るが，日本の学昔からは特別の記事は菱浸
されていないようである。

さて最後に尾瀬のエゾマツであるが，理想から言えば，積雪期にブッシュが閉塞している鍵スキーを
利用して，毎木調査を行えば面白いと思われるが，未だその機会に恵まれない。従って』弦に証拠として
挙げるものは，皆路傍乃至簡単に到達出来る地に生ずるもののみである。先にも述べた通り，尾瀬で腫縫
の東南麓から東麓へかけ，更に大江川温泉に沿って，峡山峠に到る間に多く，西麓では尾瀬ケ原に接する
ブナ林の外緑にもあるが，これば寧ろ老齢樹で』若木が盛に立つ焼山峠とは大いに趣を異にする。

面白いのはその樹形であって，枝の斜上するもの，ほ堂平らに出るものと，‐F垂するものとあり’その
状は統山峠に於いて最も明瞭に看取することが出来る。殊に地形がそれ等を観望するに都合のよいことは
特筆に値する｡唯残念乍ら，その毬果の色沢については， 適当な時期にその地を訪問する機会を得ない
為，いつも十分に成熟したものしか見ないので，識､に記すことが出来ない。唯新芽の色腫臓’緑のと′
紅のと両方あることは確言出来る。

錘で今一庭名称について記そう。平野津亀氏の『尾瀬』

“6頁）によると，戸倉でも桧枝岐でも，昔からタウヒ

と呼んで居るという。然らばイラツガの名ば侭拠の称呼

であろうか。オ、シラピソをツガと呼ぶ櫓枝岐では，そ

れﾔこ比べてとげとげしいエゾ:マツを，イラツガと呼んで

も不思議はないことであろう。だがこの名ば，今忘れら

れているのか，それ共これは一部の人だけの間で用いら

れるものかであろう。それで普通に行われる「トウヒ」

が割合に広く使われるのかも知れない。叉'､ラノオの名

はトウヒの一名として日光や木曾などの方言で，それも

亦尾瀬に輸入されて，偶には用いられるものと見える。

次に尾瀬の柳について一言して置こう。『*陸』には’

猫川上流の柳平に，トカチヤナギ，コゴメヤナギ，オノ
エヤナギの3種の生ずることを述べた。本年発行された

『尾瀬ケ原綜合調森報告』で， 原，水島の両氏も，是鐸

3種の柳を認める外，至仏山にヤマネコヤナギ，三平峠
エゾマツ

にキンメヤナギ，ミヤマヤナギ，及びキツネヤナギを，
一桧枝岐村七入一

景鶴山にセンダイヤナギ，三条訪曝にジライヤナギを報

告している。 この中で，ミネヤナギは比較的多く韓-るもので，両氏は之をなお燧からも報告している
が，その外早稲沢にも亦焼山峠にも産する。トカチヤナギは最も大きくなる種識で，桝支肢で臓之をヤス
モトヤナギと称する。主として上田代方面に多く，沼の方でば未だこれに出会う譲会がない。然し曾て

1931年6月，之を古仲の下手，新井の片品川右岸で見たから，笠科川の上洗には絶無とはいわれないか
と思う。（原文のまま）
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両伽００００Ⅱ１１叩０１００ 種の公共性の発揮力裁く要望される。これを拒否する権

利が，森林所有者にあるとは誰も考えることが出来なく

なって来ている。森泳の評価もこれによって行われるよ

うになるに違いない。それは現在の価絡を高めることも

あり，低めることもあろう。こうした社会事情のもとに

あって，森林所有者の頭は少しも変っていない。そこに

多くの矛盾がある。最近限られた保安称については，保

安林整備臨涛措置法の実施により，その不合理が解消さ

れつ皇あるのは，結構だが，その範囲が煮だ狭い。わが

国有林も特剃会計となってから，私有林にも劣らぬ，利
潤追求の施業が行われて，識者を聡かしている。わが園

の森林のうちには,･国民のレクリエーションのために供
用するのが最善の土地利用法であると判断されるものが

多くなって来ている。叉あるものは後代国民のために国

土の原始の姿をそのま上に保存する森林として，これに

生息する動物を含めて，保謹さるべきものも，山地短海
岸に保留されねばならぬが，その用意は全くしてない。

経済的な営林だけが，森林の経営でないという判り切っ

た事実が，昨今却って忘れられているように思われるの

はひが目であろうか。

☆

林業記者入門

「緑化弘報」編集長

小口義勝

想い出せば今から:17年前，鎌倉河岸に侍りかかるよ

うに建っていたバラックまがいの山林局へ足を入れたの

が，林業技術者との初会であった。学校を出てからすく．

に時事新報社にスリ，千葉，仙台の両支局で2年足らず

見習社員として勤務したが，この間県庁内の各課を取材

に廻つたものの，つい林務関係へ幟顔を出さなかった，

というよりもその存在をすら知らなかった。あの頃は昭

和8年か9年だったから多分農務課の林務係であったと

思われる｡私の生れは殆んどが国有林の日本アルプスの

麓松本市で，小学校5年から大学を卒え制会に出るまで

12年間というものは毎年煮をかかさず腿アルプス連峰へ

司
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森林の保育と自然保護と

レクリエーション

「国立公園」編集長

田村 剛

由来森林は多目的の土地であって，宅地や耕地のよう

に，その土地の専用を許さない。迩涛治山治水のために

森林の保育が強調されているのは，当然である。その他

防風，防潮，魚付，鳥獣の保護，さては気候の調節等い

い古されて来た森林の効用は頗る広い。特に最近は生活

水準や労働条件の向上につれて，レクリエーションの場

としての森林の利用は頗る顕著であり，国立公園やその

他の自然公園憾その箇所と面積とを増し，その利用者の
､激増する率は毎年20-30％にも達し，ために国土の狭

小を訴えている現状であって，鬮立公園だけの利用者で

も年な4,000万人，国民の半数に達している。土地の利

用は周約となり，混農，混牧,水産,砿業，発電蝶林地
の産業的利用は一段と進んで来ている。

森林の経営ほ決して木材の生産だけに没頭してよいも
のでないことが，だんだん国民の間にも知られて来てい

る。 これは私有林についても当然考えさせられる問題

で，土地所有権の限界挺ついても種々の問題が起って来

る。森林内の通行立入の権利（慨習による）或ば副産物

の採集等不明なものがあるように思われるが，その風致

の保護についても，公共性の発展が切に要望される。日

本のように土地が狭く，人口の稠密な国土，特にその風
簑資源が重要な意蕊をもつ国土では，森林の経営上に種

ー

ｰ

灘謹
iをお願いしたところ'次ぎの方念から心
＞ご寄稿をいただき「新春第1号」を飾る

;たこと侭大きな喜びであり霞す｡ご寄稿
：位に厚くお礼を申上げ蓑す。

； 鱸鍵
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どちらかと云えばかたくなな人が多いこと。ハッタリ屋

がすぐなく，職務には忠実な人が多いこと。親分か子分

かしらないが先輩，後輩の礼を弁きまえ，たとえば，記

事をとる場合でも，いきなり子分か，後難の方へ行って

は駄目で，先ず親分か，先輩の方からわたりをつけない

と円滑にゆかないことを悟った。えらく仁義が堅いので

ある。そこで私は，林学会名簿や各高農の名簿を編集室

に備え，技師技手の序列表を作成しついでに位階勲等，

俸給蕾で書き入れた。ちょっと見たところ1等品から5

等品までの公定価絡表みたいなものであったが，これは

非常に役に立った｡尤も，これは素人の私には必要であ
ったが，彼等はひとたび宴会なり，式などがあって並ぶ

場合にはお互同志，自らの等級を心得ていて，決して間

誤つくことがなく席をとるのである。

次に，剃桑用語という厄介ものに手を焼いた。始めの

頃,恥をさらすようだが，施業案だの，斫伐だの，択伐

など聞いてもサッパリ何のことだ力判らず，その都度，

用語の説明を求めるの臆照臭く，見栄も手伝って日夜悶

悶として悩んだのであった｡神田の古本屋をあさっても
林業用語の解説などあろう筈がなく，ついに意を決し，

業務課の某技師（現在は局長クラスだが）に色点の林業

用語を紙に書いて示し「実は読者から，これらの用語を

誰にでも判るように，という投書があったのだが，ひと

つ宜しく頼む」とおしつけ，その翌日早速その解説を貰

ったが，「斫伐とは一皆伐・ブーァーンダ」と今更ながら

独逸語の直訳をうらめしく思い，技師の云うカンパツ

（間伐）とは何のことであろうかと思って見たら，マピ

キ（多少意味は違うにしても）であったりして，微畜笑

を禁じ得なかったものであった。

兎も角，二，三年間というものは殆んど毎日，技師，

技手の誰彼となく話し，神田のおでん屋でともに飲み

（当時は役人も月給でのめたのである）忽ち千年の知己

の如くになってしまい，私もついに林業界から足が抜け

なくなってしまったが，その真因は，私が林業技術者の

正直さ，純情さ，謙虚さを愛したことによるといえよ

う。

☆

登っていたが，高山植物や雷鳥などは意識しても，国有

林そのものについてば関心はすこしもなかった。だいい

ち，掻本の私の家から4町ぐらい離れて松本営林署があ

ったが，時折その前を通って，人の出入もすぐなく話声

も洩れない閑静さに病院か，何かの研究所かと思ったく

らいの心無しさで，用材と云えば松，杉，桧ぐらいしか

知らない私が，山林局へ敢然と出入するに至ったのはま

ことに厚顔ましいかぎりであった。

山林局へ出入りの直接動機は時事新報社の解散であっ

た。福沢諭吉先生創始の新聞で，その新聞格において秀

でたもののある気品高い新聞であったが，当時の東京日

日新聞（現在の毎日新聞）に統合され，私どもも吸収さ

れるこどになったのであるが，時事新報社の屋_とから東

京日日新聞社へ向けて放った伝書鳩でさえ，1羽残らず

鴻首を古巣の時事新報社に向けて舞い戻り伝書鳩係を泣

かせたというのに，われわれ万物の霊長であり，しかも

社会の木鐸ともあろうものがオメオメわが辻を乗取った

仇敵の社のデスクにおさまりノホホンとメシが食える

か！という高迩？な精神から武士は食わねど高揚子をき

めこんだのであった。しかし，ヤセ我慢は長続きせず，

慶大時代の親友である平野三郎君（現衆議院議員）に頼

みこ承，父の増吉氏が社長をしている日本農林新聞社に

入ったのであった。

日本農林新聞社は当時産業組合や帝国農会の記事と林

、業記事とが半*であったが，林業関係の新聞は経営が成

り立たぬためか一つしかなく，山林局や営林局，地方の

林務関係の役所にとってばこの新聞が唯一の機関繩勺な

存在であった。それだけに山林局の役人も農林新聞の記

者に対しては，極めて親近感を抱いていて，新聞記者に

対する識3勺な面は全く，といってよいほどなかった。

しかし，地方には若冠24，5歳にして親父ぐらいの知

事や部長に友人然として相対じ，本社に帰っては警視庁

のクラブに詰めて総監と語らい，農林省のクラブでは次

官， 局長と酒をく承交わしていい気になり， 人は知ら

ず，自らは無冠の帝王を任じて，取材などクラブへとど

ける発表記事を社へ送り，至極太平楽をきめこんでいた

のであるから，いざ山林局へ乗りこむと，全く勝手が違

い．山林局長室に村上富士太郎氏と対してもネタにはな

らず，発表記事などないから，これに朧弱り切ってしま

った。とどのつまり貴鳥圭三氏が課長であった業務課，

平山源三郎氏が課長の監理課田中八百八氏が課長の林

務課などをマメにこつこつ廻り，紙屑拾いならぬネタ拾

いをはじめたのである。このネタ拾いが林業技術者の役

人と親交を結ぶよすがとなったのである。

林学士や高農出の役人と交って最初に感じたことは，

森林の中で教育されたわけでもなさそうだが，純情な，

ｰ

一

読まれにくい学会誌

「林学会総」編集長

四手弁綱英

材譲，林学界には腫んと郷誌の数が多いことか。数え
あげれば十指に余りあるであろう。各営林局の機関誌広
報を加えれば10有余のさわぎでない。さらに県関係’
治山関係等新歸まで加えるとどれだけになるかわから熊

－9－
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い。林学,林業に関係している人禽は大抵いくつかの会

団に属し，毎月何冊かのこの種の雑誌を手にし，そのた

めすぐなくない会費を支払わされているはずである。

これだけ多数の雑誌がともかく，つぶれずに鯰けて刊

行されていることは，雛む人ばどうだか知らぬが，買う

入一義理から買う人もあろうし，なんとなく購読して

いる人もあろう－が多数あることを示しているのであ

ろう。それだけ林業,林学に関係する人が多く，それら

の人含がまたそれだけ雌読力をもっているものともいえ

よう。ただそれだけなら，籍鋼汪国万歳で，正月らしく

全くおめでたい次第であるといわねばならない。

しかし，各食の雑誌のガクヤ話はそうおめでたいもの

ではない。早い話が，筆者淀このような雑文を書かせる

．という考えは，恐らく頭のよい，日林協の編集子が，向

う鉢巻で考えた，クニクの策にちがいない｡(暴言多謝）

なにしろ，同一の読者層をアイテにした雑誌ばかりだ

から，各編集子は，なんとかして特徴のある，よろこん

でよんでもらえる， しかもダメになる読物を集めない

と，林業技術も○○も△△も，本の大さとタテ書か横書

きか，活字の種類位し力差がなくなる。そうなれば，読

者もそうタツプリお金をもらっている人盈でもなかろう

から，5冊の所は3冊に，3冊の所は1冊にケチッてし

まうに違いないのである。それでは雑誌が成り立たなく

なる。

しかも，交春とか平凡とかいった一般向きの雑誌なら

ともかく，林業の「技術」をカンパンにした雑誌だか

ら，下らぬ随筆や小説ばかり集めても能がない。やはり

「技術」らしい論説や論文，報告をある程度のせねばな
らない。

とはいえ，この種のカタイものばかり集めていては，

ツムジ曲りの読普はツンでおくだけで読んでくれない。

そこがまた澗学，林業雑誌のむずかしい点である。

特に筆者のやらされている林営霊誌となると一段とむ
ずかしい注文が方々から集ってくる。

元来，学会誌は会員の研究成果の発表機関だから，始
めから終りまで，肩のこるようなむずかしいらしいこと

ばかり並んでいる．これでは旅行中とか昼慶の前にチョ

イと読もうというわけにも行かない。それでメンドクサ

イ人は全辮諾まない。イソガシがっている人はクダクダ

とかかずに，澤論だけかいてくれと言う。もっとわかり

やすくしてくれとも雷う。搾樺茨の中からは，あんな論

文は実務に役立ぬとの抗議がくる。逆に林学の勉強をし

ている溺碓キエイのグループからは，レペルが低くすぎ

る。あれでは誇誌らしくないとの説も出てくる。

筆者も会長中村先生から編鍾墜事の御指命をうけ，シ

マツダと思った。夜逃げが出来ればしたいところだが，

制崇試験場の忍f究で購恰をもらっている手前"そうもゆ

かないので，トウ1､ウ引受けたが，塞誌の編集健本気

で考えれば不可能と答えざるを得ない。

先月もある営林局雑誌にこの不平をプチマケたもので

ある。私は林学会誌の外に，日本雪氷協会誌と議場の

部内雑誌まで引きうけてしまった一一なんとお人よしで

あることだろう－営林局の広報系などと名付けた，本

業編集者がうらやましい。私は刷究の余暇に，これだけ

をやれと命じられているので，鐸の研究は決してオ'コ

ソカに出来ないのである。

その上，上述の如き，互にムジュンする両樋縦をう童

くまとめるのは到底出来た仕頚でばないのである。

そこで筆者はムジュンほムジュンとして，まず籍誌

らしくすることにしたいと考えた。

ヤワラカイ談鋤1や，カタイものをやわらかくクダクの

は，他のﾎ鍔腱誌にまかそう。そして，林業技術者には

苦労をしのんでも，カタイ郊誌をよんでもらう。林業技

術の進歩がかならずこの中から生れるはずなんだから。

と思っているのである。

赫業獅備とか林学と力言うものは多種多用の学問の集

合なのである。ほんの20年ほど前までは，林轄誌の

中のどの論文も目を通して，一応朧ナットク出来るもの

ばかりだったが，今ではよほどの博学の士でないと，毎

月の論文を皆理解出来るはずばない位に分科してしまっ

た。それだけ林学が鐙垂したのであろう。制築研究にた

ずさわっている筆者連も，3月に1つ読めればよい方で

ある。だがそれで学増笥誰はよいのではなかろうか？

学問，技術の雑誌である，寝ころんで小説や新聞を見

るようなわけに行かないのは当然と考えてよく，童た肩

もこらずに読めるものなら，勉強にはならない。イソガ

しい人も，ヒマの無い人も，林当筈誌がくれば，ﾋｰﾏを

造って，全都に目を通して，自分の技術に関係のあるも

のだけはジックリよんでほしいと思う。そこに技術の進

歩があるのである。

読んでわからないと言うのに2種類ある。文章が下手

でわからない，字句がむずかしくてわからな､､，という

のと，内容がむずかしくてわからないというのがある。

前者は書いた人がわるいのである。それはなおさればな

らないが，後者朧読む人がわるいのである。学問は趣

続約に飛躍することばメシダにない。赫鐸になった当

初から次点と読んでいれば内容がわからぬほずはないは

ずだ。

林学なる応用科学はそれに必要な基礎学の発達の不充

分もあり，現今の学会誌の論文には直接実用にむすびつ

かぬものも勿論多いにきまっている。だからといって，

垂
』

毎
）
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とした動機で始めたレッテルマニアが，叉ぞろはじまり

今度は主に山の中であるから，割合手爬入り易い新聞の
標題名句，そして広告の切抜きに転向再出発した。中途
半端的な私ではあるが，これだけは不思議に興味も湧き
やめられず，丁度スクラップブック5冊，今もって続け

て居る次第である。これだけば一番安価で手易くしかも
概略ではあるが，速みやかに時期を逸せず私の望むすべ
てのものを教えて呉れる。この様なことが私のマニアに

更に拍車をかけ，一番簡単な社会学の勉強法とも云えよ
うさ

公務員という一つの限界の中に生きる私達は，ややも

すると紙魚的な日常に陥らないととも限らない。

江差から約13粁今もって鉄道の通わぬ北国の山村。

冬季間は全く雪にとざされス1,-プを囲む蝦夷の山暮し
は，ランプの灯が消えるように淡く寂しい。冬の日山に

生活の資を樹てる人,々の現実は‘北国の冬の寒さと共に
きびしいものである。時には郵逓の馬橇も遅れ勝ちとい

うに至っては，足も目も失ったようになる。それだけに
正月の休みを雪の山道を遠く江差の町より,好きな新刊
書や新年号を買って帰ることは，私には何よりも楽しい
ものの一つだった。 こうした期間を経て函館に出た私
は，ただ集って暮す無味無想な食べるだけの乏しい生活
でも，やがては書を通じ文を通じ遠くの人も近くの人

も，同門の志は人と人との結びを得て，次第に広く太き
くそして強く知的向上により，低い生活水準も何とか方
策を得，明るい明日の文化が生れる為に精魂を傾けたい
ものと念願して居る。

さて今まで続けて来た雑読法も，重要記事等一見して

表現して居る新聞の見出し切抜きによって』読書も蕊理
された合理的な，そして重点的な方法でなければならな
いと考えて来た。自問自答のあらゆる考えの結果，先ず
第一に選書であろう。血となり肉となる食物と同様本も
やはり自分の置かれて居る立場，そして目標に合致し指
導的教示的であるものがよろしい。人は読書によって左
右される感化力は大きなものであるというが，常に系統
的にその専門の書を修養の書を読承続けて居る人は，や
がてはその書によって得る結果の大きなことに気がつく
であろう。遅之として目に見えないものであるが，それ
だけにいつの日何処かで発揮できる快事は，全く嬉しい
．もの楽しいものである。稜易偽重ねてゆく読書の態度も立
派な独学であり，雷は教師であり無二の友である。昔か
らその人の交友をみて品性や性行を知るといわれて居る
が，その人の愛読する書によって，その人の人と成りを

凡そ知ることが出来るわけでもある。

次に忍の読み方であるが，新聞の重要記事の見出しや
広告の名文句は，端的に一見してその大要を読者につか

それらの論文を下らぬものだとは言い切れぬだろう。だ

れが原子バクダンや水素パクグンが，原子物理学の如き

埜礎学から生れると考えただろうか？現在の基礎的，

応用には直接役立たぬと思われる林学研究からも，近い

将来にどんな立派な技術が生れるかわからないのであ

る。多少は気永くみてもらいたい。

実際家が大多数をしめる林学会では，こんな大それた

ことをシャァシャァと書く編集子のやっている曝艤など

ゴメンだとお考えになるかもしれない。そんなメヱ1\ク

サイ熱誌をよまなくとも，林業はやれるともお考えにな

るだろう。しかしそれ憾緯の後退である。なるほど，

木を植えるのは子供でも出来，子供の植えた木の方がよ

く満誉してよくのびることもあるが，これは甫鐸に技術
のいらぬことを証明しているものではない。まだまだ，

われわれにわからぬわれわれでも自由に出来ぬ自然力

が， ホ礫の大部分を支配していることを示しているの

で，もつと林学を進めねばならない証拠踵のである。

どうもこれでは年頭の辞とはいえそうにないが，紙数

も2頁をこえたので，ここいらでハシォッて失礼しまし

ょう。本年もせいぜい交句をたくさんつけて下さい。

☆

一

雑 読 雑 感

「函館弘報」弘報係長

脇田 豊

私の読書には決まった本がない。手あたり次第限にふ
れたものから，本の種類を問わず内容を問》っず，文学も
のであろうが政治ものであろうが経済ものであろうが，

果ては映画スポーツを問わず全くの雑読である。書の良

否善悪をいとわない，ただムサボリ読むといった具合で
ある。したがってこれと云って読書に対する一貫した方
針もなければ，考え方も勿論なかった。こんな調子であ
あから結果として専門的に奥深く蕊蓄を傾けることも出
来ない。いつも中途半端な結果に明け暮れて居った。3

年前北海道の大樹海へ志を立て，冬は陸の孤島然とした
山の中の営林署挺来たものの，中央に働く同門の朋友と

次第にズレて行く時代感覚に気が付いて来た。何とかし
ていつまでも文化的感覚に接して居たい，請われるまま

に送る友の書に飽き足らず，次第iこ雑読涯走って行っ
た。黙って居れば知らぬ間に流れて行く世の時の流れ

に，次第に遠ざかり遅れて行くのがわかる。この時が焦
慮というものであり，踏み迷う一歩である。単純な雑競
慾程無益危険なものはない。あらゆる書物の氾濫して居

る今の時代に，悪書は良書を駆逐し，乱読はともすれば
思想の流れに押され易いものである。こんな時5年前ふ

口

←
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み得る様書かれてあるので問題ないが，専門書とか経済

雑誌等のように堅いものは，その内容を早く知るたあに

は，朱筆をするとかチェックするとかしながら，毎日限

定した時間内に何頁とか何行とか，繰返し読む練習以外

にない。例えばユ分間に何千学読んだ，1時間に何頁読

めるとか時間と量のバランスを同時に縮少してゆくスピ

ード読法の練習である。こんなことを考える時世の中は

すべて労せずんぱ益なしの感がある。しかし新聞も勿論

雑誌も見出し梗概によってそのポイントを端的に速みや

かに，読者に知らせることは重要であり，欠くべかぢざ

るものである。

こうゆうことを考える時に，擬関誌，弘報編集の衝に
当る責任の大いさを痛感し，その機関を表現する機関誌

の品位向上，内容の充実に更に一層努力を惜しまないも
のである。

編集には未熟粗雑な私が林業人として，棲関誌，弘報
の編集事務に当る時，機関の発展の為に同門の土の進歩
向上の為に，輝かしい林業振興の使命の一端であると自
負して，明る新春の訪れとともに，より一層自ら多読整
読これ努めたいと思う。 （函館営林局）

☆

耳に感ずれば，もう馬の背の下である。今迄のなだらか

な草山が一変して，岩肌のざらざらした地肌となる巨犬

な馬の背の真中を』；こり落ちない様に登ってゆく。ここ

ら附近から硫黄の臭いが鼻を衝き時には地鳴りさへ感じ

られ，石室があちこちにあり噴石らしきものが到る所に

転がっている。小さな谷間を渡れば山茶屋で′もう九分

通り登ったのである。この山茶屋迄は別に立派な登山バ
ス道路があって，バスも引切りなしに往復しているので

バスの利用者が多いが私は絶対に歩く事をおすすめす

る。阿蘇の真価を味わう為に･･･山上神社の横を通れば

熔岩の最後のｺｰｽである｡風向が悪ければ識被らね
ば駁らないが先ずそんな事は滅多にない。熔岩と火山灰

と噴石のごろごろした道を只莚らぬ穰に足だ室りを見つ

けつつ一歩を煮登ってゆく。動かぬ雲の様に思えていた

噴煙が，むくりむくりと確かに物凄い勢で噴き出してい

るのを見る。噴煙が陽を遮って熱､影をおとすその岩肌

を一歩を灸踏承締めて登ってゆく。脚元を揺がす獅音と
共に硫黄の臭いがク戸-ンと鼻を突く。

遂に噴火口の縁に立った。ズ戸ンと頭の天辺から足の

瓜先迄太い鉄棒が貫く想い。放心11無我無想11息を呑承
吐く言葉を忘れる｡､地の底より濠舎と上って来る噴煙は
噴き出され，又噴き出され巨大な柱となって昇り’煙は
煙を巻込承叉巻込承深い壁をつくり続けて飽く事を知ら
ず，火口底に湧く硫黄の熱湯は洲きたぎり’そして沸き
たぎる。尽きざる噴煙は意欲，洲きたぎる熱湯は僧熱
焼け燗れて吹上げられる噴石は意志，噴出する蒸気は思
考。永劫に消ゆることなく燃え続くもの。雨にも風にも
負けざるもの。人間をして畏敬させるもの。そこに大阿
蘇の大自然の偉大さがありそして人間の小ささがし象じ
承と感じられる。

肥後の阿蕊否国立公園日本の名所大阿蘇もこの大自
然の雌大さ，暴観を呈しつつも28年6月の大水害にあの
彪大な汚物を吐出し熊本を泥水で覆ってしまった。然し

1年半前の惨禍などすっかり頭から去ってし重つた様に
今も筒変らぬ美と親し象を与えてくれる。だが我凌は林
業に職を棒ずる一人として，この阿蘇山腹の崩壊と溪流
の侵蝕の原因を究明し急速に対紫を樹立，防災に努める

様施策をせねばならない。それが阿蘇へ来て郷愁を憶え
母の懐の温かささえ感ずる優しい姿への恩がえしであり
叉国民に対しての責任でもある。その意味に於いて二2

三の荒廃原因の私見を列記し何とかして大自然の美を護
り庭いと思う。

（1）森林が少く牧野地域で且つ傾斜地ほ地盤が膨軟
であるので雨水ｶﾐ浸透し易い状態である。

（2）山道，牛馬の足跡網に降水臓集中されその割目
から雨水は浸入し山腹は崩漢し易い状態である。

《
４

阿蘇の景観を守れ

「暖帯林」編集長

弓削 晃

熊本に転じて7年その間経営案の編成にたづさわって
来たが昨年広報担当に移って林学技術から直接遠ざかり
「ﾎi塞術」に対する意見感想等誠におこがましいので

南の阿蘇でも紹介して責任を果そうと思う。

直径7里半もあると云うタ輪山の壁を周囲に廻らせそ

の中央に沖天高く噴煙を上らせて悠揚迫らぬ規模の大き
さ。びろうどを敷き詰めた様に美しい山肌を惜しげもな
く陽に輝かせていつも心持よく私達を迎えてくれるその

全ろ

山容の優しさ。私達はその美しい円やかな山肌を登り乍
ら童心に返り懐しさで一杯になるのだ。

秋11一面の稲田がさわさわと波立っている広食とし

た静かな黄金の湖を見下し，あちこちの森の梢だけが僅
かに霧の上に浮び，ひんやりと澄んだ空気力捉下に草の
露となる。こんな平和な朝，放牧の牛さえも静かに佇ん
で動こうとしない。やがて黒盈と舞えている根子岳の上
に太陽が昇る。山肌の草原が輝き初める。阿蘇は他の山
と違ってW鰹が展けるのが特徴である。道臓だんだんと
急坂になるが，噴煙が頭上で私達を呼び踊る様に登って
行く。外輪の向うに見える連山の中に，久住の秀峰が一
際高く鐸え山叉山が重畳と連なっている。気圧の変化を
、

ｰ

ｰ
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（3）黒土層と赤土層との結合が悪く雨水の浸透によ

り両層間が滑落し易い状態に霞かれ，特に弗障の根網の．

関係で黒土層の表面に割目を生じ，此の劉目に雨水が浸

入して滑落を容易にした。

（4）溪線に湾曲部が多く溪床並に両岸の縦横の侵蝕

を伴った上に局部的にしか施工されていなかった工作物

が殆ど溺れ去った。

未だ未だその原因もあろう。究明すべき点は学理的に

更に更に究明し，「南郷谷を守れ」の声高き現在あらゆ

る角度から対策を樹立せねばならない。

なだらかなスロープに穂すすぎが輝き，噴煙を背に立

つ一幅の絵と，プクプクと醜い岩塊と黒土をむき出しに

した哀れな南郷谷の姿とを，私達は常に脳裏に秘めて阿

蘇を見守らねばならない。

「大阿蘇の景観を守れ」と再び叫ぼう。

（熊本営林局）

☆

とかくこの世は

でパーである。

家は建ったが溌材がない。資材が揃えば薬品がない。

薬品が来たと思えば, _餅究饗が切れた｡研究官の給与が
低いのでオチオチ勉強も出来ない。－こんな>け罐の中

で，学者の夢を夷児化し，剃索麦術の向上の蕊礎が生れ

ようとばどうしても思えないではないか。一体こんなわ

かり切ったことを何故放っておくのだろう。

日本は貧乏国だという。しかし，この貧乏国の中で，

汚儀とか何とかで何千万円もの金が個人の懐の中に流れ

こんだり，それを取調べる検察官が「職務上の秘密だか

ら言えません」と言わざるを得なかったり，役に立ちそ

うもない兵隊がウヨウヨと出来て何億かのムダめしを食

っていたり，いやはや，実に不思議な貧乏国もあったも

のだ。これでば日本は貧乏国ではなくて，クルパー国と

いわれても仕方がないではないか。

又，一歩ひるがえって，何かの間違いで林業技術の向

上のための補助金がドカッと来たとする。研究者ほ生活

が一応安定して，基礎的研究が着たと進められる。実験

室の成績は上凌である。新しい溌械が綻食と考案作成さ

れる。－ところがである。これが実験室で靭溌室で斫

究されている分には一応差支えないが，一歩実験室を出

て，世間の空気を吸うとなると，大変問麗が起る。

伐採から搬出，撤出から製材といった一貫作業が，優
〃

秀な機械でヂャンヂャンやられると，まず第一に人手が

いらなくなる。鐸者が出る。その次にt埼§夫が手で伐

っていたti察を樹戒でやると，倍も3倍も能率があが

る。この倍も3倍も伐り倒した木を歩留りのいい製材機

でひくとなると，木材市場に流れこむ材木の数量は勤窪

の倍も3倍も叉それ以上のものとなる。この影響はどう

なる。山の立木価格が下って，市場には製品が友プツキ

材木価絡も下げざるを得ないことになる。一般国民にと

っては，こんな有難い話はない。どんどん木材の侭斐が

下って，1人でも多く自分の家が建てられれば，これに

越したことばない。ところが，山持や木材屋はそうはい

かない。自分が損するとなると眼の色を変えて騒ぐ．とい

う訳である。

そこで，政治屋を使って，政府に働きかけて「試験場

なんかにそんなに予算をさく必要ばない。そんな無駄な

金があるなら山を緑化する補助金をふやせ」と』､うこと

になり，折角立派な刷究をして沸諜蜘荷の向上を計ろう

とした試験場は叉元のもくあ承になるという次第であ

る。

「さてさて，人の世は住みにくい」と瀬石のように大

悟徹底して，昼寝でもしておれば天下泰平であるが，迷

惑するのはいつまでたっても家が建てられない一般庶民

である。

ｰ

＝

． 「月刊林材」編集長

桑・原 宏

昨秋の台風15号で，北海道の針潤葉樹が5千5百万

石も倒れた。この風倒木の処分問題が色狗論議され，本

年度は3百万石乃至5百万石処分されると言われている

が，この調子でいくと，大分立腐れが出来るのではない

かといわれている。

実に勿体ない話で，北海道には自衛隊が沢山いること

だから，この労働力を活用して，どんどん搬出して製品

化し，一般の庶民住宅に使用するようにすれば，国民は

助るというものだ。叉この風倒木が一般建築用材として

使用出来ないものであっても，パルプ原料として立派に

役立つことが出来る。5千5百万石のうも3,4千万石
のパルプ用材が紙の原料として製品化された場合でも，

一般国民ば安い紙を豊富に使用出来る筈である。一し

かし，舞莞問題として，こんなことはまず絶対に実現し

ないだろう｡－何故だろうか，それは，そんなことを

したら，誰かがえらく損をするからだ。エノケンの言1,,

草で唯ないが「とかくこの世は」損と得から成り立って

いるらしい。

剃業錦『の鐙蚕のためには，その基礎となる林学の研

究と，それを具体化するための試験場施設の充実が先決

問題となる。しかし，現在の林業試験場の菰穀嫁どうだ
b

ろうか。昨年，林産研究所が1億円の予算で構内に新築

されたが』その内容はどうだろう。僅か耐院官1人あた

りの研究費が年間8万円では一寸研究費材を買っただけ

－
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稜は零でなければならぬから，現在の国内伐採は素晴し

い限界侵略である。

ところで，従来の慣用語の〃蓄積〃とは，所謂文字通

りの繕積を意味し，現在国内林木辮綴を60僻日と蚤

称するからこそ，一般人はその睦大な数字爬眩惑して伐

採に気をゆるめるのは人補である。それは一銭人に前魅

の零の限界点がハツキリしていないからである。

そこになると，わが国の食糧事情は，零の限界点が算

式1勺にハッキリ掴めるし，林木のようにマイナスの収謹

一体こりや，どうしたことだろう。つくづく考えて承

る必要があるのではなかろうか。

民主主義の原則からいえば.多数の意見に少数が従い，

多数の要望が少数の要望よりも畦する筈である。とこ

ろが，わが日本国に於ては，最近どうも少数の意見が多

数を押え，少数の要望が多数に優先するように出来てい

るらしい。これではいつまでたっても日本国民はうだつ

があがらない。叉林業技術の向上も考えられない。

雲ず年頭にあたり，ちよシびり民主化した日を更らに

本物の民主主義に育てあげ，一般庶民のために林業技術

の向上を計って頂くよう希求する次第であ為。

☆

‘ 天 衣 無 縫

「防長林想」編集長

頑間俊正

興林会時代からお馴染の本誌が，今やわが国林業専門

誌の最高峰であることば嬉しく，心から敬意を表すると

共に，その伝統と栄光保持のために，一段の御健斗を願

って，年頭の祝詞といたします。

物言えば唇寒い年輩となりながら，言わざれぼ腹膨る

ともいうから，天衣無縫に，与えられたスペースだけの

机上雑感を書かしていただきます。

というものが許されないから，国民を飢餓から救うため

には，余剰農産物のオコボレ頂戴の線もハツキリ出て来

るというものである。

この木材危急，国土鱈屋を救うためには，外材，就中

北洋材の輸入がテス'、.ケースの時代であるべきで朧な

い。われわれは，仮令牛肉がどんな高価だからと言っ

て，自分の股の肉を切って食う訳にもゆくまいではない

か。

○英雄出でよ

日本のように木材依存度，濫費的需要度の高い国柄

で，ほんとうに現代の林学が教えておるような理想的な

林型や，森林の復興ができるかということに疑問を抱く

のは，小生ばかりでもあるまい。戦後の統計は知らない

が，昭和12年頃のマッチの国民1人当り1日の使用量

は独逸の2，3本を最少とし，日本,支那の6，？本を

最高としたように記憶しておる。おそらく現在もわが国

が最高記録保持者であることに間違いあるまいが，それ

が，概ね喫煙用だと聞いては，わがペンばハタと止ま

る。

なんとしても，林木の帳は,現在の闘瞥では，自然
的侭存の曳長オンリーであるに引換え，経済進展の急ピ

ッチに伴う木材利職重度の飛躍は,余りにも比…に
堪えない。加うるに，民族的惰性がこれを督戦するので

は,桔抗し乱ゆける道理があるまい。

この濫費的国民の需要度を制掘しないで，或は酒をた

るこの加速度的経済進展の事実を度外して』わが王城を

謹り抜くことの如何に至難であるかということを，真剣

に悲しむものである。 （山口県森林協会）

☆

森林への理解と反省を

「みやま」繍集長

清瀬豊明

時は眠っている間も刻一刻と過ぎ去って行く。昭和29

年という年は不幸漣も九州を始め全国土に亘って戦後最

大と言われる予想外の災害莚もたらし，殊に北海道の如

きは吾が林政史上且ってなき未曾有の大惨害を蒙り怨畢

二
“
唖

○*操会館の這穀に鞭打つ

ラジオの落語で声ばかりでは味がない。お役人は上京

しても林野庁というﾚｯｷとした親元があり,拠り所が

あって事欠かないが，団体人ともなれば，個別の親元が

あるにはあっても，屋台骨が小さい。況んや僅か3日間

の滞京で，天下の洞業展望に永田町に日参したり，四谷

の坂を登ったり，大崎に遠出したり，天沼の住宅街で戸

惑いしていた日には，世界の大勢にほ逃げられるし，懐

中はウツロになる。

今や中央林業団体も十指に垂んとする。何を苦しんで

群雄割拠の煩をわれわれに強いるかというのである。敢

て輪魚の美を望むものではないが，スッキリとした中央

各種団体の綜合酌牙城を達設して，その足場を築き，足

並を揃えることも，広い意味での林政推進ではないか,，

C

○第六感を交えた食溌輸入と木材輸入

生長鍾を割っての伐採が森林を割こし，国土保全上許

されない絶対条件だとしたら，累年の過伐を見送ってお

ることは，政治の欺朧であり，技術的自殺である。国土

の保全上ある仮想錘の蓄積を持つ森林の状態を必要とす

るものなら，その仮想蓄積の限度において，有効利用材
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を残しつつ本年は去っていったのである。まったく怨の

深い年ではあった。

然し昭和30年はここに我灸の前に新しい希望を乗せ

てやって来たのであるから過去の事は一切を忘れて我ﾑ

ｶﾐ，その時の歩承と共に日の進男八と共にお互のより住み

よいより恵簑れた世界の再建に打ち勝ち過ぎ去った不幸

を繰返さぬよう努力することこそ，これが人間の勤めで

あろうと私は考えるものである。

人灸は各灸その社会の一員として穣々な任務をもって

人生を送っている，その任務を職業といっているのでは

なかろうか｡我盈は林政に関係する職業を通じて人類の

幸福への努力を続けるべき任務を負わされている。

ここに年の初めに当って思いを新たにし，少しでもよ

くその任務の果し得るよう考えて見たい。我々林政関係

に鐸るもの朧官民を問わず林業を振興し，従って森林を

立派に育てることは，我,を人間社会に用材，燃料,食料，

衣料等にその経済生活に必要なものを供給するばかりで

なく，人間の生命，財産を天災より救う事に役立ち，健

康の増進に健全なる精神の酒養に数へ挙げれば限りない

といってもよい程，人生に対する効用があるものである

事は誰れも承知の事であろうが，さて真実に総ての考が

それを理解しているだろうか，疑わざるを得ない場合に

我凝はしばしば遭遇するものである。

森林を愛し山に親しむ筈の登山家の火の不始末をして

山火事を起したり，石油石炭が足りないからと云って枯

洞の方向に向って急速に進んでいる森林にその不足をし

よわせてくるような計画を立てたり，森林育成の意慾を

減退させるような重税を甑げると言うような原案を立て

たりする為政者たち，国家や地方の政治に於いて森林乃

至林業に対してその存在目的(使命)に合致するような

方策を立て，これを実施しようとする夫灸の行政が森林

行政であり林政であるならば前述のような問題を解決し

て行かなければならない。それには広く林業関係者以外

の一般人にも理解を深めなければなるまいと信ずる。

私は塵々公務出張途中，汽車に隣り合せて乗った御客

に話しかけて見ても案外無関心でいる人が殆んどである

狭い国土に8千万も人間がおし込められて，あくせくと

生存読争をしているので，自分の事以外は知らないとお

っしゃるかも知れないが，案外にこれは自分の事であ

り，我,々日本人全体に振りかかって来る大きな問題であ

る。山が丸裸になってこんなに年を大水害になったり叉

愈’々木材がなくなって高い外材を高い運賃を出して買わ

なければならなくなって厳寒の候に「コタツ」の火がな

い，水源は枯渇して変ムが効用を失って電気も供給が出

来ないということにでもならなかったら気がつかないの

では，あまりにのんびりしすぎると云ってよかろう。そ

んな事になってしまってからでは最早ておくれである。

少なくとも為政者砿先きを見透して今直ち涯爽剣に林政

に思いを致すべきであろうし，全国民にその事を知らし

むくきであろうと私は信ずるものである。然し為政者と

いえども「水を治めんとすれば先づ山を治めよ」という

言葉は知っているが，さて具体的にはどうすればいいの

かとなると，なかなか解らない。解ってもらう努力をす

る役割をもつのが，我々林政関係者でなく･て誰がいよ

う。「山に木を植えればよい」と簡単にいっても，それ

には色食陰路がある。障害がある。叉植えただけでは木

は育たない。手入が必要だ「手入を必要とする」そんな

事さえ知らない人が案外多い。笑いごとではない。現に

いるのである。年中行事の一つとして毎年11月項にな

ると何処かの県で行われる全国山林復興大会並に4月に

行われる全国の緑化週間等で関係者が数千名も集って決

議した種煮な問題を只お祭り騒ぎに終らさずに実現さす

ように努力をぜられたいものである。ここに為政者並に

林業関係者の各位の反省をうながす所以でこれ力認の年

頭の所感である。 （大阪営林局）

一一

毎年の山林復興大会の種々な決議事項の抜華

1．国土保全と災害防除のため治山事業の強化拡充と

保安林の整備を期す為。

1．森林資源の培養と開発及林地の高度利用を図るた

め林道網の拡充を期する。

1．森林資源の育成のため造林の促進と樹苗需給の円・

滑化を期する。

1．森林計画の適確なる運営を期する。

1．森林所有者の協同組織たる森林組合の育成強化を

期する。

1．林業技捌祁"究普及体制の整備拡充を期する。

1．林業金融の拡充強化を期する。

1．林業税金の適正化を斯する。

1．林政機構の整備拡充を期する。

☆

北方林業の確立をめざして

、

「北見林友」編集長

山上太一郎

則畷識射上見国とはその名の通り北海道の中央山脈を背

にした北向きの箇所で河川は全部オホーツク海に流入し

当局所管国有林がこの流域の大半を占めている。

‐亜寒帯に属しトドマツ，エゾマツを主体とした森林地

帯で海岸沿線は殆ど開拓され背梁山脈を中心とした地帯

に多くの森林が分布している。針葉樹60％広葉樹40％

－15－



新 春． 所 感
－

の森林蓄積は全国有数の針葉樹地帯を示し，単位面積当

り蓄積ば155m3を有し長野営林局と同格で全国第1位

をほこっている。

トドマツ･エゾマツの天然更新良好なる林地が所管面

積45万町歩中20万町歩余を示し，択伐作業による更

新成績もほぼ所望の形態に進男鳥:つつある。

併し残された20数万町歩の森林育成や更新良好地の

撫育促進等吾之に負荷された仕事は頗る多く千有余人の

職員を中心として経営の完驍に適進している。

従来北海道の林業は開拓に重点をおかれたため主とし

て収穫業務が林業経営の大半である如く扱われたきらい

があったが，林政統一以来逐次経済の安定を見ると共に

森林資源の酒渇を認識されるWこつれ植伐の均衡と造林の

推進が叫ばれ林業経営の本来の姿iこ立返ったのである。

ために天然林依存主義をかなぐりすてて，如何にして

保続すべきや，材穣生長の促進はかくあるべしと真剣に

経営の問題と敢組んでいるのである。

殊に本年よりは林野庁において，北海道の国有林強化

整備に重点を注ぎ，今後年を数億の財を還元され’本道

森林経営の基盤確立に努力せらるるようになった事は′

北辺の地に働く吾盈にとって誠に欣喜雀々たるものがあ

る｡

本州における林業経営は長年月にわたる諸先輩の経験

の集積を体形化されたものであらゆる面に無理なく運営

されているが本道においては発展の歴史も浅く各部門に

わたって今後に残された問題が頗る多い。

生産事業の機郷上，育苗造林事業の推進,林道網の強

化等今後の活躍にまたねばならぬ問題が多1,,がそれだけ

に各部門共に新分野の開拓に挺進し一歩一歩北方林業経

営の体形を形づくりつつあり，且つ本州制業の遺訓を学

び無駄の少なき進歩をとげつつある。

大きな仕事を立派に仕上げるためには中央の理解ある

認識と舞也のたゆまざる努力なくしてはその成果はあが

らないのであるが此のたびの本道国有林の整備強化は

"必ずよくな颪ぞ〃〃必ずよくするぞ〃の気分を振いたた

せたのである。

当局に於ては既に待望の長期計画もたてられ，理想と

希望実現のため第一歩をふ象出した時に今次の15号台

風の前古末曾有の風倒被害に見舞われたのである。

瞬間最大風速43米と言われる今次の台風はまともに

風に吹きつけられた処は殆どと言う位に倒され滝上，置

戸両営林署においては数千町歩にわたり全輝勺被害を受

けて見渡す限り1本も立っていないと云う惨状である。

当局において約930万石全道で5,600万石と称され

調査の進むにつれて漸増の傾向にある。

併し吾とは天より与えられたる一大試練と考え，直ち

に風倒木の処理問題と真剣に坂組んでいるが特に懸念さ

れる事は山火事，虫害等の災害である。

一度びこれらの災害発生せんか。森林成立の根本を危

くするものであるので，林業技術総陣あげてこれが対策

に腐心している。

吾なのかくの如く苦心努力することが北方林業発展の

礎石となり大理想実現の一日も早からんことを祈って年

頭の辞とする。

一

☆

つづ〈雑誌

「林業解説シリーズ」編集長

加納一郎

丸善でエヴェレストの写冥の展盤会があったとき，そ

れを見に行ってつぎのように思った。一つ一つの写真は

これ茨でに見たことのあるものばかりで，別段あたらし

い感興をひかなかったが，ひっそりとかこまれたひとく

ぎりのなかに， 11回にわたる登肇のあとが年代順にな

らべてあり，顔なじ承の隊員や隊員の姿が目にとまるに

つれて，エウェレストの登山史より朧，その33年にわ

たる自分の過去が思い出されて来て，ひと気のないま室

に，ずいぶんと長く自分はそこに立っていた。エヴェレ

ストの第1回の登山は1921年であったが，その時，自

黛はまだ学生で，隊員ケラス博士の死を感傷的にうけと

ったことである。第3回の爽膿のあった年には，もう学

校を出て役人生活をしていたが，日本の冬季澄山のリー

変一として気おっていたころで，頂に向ったまま不帰の

客となったマロリF-とアーヴインのことをアサヒ・スポ

戸挑に書いたりした。それから何回かのエヴェレスト登

山は，新聞社のなかで，自分がそのニューズをとりあつ

かう立錫におかれ，編氣奇でのその時交の自分の部処な

どが思い出された。またそのたびごとに隊長の名で出る

報告書にかじりついては，山僻間といろいろ語りあった

夜のこともよ象がえってきた。そうした友人のなかにも

う故人となった人もあるし，また自らヒマラヤの氷河を

ふんで,彼らが気づかなかったすぐれた観察をして来た

人もある。そのあいだに自分の生活は札幌～大阪～札幌

とうごき，15年のプンヤぐらしからまた役人のはしくれ

にまいもどったりしたが，山と原稿紙とからは，1日も

離れなかったことがしぷじ糸と感じられたりしたのであ

る。

このあいだ北大の山の会のあつまりiこ出て，ひとこと
しやくったら，いまの加納の話はプレカンプリアのこと

だと，ひやか書れたので，気がついてゑると，自分より

若い人ばかりだったのでこれはしまったと思った。＜四

口

〆
矩
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十，五十は鼻たれ小僧＞といわれるその仲間で自分はあ

るとしかと心にいいきかせているつもりであるが，つい

うっかりすると，20年まえは，30年たつと，と口に出

る。白水社から出たく山岳識躍＞5巻は大そう評判がよ

かったが，それより19年まえに共立社からおなじ名の

く山岳講座＞が8巻でている。そのほか昭和17年には

く登山講塵>というのが6巻になっている｡ 30年間に

3度でたおなじような講座に自分はいつもひっぱり出さ

れて，そこはかとなく筆をとっているのであるが，い輩

思いついてその三つの本をとり出して筆昔の顔震れをく

らべて見ると，出頭没頭，転変のさまがありありと示さ

れていて，まことに感慨がふかい。

もつ些もこんなことは山の本に限ったわけではなく，

蛎誌のパックナンバーをくりひろげているときに，しば

しぼそうした情景にうたれるものである。いまはしりぞ

いて学問の余香をたのしんでおられる白頭の翁の壮年時

の卓説高論を，ちりをはらって開いた古文献のなかに見

つけて，そうだったかと眼がしらのあつくなるようなこ

とがあるものである。

それにしても近ごろの林学凋鐺関係の熱誌の繁昌ぶり

はどうであろうか。椛篝手帳のﾎ榛関係団体というとこ

ろを見ると49の名前が出ている。かりにこの半分の団

体が，大なり小なりの機鐵誰をもっているとしても大し

たものである。 ローカルなのは論外として，皆とほい

わないが，これらの刊行物のおおくは印刷も編集もまこ

とに稚棚なもので，きちんきちんと出ているのばすくな

い。何千部と刷り，時には万をこえる部数を製作しなが

ら，専任の編集誉もしくはがっちりとした編集スタッフ

をもっているものは，はなはだまれで，出たとこ勝負の

気まぐれ編集というのがおおく，したがってまた浮沈つ

れなく，巻数も号数も若い。いいふるされた言葉である

が3号雑誌5号新聞といv｡た鐸秘をぬけていない。

そのなかにあってここに剃誌く山ﾎi>の長さをたたえ

たい。これはもとの大日本山株会報で，その初刊は1882

年であるから今年で73年になる。AmericanForestsが

60年。イギリスのQuarterlyJr.ofForestryが49巻

であるのにくらべると，ずっと鐙輩で〃赫錐誌ではこち

らさまの方が10年も20年もお先に出発しているので

ある。＜山林＞はちょうどハンブルグの配ｴstWissen-

gchaftHchesCentralblattより1年おくれたということ

になる。申すまでもないことであるが，フランクフルト

から出ているAllgemeineFbrstu｡Jagdzeitungはあけ

て126年をむかえるのであるからドイツにはかなわない。

スイスのSchweizeriscBeZei"chriftf.Forstwesen

も106年と数えられる。

専門はちがうが,ロンドン季刊のRoyaliGeographical

Jr.には華号100年前の本誌から＞という柵があっ

て，1世紀まえの自分の雑誌からの1ページを採録して

いる。世代にまたがる視野をもった編集ぶりには頭が下

る。こればかりではない･またエヴェレストの話になる

が， 1953年の初登頂の正識告の催かに，ハント際長

は学生版，少年版を著して，彼らの功業をわかりやす

く’すなおに次代の人たちに伝えている。教零嬉に名前

をかして小使かせぎをするにとどまる日本の拳昔とくら

べて’イギリス人がこのようにゼネレーションを育てる

ために力を傾けるのは，まったく蜘艮に値する。

この雑誌もそうであるが，おなじくアメリカの地理の

雑誌NationalGeographicMagazineも，自分がはじ

めてそれを手にした時から今もなおかわらぬ請俄と形を

もっているのもなつかしい。もちろん中味は一号一号目

に見えてすすんでいるが，アメリカのこの郷誌の編集者

は’いまちょっと名前をわすれたが，綴葉資任者として

の50周年を記念する催しがもたれたということをきい

た。何ごとであれ，一事一業50年というのはあずらし

いが，編集のことなど誰にでもできると鐸あつかいに

していあと，その雑誌は，ひょろひょろとしか歩けない

ことは事実である。

ひょろひょろであるかないかは別としても，とにかく

一つの雑誌が50年とつづいたとしたら，ほむべきかな，

である。 日本の学硫離誌のなかにも，地学雑誌をはじ

め，そういうのがいくつかあるはずだが，日本学砿会議

あたりは，こういう雑誌なり，発行母体なりを，ほめた

たえる方法を考えてはいかがと思う。もしまたユーダイ

ヒが，ターラントの山旅誌を29年もつづけて編集した

ような例が，こちらにもあるとすれば，そうした人々に

も礼をつくすことを考えたらいいと思う。

☆

「林業技術」に注文する

「査源」編集長

坂田善三郎

10年ひと昔というけれど，今から10年前の昭和20

年には，マライの奥地に入りこんで，南洋材の集材と輸

送に汗を流していた。マライの正月は暑い。万一にそな

えて中型のコルト拳銃を腹巻きの所にかくして現地人の

部落を訪ねた。今の三菱商事の取締役金子さんが当時ば

三菱のシンガポール支店長代理で同行された。マライ半

島西海岸のマラッカの町の少し南方から半島の中央山脈

に入った。

あの頃は木材の生産面一というよりむし今伐採一一
だけを考えていればよかった。天然の更新も，適令伐期

－
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第三に，さきにあげた産業林の性格に近いがより間接

的なものとして，薪炭林や魚付林の機能がある。

第四には，風致，観光の役割りをもっている。

これらのうちの何れを中心とし，どこに重点をおくべ

きかは，読者の選好と，編集の方針によって自ずときめ

られるであろう。ただ，私たちいわば,洞錘術外のも

のは，このような周辺の問題にも興味をもつ。

さらに林業技術の内部の問題としては，蓄穣量や生長

量の調査，さらに調査の方法にしても，も少し，科学的

あるいは近代技術的な方向へ近づくことが希望されてい

るようだ。一般には林業統計はま･だまだ信頼度が低いも

のと考えられている。そのような点が何によるのかを掘

りさげて行くのも，本誌の使命の一つかも知れない。筆

者朧，昭和17年にN県のM営林署で，奥地の－とい

ってもそれほど深い山でばない－=国有林の調査が不十

分で，実態が把握されていないのに一麓した体験があ

る。

また，林業技術の日本での発達史，とくに治山との関

連における古くからの技術史，古い時代の各地の林業経

営家の事績なども連続してのせて頂いたら，非常に面白

い誌面が構成されるだろう。これは技術の内部の方禽に

も， 外部にも共通して興味ある記事の一種だと思われ

る。

以上を要するに，林業技術の横の関係，林業と治山』

林業と農業,工業，漁業，林業と人間生活,林業とリク

リエーション等が一つの柱となり，さらに林業技術の歴

史的な縦の関係についての究明や解説がもつとどしどし

掲載されるように望んでいる。

（総理府盗源調査会蕊務局）

☆

編 集 雑 感

「王林」編集長

真宮次雄

今回「澗桑技術協会」から，何か年頭の辞に代るべき

ものをと言う御注文であるが，浅学韮才の身が敢て稀業

界の諸問題に愚論を吐く烏瀞がましさを避け，一会社の

小雑誌「王赫」の編集を担当して見て，編集というもの，

に対する無駄話を綴ることによって責を塞ぎたいと思う
のである。

こんな話を聞いたことがある。某大家が嘗て秘密の手

紙の末に「御一覧の上丙丁子に御附し被下度猴」と書い

て差し出したのを， 受取った入は誰彼の別なく公表し

た。公覧に供して呉れと解したのである。所那此の意味
と ＝ と 1・

たるや，丙丁は「火の兄，火の弟」で，読諺談朧即して呉

も，造林もあったものではない。いかに伐採し，集材

し，搬出し，輸送するかだけだった。原始林は無限の蓄

穣をもっている。ラワンの巨木がうつそうとそびえ立つ

熱帯の原生林，ほのぼのと空が明る琴かける頃には，幾

十種とも数え切れない鳥の啼き声の協奏楽だった。

マライ半島の東海岸やスマトラ島の中部からも原木を

シンガポール（当時の昭南）にあつあた。今の林野庁の

石谷業務部長も当時応召で木材集積に当っておられた。

昨年，樺太材，沿海州材の交渉のためソ連に入国された

永和商事の石黒常務も当時は三菱のシンカポール支社長

代理で集材に活躍していた。スマトラの木材は，安宅産

業と当時の日木が担当していた。

いくらトソ溌嫌の新年だといっても，こんな思い出ば

かり語ってもおられぬ。編集部の注文は日本の林業及び

林業技術をどのように一どのような角度から，何を中

心に一取上げて行くべきかということだろう。

毎号･踊礫技術｣を読んで,地味ではあるが,英面目
で，実のある雑誌だと思う。林業関係の僚誌でも「グリ

ーンエイジ」はいわば，企業の経営者あるいは，事務屋

さんを対象として考えているようだが，それに対して本

誌は全国の営林局，営林署関係，会社にしても，木材部

の中の技術面の方盈を読者とされているようである。そ

の意味では私の方の「資源」などと違って，読者の範囲

は限定され読者層がばつきりしている。対象としての読

者が明かなことは，］反材編集上は一応好都合だ。しかし

材料（原稿）のあつめ方と潅鯉の仕方（編集）に枠がほ

められ，一つの軌道にのる。そこでややともすれば誌面

が固定化し，偏って，マンネリズムに陥りやすい。

誌名の「澗桑技術」にこだわらず，もつと林業周辺の

問題も取り上げてもいいのではなかろうか。

森林にはいくつかの面ないし性格が考えられる。第一

に，原料資源としての森林である。これはいうまでもな

く，林業の中枢である。土木，建築用材，家具用材，

坑木,枕木，電柱，及びパルプ用材等の供給源としての

森林である。第二は国土の保全の中心としての森林であ

る。林学関係諸学科の中でも，治山に関する講座は，歴

史が浅く，明治の40年代になって，始めて東大に設け

られた。とくに戦後の相次ぐ．出水によって，森林の保全

織眉が，強く再認識されつつある。保全の面から承た森

林には，(1)土砂流出防止の機能と(2)保水機能,(3)風

蝕と地表温低下防止のたあの防風林の機能，(4)その他

防霧林などの動きがあげられよう。中でも(2)について

は当初雨水の流下をおさえる働きと天然に更新する水資

源の酒養保全の働きとが考えられる。電源としての水

力,潅漉用の水,工業用水及び生活用水等は一にこの働
きに鐸する。

垂
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れとの意味だと言うのである。文字に対する認識の不足

であるq

又こんな川柳がある。「姑のつむじは尼になって知

れ」。 この尼を尻に間違えたらどんなものであろう。

「尻になって知れ」では如何に妄想を暹うしても見当が

つき兼ねる。誤字が生んだナンセンスになる。一句の解

釈如何に依って反対の結果となって現われ，一宇の誤り

で全く文意を掴承損う。校正はまつわる文字との斗いが

如何に重要なものかを言､,たかつたのである。何事に依

らず一つの仕事を纏め上げるには少なからぬ努力が要

る。そして其の努力が大きければ大きい程完成の悦びは
深い。

編集という仕筆は，原稿を纏め上げればいいと言う点

に於て，一見甚だ労作の少い平凡な仕事の様に思われる

が，イザその衝に当って承ると，思わぬ畷得が至る所で

出て来るものの様である。「馴れる」ということは，よ

く「秤れる」ことと気嫁されるが，「玉休」の穣な社内

剃誌では殊に，「馴れる」とだんだん惰性が伴って，所

謂「脚れ」て来ることにプレ声キをかけるには，術に斬

新な貞億と，向上への澆まい努力力雲る。どの論題を何

処へ持って行くかと言う配分の巧拙は編集上の大きな課

題である。此の雑誌のモットーである「楽に読める本」

にしようとすれば，礎飲，長短，難易，宜しくその配分

の妙を発揮して，読む人に一呼吸入れさせてやる間隙も

作ってやり度くなる。バラバラとめくって，その朧伏せ

て了われる様な本にはし度くないと言う，よい意味での

慾も鴎て来る。

「王林」の創仔IはW膝諏16年であるが，その第1号の

中に次の様な名調子が出ている。

「蒔付］と題して，

種子を播くにほ風ない日和，厚い薄いがない様に。

ある。その意味に於て，玉石混清の多数原稿の中で，石

になる事を敢て承知しつつも此の拙文を認めている忍に

ば，「林業技術」編集担当者に心からなる慰労の辞を呈

する資絡と義務がある様な気がする。（王子造林会社）

領

防波竹林と友

「高知林友」編集長

長井英照

学窓を出てから20年振りに出合った友人T君は阪東

太郎で人も知る禾娠川中流改修事務所長になって，帝都

を利根川の水魔から防ぐ要職現場を担当している。

数物科を得意としたT君は土木工学を専攻し，大学卒

業以来各地の重要河川の現場に勤務していることを同窓

会名簿で承知していたが，御多聞に洩れず戦時中お互に

文通もとだえていたのに，プトしたことで避遁の機会を

得て，20年間の話題を語り合った後で，一寸職業意識

を発揮して，利根川の大橋梁を通行止めをしないで，コ

ンクリート橋脚を2米突つぎたす土木技術は素晴らしい

ものだれエと賞讃の辞を述べた処が，T君は即座に，困

ったことにほ，毎年6糎位の沈砂があるので20年もす

れば叉駄目になるのだよ，それと謂うのも水源地帯に広

大な禿山がある。足尾銅山一帯だ。林業御i猪があれを

緑化して呉れなければ,士I沙?生産場から洪水の都度流
下土砂が塩漬する。成程CO2の害毒で植林しても成林の

見込がないことが多年の実験で解って居るのなら，緊蝉

でもよいから荒廃した斜面をカバーする方法はないもの

だろうかと鋭い質問を受けた。利根川の支流渡良瀬川の

水源約2千町歩は煙害のため一木一草を見ぬ荒涼たる裸

山である。明治時代から各種の試験推蔑をしているが激

＝

q

一

「床替」と題して， ，鐸也には石垣が残るぽかりで，オオシマザクラ′ヤシャ
ブシ等も殆んど見受けない惨状である。人の心と桧の苗は何時も表と裏がある。

彼は下流の工事に如何に国費を投じても，水源が治ま「森林製蕊醗需需」と題して，
らなくては，安定した施策でないと云うあたり大いに同，山が赤けりや河原は白Lく，やがて百姓は青くなる。

言って承れば平凡な林業常識の俗謡化に過ぎぬのかも 感だ。
知れないが，何十年来山と四つに坂組んで来たその道の 以前足尾に降った雨水が中流に達するのに24時間か

ベテランが，微薫を帯びて，尚絶ち難き山に対する愛著 かつたのに，河川改修工事が出来てから3分の1，8時
をこんな唄として口ずさむとすれば，誠に微笑ましく， 間で急行到着するため，土木技術者としても考えさ巷ら
奥床しい風惜ではなかろうか。之を一呼吸入れさせてや れる問題点があるらしい。
る編集上の間隙といいたいのである。 明治末期に洪水調節の目的で中流地帯の2ケ村を水没

締切まで出揃わぬ原稿に対する焦燥も，不満も，「尻 地として立ちのかした3,600町歩に亘る大面積の渡良
と尼」に類する誤植を発見して，独り禁じ得ぬ微苦笑 獺遊水地はカモの猟場で有名であるが，‐上流からの土砂
も，「秤れる」を避けて「馴れ」んとする努力も，やが の沈積で遊水の効能は半減されている。通水をよくする
てよりよきものを作り上げて行く一つの過程として，輝 目的と遊水地の堤防のカサ上げのため’千馬力の竣喋船
然融和した快よい追臓の後味を残して行くのが，編集で が河底掘りに当っている。この仕事でT君の頭を悩まし
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ている問題がある。それは増築した堤防は満水痔に於

て，暴風があると丈余の波を生じ洗い裳される危険があ

る。この保識i策として，謂漏篭是陵前爾（堤外と称し，

河I醗内）に防波の植林をしたいが，織重を選定し，実

行してほしいとのことだった。

防波林とは今まで開いたことがないが,'T君の嵩頓は

確に面白いので係官と協議の末,京大上田謝受の指導を

得て全農の早い，耐水性の苦竹』落羽松，メタセコイヤ

を10町歩1篠険して承たo5ケ年計画で突飛な事業をや

ることにしているが，科錐技術者の面目にかけても成功

させたいと，栃木県庁の林務職員が張切って担当してく
れている。

かと思う。理由はどうであれ，とにかく最近の進歩がか

なり急ピッチであることは否あない。そこで云いたいこ

とは現状では木材加工技術はもはや林業技術という範囲

では扱えない処に行きついているということである。

この事について先ず技術の基をなす学問のことに関し

て考えて見よう。つまり林学と林産加工学の問題である

が，この両分野は学蹄勺にかなり異質のものと考えられ

る。即ち林学は土地生産学であり広い意味の農学の一部

であるが，林産加工学となるとむしろ工学の懲味の方が

遥かに強い。勿論両者の間に密接なつながりが必要であ

るこどは当然としても，これを噸調するあまりにその実
体を見失ってはならない。未開の分野で異質のものが雑

然と混っている時期があっても，進歩すれば分化するの

が当然であり，林学と林産加工学ではそろそろその時期

が至睡しているの感が深い｡．

次に教育関係のことに一寸触れて見る。北海道大学で

は既に林学科と林産学科が炎滴|@し，東京大学では十数年

来林業学・林産学両専修課程にわけられ目下学科分離問
題が論ぜられている。また他の大学でも大学院のコース
は林学と林産学が大部分別のようである。

さらに技術の働く産業分野について見て象よう。いう

までもなく林業技術は国有林やその他の森林経営（国土
保全関係も含めての）の面で働くものであり，木材加工
技術は木材工業界に働くのであって，これまた甚だしく

違った分野といわざるを得ない。木材工業に関する行政
的所管が農林省にあるべきか，通産省にあるべきかの議
論は暫く鎧くとしても，少くとも農林省で扱うつもりな
らば現在の林野庁に対等する位置の組織と陣容を拡充し

てあたらなければ到底手に負えるものでもなく，今後の
効果的発展も期し難いであろう。

甚だ観念的な理屈のようなものを並べたが，ここでも
つと具体的なことを提唱したいと思う。

第一に林産学会〔または木材加工学会）を林挙会とは
別に作ることである。一つの端的な例をあげると，日本
林学会誌やその他の林学関係の刊行物に発表される論文
は海外の木材加工研究者の目に入りにくいことが多いと
思われる。我国の木材加工工業は行先世界の市場を相手

にしなければならぬことを考えるならば，この際独立し

た学会を持って技術の基礎を作ってゆくことが必要であ
る。

第二に教育関係で森林利用というようなあいまいな考
え方をなくすること･近頃出来た新制大学で諺誹痢用学
識座という名前で木材採取(伐木･遮材)と木材加工を含
めているのが多いが，これは相当時代鋳誤でばなかろう

か。はっきり木材加工学識座か木材採坂学講座にすべき

で,木材採取だけ単独にとり出すのに困るならば,森林工

● ● ● ● ■ a ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◆ ① ●

自分は技術者の横の連絡こそ再興日本の蕊設にj嬢な

ことではなかろうかと痛感する。

5ケ年後否10年,20年街と，巾100米延長5粁に

亘る防波竹林が戒林して，カモ猟場が雀焼の本場に変る
日を期待している。
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（展歌ﾛ営林局）

☆
も

林業技術と木材加工技術

「木材エ業」赫実委員

zF井信二

緊嬬｢木材工業」の編集委員としての抱負とかいうこ

とになると事面倒となるので，ここでは個人の旋淡とし

てお許しを得たい。淡淡とことわったわけは塞遁にあげ

たようなむつかしい琴柄についてとても系統だった明快

な論旨はたてられないし』まだまだ未熟な考え方と思う

ので，思いつくまま勝手なことをいいたいとの我儘から
に他ならない。

さて我国の木材加工技術は第二次大戦終結以来かなり

目覚ましい速度で発展したと思われる。なぜこの進歩が

印象的であるかについては，戦前，戦時中に海外と全く
隔絶されていたのが，急に目を開かせられ，また取り入

れられたために際立って感ぜられること，我国でも戦時

中に木材資源の高度利用に関心がもたれ，近代的生産稜

術の罰l鰊を受けたこと，木材加工製品の経済的重要性が
相対的に高まって来たことなどに対し，これまで多少な
りとも下積的に蓄積されていた諸々の技術の根底が丁度
波に乗ったように表面化して来たことにあるのではない

、

‐

ﾓュ
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一大旋風と9月27日襲来した15号台風による被害対

策にテンヤワンヤの有様です。即ち， 5月の旋風で約

130万石の生立木が損害を受け，これが“も終らぬう

ちに，また， 9月27日，腿の台風15号によって実

に，約3000万石の生立木が，一朝にして見渡す限り，

総舐めの形で将棋倒しを喰ってしまったのであります。

その惨伏たるや，林業史上いまだかってその例を見ない

災害で，その形容は言語に絶するもので，特に北海道，

いな，わが国の宝庫とも言われたうつ蒼たるエゾマツ・

トドマツの一大原生林の美林も，はかない最後？をと

げ，山容一変してしまったのであります。

昭和13年7月，神戸市六甲山の山津浪が起ったとき

（筆者はその時の避難民）その惨状を見た人が，聞いて

想像していた以上に凄いやられかたをしていると言われ

たのを聞いてい蓋すが，このたびの災害もその通りで，

全く凄いの一言につきるのであります。天の威力に唖然

たらざるを得ません。

柴田林野庁長官，石谷業務部長岩野札幌営林局長さ

ん方交の現地視察されたときの慨嘆されて洩らした言葉

を引用すれば（北海道林材新聞より転用）

柴田長官「ああ，山容頓に更まり….」

石谷業務部長「倒れた木を探すより，残った木を探し

た方が早い」

岩野札幌局長(前旭川局長）「僕がこの眼で見ておい

た層雲峡，あの原始林の尊厳さをもった闇雲峡は忽焉と

してこの世から消え去ってしまった」

なお当局の一の倉作業課長さんは現地案内して説明さ

れたなかに，「うつ蒼たる樹海に沈んで見えなかったみ

どり岳や白雲岳があのように，どこからでも見えるよう

になりました」と，災害のいいつくせぬ形容の一斑であ1

ります。

数百年あるいは数千年に周期的に来るのではあるまい

かといわれるこの災害が，丁度今年に当った訳でありま

しょうが， この跡仕末が大変なものです。3000万石と

は実に当局年伐量の数ケ年分に該当する材稜であって，

これが"鯉に大わらわであります。速急に処理Lなけれ

ばなりませんが風倒折木の被害木は言ツチの軸をバラ撞

いたように倒れているので，立木伐採するよりも作業困

難であり危険度も高いのであり,，時期的にも従来冬山事

業として蹟雪上で伐採澱出をやっていましたが，風倒木

は冬期は穣雪下に埋って冬期作業は困難となり，夏山作

業に限定されるのであります。又広範囲にわたり，人力

にも限度がある等いろいろの事情で，一応3ケ年間に処

理する計画を樹てたのであります。

これに関連して風害跡地の更新や明年以後i廷残された

風倒木の害虫駆除予防に万全を期さなければならない上

学か擁営学に含めた方がむしろ良いと考えられる。

第三に現状では少く聖も農林省の林産部門を拡充する

ことが必要である。単なる資源的な見方でなく，もつと

木材工業それ自体が必要とする深い技術的根拠と広い視

野が加わらなければならない。

第四に鐵厭の基礎をつくる研究機関についてである

が，現在の林業試験場木材部･化学部はその内容に於て

立派ではあるけれども，やはり木材工業そのものの裏付

けとなり一層の活躍を期するには，独立の林産試験場で

ある形が望ましい。

以上放談とはいいながら極めて勝手なしかもさしさわ

りの多い言分を述べたてた。非現実的な処が多分にあ

う，また考え方に大きな誤りもあるかも知れない。さら

に紙数の関係から舌足らずでもあらう。このことについ

て諸賢の御教示をいただけるならば幸いこれに過ぐるも

のはない。 ． （日本木材加工技術協会）

￥

無 題

「寒精林」編集長

牧山義郎

約10日間，旅行して帰り机の引出を開けて見ると，

そこに林業技術協会からの封筒が待ち佗ぴた様子をして

姿を現わしました。何かの間違いではなかろうかと何気

なく封を切って読んでみましたら，局編集員に対する投

稿依頼状でありました。何の間違いでもありません。正

真正銘，筆者に当てられた手紙であり童した。筆者の筆

不精は何も書けそうにもありません。一応お断りしたい

気持ちで一杯でした。しかし，松川先生にはこれまで再

三,寒帯林を通じ御迷惑をおかけしていることだし，先

生の御命令とあれば致し方ありません。無理を申上げる

と無理がまた戻って来るのでしょう。

旭ﾉII営林局の近況についてお知らせします｡．

一面

一

賦鱈の惨状

旭川営林局では，ただいま，本年5月10日に起った
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に，山火発生の危険も強く，山火予消防にも一段の工夫

を要するものがあるのであります。また林地荒廃による

治水問題亀話題にあがり，つぎつぎと難問題が起って来

つつあるのであります。 （旭川営林局）

☆

林業雑誌編集のことなど

「北方林業｣,編集長

原田 泰

最近は科学雑誌はもとより，文芸物も思想物も，婦人

雑誌，趣味の雑誌と多趣多様に店頭を飾っている。ひと

頃なにも読物もなかった時代を偲んで誠にありがたいこ

とと思う。

しかも，これらの雑誌は戦後の出版ブームの後をうけ

て比較的健全な歩承をして来たものであるともいえよ

う。戦後専門雑誌も一時多数出版され，北海道でも「寒

地農業」とか「応用気象学」だのと専門的な雑誌も見参

していたが，多くは三号雑誌に終ったようである。

林業按術は戦前からの永い伝統を持つ「こだま」の跡

をうけついだだけに確たる歩象がつづけられていること

は御同慶の到りにたえない｡登載されている原稿も娯楽
を主にしたものや同人雑誌と異り，専門の鋤|『雑誌とし

て親しまれている。

最近は週間ものや文春などのまねをした地方的なチャ

チな編集も少くないが「林業技術」は多くの実務に携わ

っている技術者が対照で，大衆相手の面白おかしい記事

を要求するものでないから，酒談議やマージャン問答な

どは必要がない。バチンゴや議論に目の色をかえる世の

中であっても技術者として技術に頭を突込む日が月に一

度や二度あってもよいと思う。

それで非常に部厚い編集よりも40頁か50頁程度の

読象切りやすいものを登戦していただき度い･一般的に

承て，あまり難解なものは他の専門誌か報告雷に発表し

てもらうこととして，親し象やすい論説や研究もの』大

衆的な専門記事，随想めいたもの一，二編という処がよ

いと思う。かく申すわれわれも，自分等のこととなると

経喪の関係や原稿難から注文通りに行かない，理想はな

かなか実現されない。

われわれのことを申して恐縮であるが，主宰する「北

方林業｣.は林業技術の地方版と思ってその下部組織とも

考えてやっておるので，ちよってふれておきたい。

「北方林業」は昭和17年に北海道林業会報が戦争の

影響で林業会の解散と共に廃刊をよぎなくされてしまっ

た。当時会報だけでも続けて行き度いと反対もし，考え

もしたが，大勢にほ抗し難く，再び刊行される日の一日

も早からんことを願って終刊の辞としておさらばしたの

であった。

戦争は終ったが敗け戦で，各階層も各業界も虚脱の状

態であった。林業界も御多分に洩れず右往左往するの承

で，混乱を極めたことは御承知の通り，雑誌も著書も求

めて得られない状態であった。民間・道・局・試験場な

どにも呼びかけたが，中心となってやって下さる方もな

いままに3カ年を経過してし蓑つた。それで待ち切れず

昭和23年に各営林局・道・試験場の方なに計って北方

林業会をつくり， この団体の会報として月刊｢北方林

業」を刊行することにした。この名称のおこりば，戦時

中倉田吉雄博士が発案されて，研究会を旭川で開催した

ことがあった。そのとき会の名称をわたくしと倉田さｽ，

で北方林業研究会と名づけた。これは南方林業に対して

木材林業は北方林業であるという観点から出た言葉で，

戦前の北海道林業という小さい圏内の構想を破って，北

方圏という織想に立ってであった。敗れてもこの考えに

変りなく，木材林業こそ北方林業の使命であるとの観点

から戦時中であったに拘らず，各方面から多大の好評を

博したこの研究会の名を襲踏して再びこの会名が採用さ
れたのであった。

幸いなことに発刊以来毎月パンクチュアリーに月の初

めには会員の机上に送ることができ』ただの一回も合併

号とが欠号とかをしたこともなく，順調に経過して70

号に達した。

この雑誌も同人雑誌や娯楽雑誌でなく，平明な，だれ

にでもわかりやすい専門雑誌になりたいと努力している

のであって，新聞や週刊の諸雑誌などのように一度読め

ばよいというものの承でなく，興味体位は二の次として

林業に携っている人達，これに興味をもっている人達が

新しい知識と正しい理解に役立てたいと念願している。

あくまで林業の机上の紙友たらしめたく考えている。試

験・研究を中心に’これを多くの人達に知ってもらって

少しでも新しい技術の謬透もはかり度いと願っている。

いわゆる称業改良普及事業の一端を担う，純然たる民間

の団体であって，読者各位がまたその一端を担っている

ことになる。したがって，いままでの原稿もほとんど読

者各位からの投稿であり，それぞれ有益な投稿を得て，

ささやかな編集ではあるが，編集同人の思うままの行き

方をしているわけである。

幸い近頃は部外の人達からも親しまれ，書店でも硬汲

われるようになったことは，いちぢるしく艇業に立ち遅

れている林業の大衆化のために一層精進したいと考えて

いる。 （北方林業会）

〃
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本稿は去る11月24日，森林記念館におい

て催された本会主催の講淡会における林業試験

場林弥栄氏の講演を速記したもので同氏の校閲

を経てここに掲載するものである。

一編集部一

天然分稲主要樹種 の

葉樹第3報にイチイ，トドマツ類，アカエゾマツ’ク官
エゾマツ，ヒメコマツ類，附録としてハイーマツの6種類

を報告しました。

こうした天然分布の研究はドイツ，スイスなどでは多
くの精密な天然分布図が発表されて論ります。その他ア
メリカ，フィンランド，ジャバなどにおきましても産業
面の調査は相当な精密度をもって行われております′日
本では今日までのところスギ，ヒノキ，コウャマキ’モ
ミ，カラマツ，アスナロ，アカエゾマツ，ハイマツなど

の樹種の天然分布は多少の研究が発表されております
が，その他の針葉樹についてはまだあまり研究されてい
ないような溌伏であります。これは今日お話しいたしま
すことの前おきになるわけでありますが，もう少し続け
させていただきたいと思います。

ではこうした天然分布の研究が，林業その他の方面に
どのように役立つものであるかということを少しくお話
ししたいと思い室す。まず第1にば天然更新の可能な地
域，あるいはその程度範囲を知ること，第2番目は気候
や土壌等とにらみ合せて適木を選定し得ると共に各樹種
の分布状態と関連させて植栽適地の基準を規定しうると
いうこと。第3番目に森林資源の培養に当り計画にのる

樹種の賀料として極めて有用なること，第4番目に林学グ

の各方面の研究に当って資料を採集するような場合に少
その資料の所在を直ちに知り得て便利なこと，たとえば
木材利用上の精性質研究の資料採取の際ほことに便益が
あること。第5番目には一般株業樹種以外の樹種につい
ては，どういう効力があるかといいますと，特別の要求
ある場合にも利用されること，たとえばカヤ’ヒメバラ
モミ，ヤツガタケトウ聯待殊な樹種の研究によって樹

木学の進展に寄与することが翔待される｡第6番目には
最近いろいろいわれております育種研究上,種間交雑な
ど行なう場合,類似種の天然分布が判明していると交雑
に供され得る試験木の選定に便利なことなどでありま
す。

司会(松川理蘂長)， 今年ばこういう催しをしばしば持

ちたいと考えていましたが，いろいろな事情で大変お

くれてしまいました。これからも引統いて諸先生方に

お願いして有益な鐙話を伺いたいと思っております。

どうか今後共よろしくお願いいたします。

本日ご識寅願う林33蝶さんはご承知のように目黒の

洞…場で植生研究室の室長をしておられる植生研
究方面の謂進の獅究家であられ，私ども特にお願いい
たしたのでございますが，幸にご溌譜をいただきまし

て，本日ここでご講演いただくことになりました。ま

ことに意義あることと感謝している次第であります。

なおご講演が終りましてから，若干時間をいただき
まして，蜘画「松喰虫の一生」という林野庁蒜藻のご

く新しい映画を特にご好意をもって本日の講演会に提
供していただきました林野庁に厚くお礼を申し上げま
す。

● ● ●

私はただ今ご紹介にあずかりました澗錐試験場造林部

望鯵の林でございます。私は昭和2’年に／今の林野庁
当時の山棚司鍾識課から試験場にまいりまして，主とし

て日本産主要樹種の天然分布というテーマで調査研究を

現在まで縦けているものであります。そして今日までに

日本の主要な針堵欝の天然分布につきましては大体の坂

まとめができまして，昭和26年3月発行のﾎ榛試験場

研鐸告第48号で針葉樹第1報としてモミ．ウラジ1．

モミ，アオモリトドマツ，シラペ， カラマツ， コメツ
ゥ

ガ，ツガ，スギ，コウヤマキ，ヒノキ，サワラのn種

類を発表いたし，昭和27年10月発行の研究報告第55

号で針“第2報としてカヤ，イヌマキ，イラモミ，ヒ

メマツノ､亥，シラネマッハ次，トウヒ，ヤシガタケトウ

ヒ，ヒメパラモミ，ハリモミ，トガサワラ，アカマツ，

チョウセンマツ，クロマッ，クロペ，アスナ画，ヒノキ

アスナ画の16慈瀕を秀浸しました。それから2，3日

前に印刷ができ上ってまいりました研究報告第75号針

＝型

ロ

一
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以上のように単に林学向上に貢献あるの承でなく細直

物学の見地に立ちまして，種をなる方面に応用ができ童

す。たとえば針葉樹の系統,起原などの諸問題の解決に

非常に役立ちます。現在大阪市大におります化石植物研
究者三木茂博士などは化石植物分布と現存の植物の分布
とを照し合せて，種を検討し種食な学問的のことの解決

法をつけていられますが，そういう場合糖しぃ天然分布

がわかっていると非常に役立つとよろこばれておりま

す。それからこういう研究が一応でき上りますと今後分

布範囲が組識的に追加されて分布に対する知識が伸農す
る効果もあると思います。

前置が非常に長くなりましたが，本日の演題でありま

すr主要造林樹種の天然分布」の内容でありますスギ，

ヒノキ，カラマツ，アカマツ，クロマツ5種の天然分布

につきまして順次お話してゑたいと思っております。こ

の潴話します順序はただ重要性のあるものから適宜なら公

べたものであります。スギは久しく日本特産のものであ "
りましたが，近年中華民国でも発見されたといわれてお

ります。天然分布の北限地は青森県西津軽郡矢倉山凱陳章

およそ40･42'でありまして，それより以南奥羽，関東，

中部，近畿，中国，四国の各地方を経て九州地方に及び

天然分布の南限地は鹿児島県屋久島の北緯およそ30.15′

であります。ご承知のように奥羽地方の秋田泉一謡を

れから中部地方の新潟県東部一帯，妙高戸隠や黒部溪谷

の奥,立山などの海抜の高い所に割合多く生じています。 ，

それから福井県の奥地にも比較的多く残存してい蓑す。

近畿地方の三重県南部一帯,京都の芦生大悲山など。中

国地方の鳥取県南部一議島根県南部一帯，広島県北部 』

から山口県北部にかけての一帯に割合多く残っておりま ・

す。それから四国の魚梁瀬地方，九ﾂﾄ馳方の屋久島など

に天然林が比較的多く見られます。本種の垂直分布の

範囲は大体奥羽地方では最低100mから一番商い所で

1,250m, 関東地方には割合天然林は少いのですけれど一
も，信痘の天城山や丹沢の札掛などにはややまとまって L尹

残存しております。そして関東地方では110m位から

1,000m位の間であります。中部地方では低い所でば

20mぐらいから生じ大体1,800m位の高所まであり童

す。近畿地方では海抜面に近い所からユ,550m位， 中

国地方で腱150mから1,500m位，四国では300mか

ら1,400m位まで，九州地方では300mから1,850m

の間であります。天然坐識凹で一番低い所は和歌山県新

宮の浮島にあるものでこれは諏司すれすれの所にあり，

一番高いところは屋久島の1,850mであります。次で

富山県下新川郡内山村，黒部奥の不帰岳の1｣800m，立

山ブナ坂の1,650m,富山県中新川郡白萩村劔岳早月尾

根の1,640m,長野県上水内薊戸隠村鐙度山の1,600m,

新潟県東蒲原謝鰹慧寸飯豊山の1,600mなどでありま

す。何故にこういう標高のことをとやかくいうかといk、

｡
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林 ：主要樹種の天然分布
－

童すと，ご承知かと思いますが獺友の高いブナ林などの
跡地椎幾をする場合に高い所に天然に生じているものの

種子をとって育苗榧蔵して承ると非常に生育がいい。反

対に標高の低い所に生えていたものから穰子をとって育

苗したものは成績が悪い綣果のところが相当多い･それ

ですから垂薦分布を知る必要が生じてくるので，ここに

とり上げてお話しているわけであり室す。一概には云え

ませんが全般的にみて，奥羽地方では海抜およそ300m

から800m，ただし海餡k帯では獺友およそ200mから

500m，関東地方では300mから700m，中部では300m

から1,500m,逓幾地方でば300mから1,000m,中国

地方では500mから1,000m"四国地方では600mか

ら1,100m,九州魂方では400mから1,400m|の間にお

いて最も鍵籠を見る。それでスギは一般にヒノキアスナ

戸，キタゴョウマツ，クロベ，アヵマッ， モミ， ヒノ

キ，サワラ，ツガ，アスナロ，クロマツ，トガサワラな

どの針翼調の或るものやブナ， ミズナラ， イタャカエ

デ，ホオノキ，トチノキ，サワグルミ，クリ，ミヅメな

どの広葵調の或るものと混交しています。南の方へ行き

ますと，カシ類などと漣交していることがありますが，

また純林をなしている所もあります,､それからいわゆる

材業上のオモテスギ，ウラスギですが，オモテスギの学

名はCryptomeriajaponicaD.Don.var.japonica

Henry(1906)であり堂す。ウラスギについては中井博

士力涼都府下の京大芦生演習林の伏条型をなしているス

ギを見まして，これは普通のスギとは違っているという

ことで， 19虹年に櫓肋学研究荊嬬にCryptomeria

japonicaD.Donvar. radicansNakaiの学名を与えら

れ』アシオスギという和名をつけております。このアシ

オスギというの臓基型のスギ全般をいっているのではな

いのですが，日本海側の伏条をなしているスギ全般にこ

の学名をあててもさしつかえないのでばないかと思いま

す。オモテスギの天然分布は岩手県の三陸縮筆から以南

本州，四国，九州の太平洋側に分布し，ウラスギは青森

県以南日本海側に広く分布し，島根県と山口県の県境ま

で分布しています。オモテスギの分布とブナの一種であ

るコハプナFagusundulataの天然分布とほぼ一致して

､､ることは璽味深いことであります。天然分布とｵ鑑分

布というものは寒い方にも暖い方にもいつもずれている

ものであります。北減置におけるスギの1露北限地は岩

見沢市あたりで；ここには現在相当立派な林があり，ま

た札幌にもあります。日高のアポイ山麓にも点公と植栽

されておるのをM琴夏見て来まし敬二。南国の奄美大島，

琉球などにも繼溌されていますが知戻が暖かすぎて成績

はよくありません。簡単でありましたがスギの天然分布

につき蓑してはこの辺でやめておきます。次はヒノキで

あります。

ヒノキは日本の特産のものでありまして，天然分布の

北限地は福島県石城郡永戸村鮨よび赤井村の北緯およそ

37.m'であります。それより以南関東地方，中部地方，

近畿地方，中国地方，四国地方を経て九州地方に及び天

然分布の南限地は鹿児島泉屋久島の北総およそ30･15′

であります｡中部地方の木曾(最も熱､)や飛認方面，
静岡県水篭澳の白倉山，山梨県側の富士山麓青木ケ原な

ど，近畿地方の大台，大峯連峯（七面山など〕高野山な

ど。四国地方の白髪山などに比較的立派な天然林が見ら

れます。それから垂直分布の範囲は奥羽地方では400m

から600m,関藷他方では40m位の低い所から1,600

mぐらいまで，中淵地方では80mから2,200mぐら

い，近畿地方では10mぐらいの低l,､所から1,800mくﾞ

らいまで，四国地方では250mからユ,800mぐらい，

九州地方では300mから1,800mぐらいであります。

天然生育地の最低は私の知る範囲内でば三重某南牟蝿、

有井村有馬松原および和歌山県新宮市大浜の各癖およ

そ10mであり，天然生育地の最高は長野采南安曇郡の

燕岳の渡渉およそ2,200mであります。次で岐阜架恵

那山の頂上海抜およそ2,180m, 3位は岐阜県上宝郡笠

ケ岳2,150mであります。全般的に見まして，奥羽

地方では400mから600m,関東地方では300mから

1,300m，中部地方では400mから1,700m，近銅坊

では300mから1,000m，中国地方では300nlから

1,000m,四国地方では600mから1,400m,九州地方

では400mから1,500mぐらいの間において最も繁生

を見ます。 ヒノキは通常モミ，ツガ，アカマツ， サワ

ラ，アスナロ，クロペ，トウヒ， コウャマキ， ノ、リモ

ミ，トガサワラ，ウラジロモミ，ヒメコマツ，カヤ，シ

ラペ，コメツガ等の針蕊徴や，ブナ，イヌプナ，ミヅナ

ラ，ヒメシャラ，ホオノキ，カエデ類南の方に行くとカ

シ類，シイ撰等と混交しておりますが，．また各所に純林

も見られます。これでヒノキの水平的と蚕薗菖的分布の話

を終りましたが，ヒノキは天然分布地より北の方でも植

栽はしておりますけれども，色,2《な病気などにかかりや

ずく余り生育がよくありません。南の方では一般にかな

り成績がよくあります。これなどは天然分布というもの

が植栽する場合一つのあやすになるという例と思われま

す。つぎはカラマツであります。

カラマツは日本特産の舞針蕊高木で天然分布の北限

地は宮鯲展刈田諏冨岡村の馬ノ神山北緯およそ38.5'で

あります。 この山は有名な蔵王山の続きの山でありま

す。天然分布の南限地は静岡県磐田落跡窪町の山住山及

ひ瀞岡県志メ鋼凍川根村天狗右山の北緯およそ35.8'で

あります。西限地ほ石川県の白山です。どこに多いかと

ー

ｰ
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いいますと関東地方の奥日光一帯，尾瀬ケ原一帯，上州

白根山，奥秩父連峯，中部地方の浅間山，八ケ岳，富士

山，南アルプス連峯，中央アルプス連峯，北アルプス連

峯などで，なかでも奥日光，浅間山，富士山，北アルプ

スの上高地から高瀬ｽ方面などに特に多くあります。垂

直分布の範囲は奥羽地方で大体900mから1,850m,

関東地方で1,3Wmから2,400m,中部地方では1,000
mがら2,800m,天然生育地の最低は福島県頑紹郡野沢

町蕊也の900mで，最高は富士山の2,800mです。こ

れは潅水伏をなしています。全繊杓に見ましてどの位の

海抜範囲内にカラマツの天然林が禦圭しているかといい

ますと，奥羽地方では1,400mから1,800mぐらい，

関東地方では1,400mから1"900mぐらい，中斎膨m方

では1,400mから2,100mぐらいであります。そして

通常カラマツはトウヒ，クロペ，アオモリトドマツ,､シ

ラベ，コメツガ，ウラジ官モミ，キタゴヨウマツ時にア

カマツ等の針葉樹やブナ，シラカンパ，ダケカンパなど

の広葉樹と混交していますが，また所盈の崩穆鋤などに

単純の大d､群落が見られます。高山では嬢生となり丁度

ハイマツのような形をなしています。カラマツのｵ露分

布ですが，これは天然分布のせまい割合に広く，九州か

ら北海萱の采までシ植栽されており震す。また遠くヨー

ロッパ北部まで権競されてい童してよい成績をおさめて

いるということであります。天然分布地域より遠く南に

よった九州の九重山や，中国地方の大山などにもかなり

よい林があります。また奥羽地方の涛手山麓その他北

繊菖の各地にわたって広く椿残されよい成績を収めてい

震す。かようにカラマツは天然分布地より植栽可能な分

布地の方が南北に拡まっている樹種です。こういうこと

が何によっているかということは今後の問題として梼講

して梁たいと思っています。
■

次ぎはアカマツでございます。

本種は日本のぼかに朝鮮，遼東半島，満洲，ウスリー

という方面まで広く分布しておりまして，日本における

天然分布の北限地臓北海首の苫小牧市簿前山麓北緯およ

そ42･40'にあるものだということになっております。

この地のアカマツについては学者によっていろいろ異論

があります。ずなわち*鐸の大先輩であります本多静六

氏や白沢保美氏など多くの人為は天然生であるという意

見を述べておりますが，北海首の事情にくわしい川上滝

弥氏,工鐵歯舜氏などは天然生説を否定しております。

東大の中村蟹太郎氏，土井藤平氏などは天然生はなかっ

たが野坐伏態になってるという意見であります。私は昭

和28年7月に当時苫小牧営林署の経筆張でありまし

た武藤氏の案内で相当くわしく現地を調査することがで

きました。現在クロエゾマツの林の中に点々と大木が見

られます。そして現在総数200本ぐらいであります。

昭和5，6年頃までは400本ぐらいあったそうです。

径級は30cmから60cm,樹高が18mから24mぐら

いあり，比較的よく伸びており菫す。クロエゾマツのほ

かにところどころにカラマツの大木がまじっておりま

す。2，3年前に苫小牧営林署で2本のアカマツを樹幹

析解した結果によると106年生と110年生であり，そ

して附近のクロエゾマツは115～120年生であったとい

いますから，クロエゾマツとアカマツはたいして時代の

違ったものではないと思われます。そしてこのアカマツ

のある附近から少し奥地にぬるま湯の湧くところがあ

り，昔その道しるべに植えたものではないかと云われて

います。ここから余り遠くない白老附近の陣屋あとにも

大木が点灸残っているといいます。それで地元の人々は

最初は栽植されたものに間違いあるまいといっていま

す。私がよく現地を調査観察して承ますと厚少し森林の疎

開したところでは天然下種して，かなりよく伸びたもの

が点生しています。だからはじめは謝直されたものか，

どうかはわかりませんが，環境的には充分にアカマツの

育ちうるところだといえると思い童女。しかし厳密な意

味での天然分布の北限地は青森県下北郡大間町北緯およ

そ41.31′であります。この図は非常に小さなものです

から，アカマツのように広く分布しているもの朧一寸表

わしようがないからこうして赤くぬりつぶしあらわした

わけですが，この赤くぬらないところが大体天然がない

ところなのです。奥羽地方に属する青森県下におき童し

ては東津軽郡の夏泊半島，上訓鹿B(郡内高所を除く)，三

戸郡（郡内高所を除く）などに比較的多く見られるが，

他の西津軽，北津軽，南津軽，東津軽（北部）の各郡下

には少しく産するの承であります。

岩手県下におきましては奥羽山脈，早池峯山集〃五葉

山などの高地を除いては到る所に自生しています。そし

て御堂松，矢種松，東山松などの著名な産地があり萱

す｡宮城県下では奥羽山脈高地を除いて到るところにあ

り，かつては仙台松などの著名な産地がありました。秋

田県下では各郡下に産しましたがスギの方が優勢で』余

り多くありません。山形県下では各郡の高所を除いて到

るところに産し比較的多くあります。同桑南部には白旗

綴などの著名な産地があります。福島県下では各郡共高

地を除いて到るところに多く産し，津島松はその声価が

高くあります。関東地方の各県下では高地を除き到ると

ころに多く産します。しかし東京都下には比較的少くあ

ります。伊豆七島でば大島以外他島には自生していませ

ん。

本州中部に属する各県下では高地を除き（例外はあり

ますが）比較的多く生じ，新潟県下の五十公野松とか長

里
４

《
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モ，リョウブ，ジデ類，アオハダなど混交しています。

最後にクロマツの天然分布のお話をいたします。クロマ

ツほ日本と朝鮮半島の南部とその付属の諸島に分布して

おります。天然分布の北限地は背森某TFIWM大間町大間

崎北緯およそ41.34′であります。アカマツの時で申し

おとしましたが，アカマツでもクロマツでも古い時代か

ら植栽されたものでありますから，果して純然たる天然

のものであるか，人工植栽のものか，或はまた人工林か

ら天然下種したものか，判断することが非常にむずかし

い場合が多いのであります。その点クロマツはアカマツ

よりも一層困難なものであります。さて先に述べました

青森県大間崎以南，下北半島，津軽の各半島沿海地，飛

んで岩手泉宮古市より以南の三陸海岸，青森県上目I鴎K南

部から宮古市の付近まではどうした加減か海岸蓑でアカ

マツが出てしまいまして，クロマツは全然ないのです。

宮城県全沿海地，ただし松島附近はほとんどアカマツで

クロマツはありません。秋田，山形両県沿海地，飛島な

ど，福島県下の沿海地にもづシとあります。関東地方各

県の沿海地,伊豆七島,ただし八丈島のものば植栽だと
いわれています。中部地方各沿海地河川流域など，ただ

し新潟県珠ケ関から新潟市までと佐渡ケ島の東海岸とに

は幟とんど見られません。近畿中国，四国，九州各地

方の沿海地，河川流域，附属島喫などに広く生じ，九州

の南部でば内陸深く叢で分布しています。そして天然

分布の南限地は鹿児島衆士蛎劇七島の宝島北緯およそ

29･0′であります。これより南の奄美大島や琉球の方へ

行きますとリユウキユウマツというク戸マツにやや似た

マツの一種が生じ，クロマツはありません。それからク

ロマツの分布上で面白いことは，茨城県から沿海地のみ

でなく内陸へ天然のものが入ってくることと，奥羽地方

などではみられなかったが，各河川に沿って相当上流ま

でクロマツが分布していること，それにもう一つこれま

では混交広葉樹がほとんど落葉性のものだったのが，常

緑性のものがかなり多くまじってくることなどであり童

す。この傾向は南部に行くにしたがって顕著になってゆ

きます。

次にクロマツの垂直分布のことをお話します。奥羽，

関東両地方では大体海岸線から生じ，およそ300～400m

まで，ただし箱根などでは900m位の高いところまで分

布していますが。中部地方では大体海岸線から生じ,上

部は例外を除き，おおよそ500～600mまで，それから

近畿，中国，四国，九州，各地方では大体海識農から生

じ，上部は例外を除きおおよそ800～900mまでであり

ます。天然生育地の最も低いところは各地方に見られる

緬薗で，所により海抜面以下というようなところもあり
ます。海抜以下というのはクボ地になってずつと瀕薗よ

野祭下浅間山麓の霧上の松などの著名な醇也がありま

す。逓幾，中国両地方に属ﾗｰる各府県-Fには篇趣を除き

到るところに多く，ことに鈩内淡鉛岸に多くあり，そ

のうち山口梁下の滑掻は有名であり霞す。四国地方では

四国山脈などの高弛を除いては到るところに産し，愛謹

県下では狩翻蚤，高知県下では芹ﾉ1I松，大遣掻などの誇

名な塵也があり室す。九州地方では各県下の瀞池，鹿児

島県浦部，種子島，甑島などを除いて到るところに多く

自生します。そして宮崎県下には日向松，鹿児島，宮崎

耐展下にば霧島松などの著名な産地があります。次にア

カマツの垂直分布ですが，奥羽地方ではW渕友およそ5m

位の癖から1"200m,関東地方では海抜およそ2～3m

の繊筆から1，800m,中部地方では2～3mの海岸から

2,290m,近畿地方では2～3nlの鰄筆から1,500m,中

国地方では2～3Inの鰄筆から1,200m,四国地方では

2～3mの海岸から1,200m,九州地方では2～3mの海

岸から1,400mの間であります。九州屋久島では南部

前醤鞭或の承に産し，ここが天然分布の南瞬也で北緯お

よそ30.15′であります。生育地の扇葛は長野騎菊佐久

郡川_上村甲武信岳の擁峯大山の頂上緬友およそ2,290m

にあると思われます。ここでは小群生しています。そし

てここから少し下方の十文字峠附近の海抜およそ2,000

mあたりにはキタゴヨウマツなどとわずかに混交した

群生地があります｡次で富山県下の薬師岳の海嫁およそ

2,100m,岐阜県笠ケ岳の1,850m, 長野県八ケ岳の

.1,850m，群馬県赤城山の1"800mなどであります。概

念的にアカマツ朧低い所に産する樹種だと思いがちです

が，私もこの刷究のため全国各地の山灸を調査して廻

・り，アカマツが意外に高いところまで分布するのに驚い

たような訳であります。全般的にみまして，奥羽地方で

は瀬友およそ100mから500mぐらいまで，関東地方

では癖およそ100mないし200mから1,200mぐら

いまで， 中部地方では鰄友およそ200mく・らいから

1,400mく・らいまで，この地域は平地が高くなってます

から長野県あたりでは1,400mぐらいのところまで立

派な林があります。近畿中国，四国，九州の各地方で

は罐およそ100mないし200mから1,000m位まで

の間におb､てアカマツが-番よく成育しています。アカ

マツはご承知のように純林をなすことも多くありますけ

れども，またいろいろな職権量と混合しているものであり

ます。例えばモミ，クロマツ，スギ（主として植栽）ヒ

ノキ（天然と椎餓)，サワラ（主として植栽)，ツガ，カ

ラマツ，ヒメコマツ，キタゴヨウマツ，ネズミサシなど

の針葉樹やクリ，コナラ，クヌギ，アベマキ，ケヤキ，

ミズナラ，アズキナシ，エゴノキ，ネムノキ．ネヂキ，

サクラ類，カエデ類．ゴンゼツ，ウラジロノキ，アオダ

,ー
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林 ：主要樹種の天然分布

ThunbergiiUyekiといいます。これ嫁外形的にはクロ

マツに近く,葉の解剖学的性質ではアカマツに近いもの

であります。これを色蛾舞計して承叢すと，アカマツ，

クロマツいずれとも違うものとかなりどちらかに近いも

のといろいろあるわけであります。日本各地のアカマツ

とク戸マツの混生する沿海地などに広く見られます。こ

れについて中井博士はdensi-Thunbergiiというものは

潮鮮のアカマツの海錘のものであって薊種ではない。

これは内地の所謂アイグロマツとは全然別種であるとい

われています。一般に林業方面では植木さんがつけられ

たものにあてはめているようです。湛はこのアイグロマ

ツについては未だ深く研究していませんので上記のいず
も

れが正しいか，なんともいえないのが残念です。アイグ

ロマツは材質よく，かつ成長い､いものであるというこ

とが一般にいわれてます。熊本県水俣市産の茂道松,宮

崎某東諸衆郡の穆佐松（殆んど現存しないが）はこのア

イグロマツであるといわれています。大分豊予定の時間を

超過しましたので，これで日本産の主要造林機鍾であり

ますスギ，ヒノキ，カラマツ，アカマツ，ク戸マツ5種

の天然分布のお話は終ります。もっと細かい分布をお知

りになりたい方賦最初に申じ上げましたようにﾎ榛試験

場報告の45号』55号，75号の3冊を見て下さい。

長々とまことにつまらぬ話を御静聴下さいましてあり

がとうござい叢した。

り下ったところに生えたものです。生育地の最も高いと

ころは私の知っている範囲内では鳥取県大山の麦峰豪円
山頂上海抜およそ950mに見られるものであります。

伊豆の天城山などには1,200mぐらいのところもありま

すが，植栽したもののようであります。それからクロマ

ツは通常どんなものと混交しているかといいますとアカ

マツ，ピヤクシン，イヌマキなどの針葉樹や。ナラ，ク

リ，ミズナラ，ケヤキ，カシワ，サクラ類，エノキなど

の落葉広葉樹やタプノキ，スダジイ，コジイ，ヤプツバ

キ， アラカシ， ウバメガシ， ヒメユズリハ， モチノ

キ，ヤマモモ，クスノキ，クロキ， イスノキ， シ戸ダ

モ，ネズミモチなどの常緑広葉樹と混交しています。内

陸に分布する場合は以上の樹種の臆か時にモミ，カヤ，

ツガ，スギ，ヒノキ，クヌギ，アベマキなどと混交する

こともあります。しかし海岸近くの第一線では耐琳をな

すことが多くあります。クロマツは各地方の沿海地に美

林が見られますが，特に著名なものば静岡采沼津市千本

掻原，同清水市三保松原，富士郡田子ノ浦松原など，福

井染敦賀気比ノ松原,高知郡幡多郡東浜松原，福岡県福

岡市生ﾉ松原，名島松原，芥屋掻原，佐賀県虹の松原，

鹿児島日置吹上松原などであります。アカマツとク戸マ

ツとの自然交配雑種にアイグロマツというのがあり藍

す。これは今松山農科大学教授をされております植木博

士が戟鮮産のものにより命名されたもので，学名はアカ

マツとクロマツの両方の種名をとりましてPinusdensi-

嚢
哩

ハハハハハ

〃堂解諦ラリーズ‘‘わかりよいよみやすい
へ

Lダ71 林業用薬剤 農学跡士井上元則著
農林用の薬剤の新しいものが続盈と販売されているが，その性状や用途につい

て詳述し，7大メーカ戸の製品が一目でわかるようになっている。

72 風災恩700万石北海道林務部寺田喜助箸
日本林業はじめての大風害の実状をのべ，これに連鎖する風害，虫菌害，火災，

洪水などの問題を提示し，また造搬と需給の難関を解説している。

定価40円送料2冊まで8円。10冊分予約前金

(送料とも）400円。職場で10人以上まとめて予約

購読されるときば後金で結筋です。技術研究サーク

ルのテキストに好適。

－御注文は日林協へ一
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年も帰らなかったことさえあった。そうした悲I参な境遇

にあったにもかかわらず，彼幟常に明るい希望を持ちつ

づけて来たことは，彼が常に強い信念を持っていたから

であろう。人生は暗黒ではない。人生というものはその

人の心の持ち方一つで，暗くもなり，明るくもなるもの

であろう。彼は常に明るい面を見詰め，最後の彼岸を見

失なわなかったのである。そういう点において彼は人生

航路の勝利者ということができる。

しかし船というものは，単に船長ばかりの腕前による

ものではない。

船員が常に船長を信じ，船長と一心同体でなければ，

波浪を乗り切ることはできない。この点において,彼の

妻ル戸シイは最も高く評価さるべきだと思う。英国生れ

の，つつ室しやかな彼女は，ともすると不羅奔放だと思

われる位一いや実際，普通の常識人は，彼を狂人だと

していたくらいであった－の彼を，常に信頼し，留守

勝の家庭を守り，赤貧の家計を家庭教師をしながら二児

ビクターとジョンを育てて来た点においては，内助の功

をたてた典型的賢婦人の名に恥じない女性である。

オーヂュ祭ンはルーシイがなければオーヂュポンでは

なかったといっても過言でばない。

それはとに角として，アメリカではしかく有名なオー

ヂュポンが日本ではあまり知られていないので，おそま

きながら彼の百年忌を営む積りで，彼の生い立ちや業蹟

を少しでも伝えて，今後のオーヂュポン研究の一助にし

たいと思う。

☆

訂 臓⑪

錘

と

’
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成澤多美也。1．
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俸犬なる鳥類研究家であり，同時に画家であったジョ

ン．ジェームズ．オーヂュボンが逝いてから， 1951年

は丁度百年目であった。

アメリカの5州では，特に彼を記念して，オーヂュポ

ン週間とか，百年祭とかが開かれ，議会でも特にオーヂ

ュポン・デーを催すことに決定したとライフ誌は伝えて

いる。

オーヂュ兼ンとはどんな人であったのであろうか。彼

の誕生についてはアメリカでも長く， 凝澗視されてい

た。ブランス革命で断頭台上に露と消えたルイ16世と

皇妃マリイ・アン'､アネッ'､との間にできたドーブィ

ン，つまりれっきとしたプルポン王朝の皇太子であった

といわれている。そのドーフィンがオーヂニ兼ン家のほ

とんど同年輩の子供とすりかえられて生き長らえた仮の

姿であるというのである。そのことについてはオーヂュ

ポン.自身もそう信じていたらしく，話の序には，そうし

たことをほのめかし，妻のルーシイにも何回かそうした

ことを語ったりじたために，世人もひそかにそれを信ず

る人が多かった。

撰農それば，彼の父キャプテン・オーヂュポンと，サ

ント．ドミンゴの混血児との間にできた子供であると断

定されたが，まだ信じ切れない人が多い。とに角生れそ

のものから謎の人であったのと，野鳥の研究のために

ば,彼のあらゆる生活を鶴性にして,‘‘アメリカの鳥類'，

その他不朽の名作が刊行されるに及んで，彼の名もまた

強い光荘を曳くに至ったのである。ことに当鴎叡眼鏡も

なく，乗物といっても，ようやく汽譜がミシシッピイ河

を上下するようになり出した当時の旅行は,今にして象
れば，比蜘勺狭い範囲と思われるかも知れないが，決し

て容易なものではなかった。加うるに彼の手を出した事

業は一つとして成功したもの朧なく，常に貧窮のどん底

にたたき落されて妻子を人の家にあずけたまま2年も3

r亀

1オ寺ヂュボン誕生の謎

オーヂュボンはいつどこで生れたか？

これは，人の事蹟を語る畦だれしも知りたがるとこ

ろである。ところが，これが長い間，深い疑問の霧の中

に包簑れて来たのである。一応，フランシス・ホパ声ト

・ヘリツク教授によって，1785年4月22日，今イスパニ

オラとして知られているハイチ島で，サント・ドミンゴ

の混血児，マドモアゼル・ラピンを母とし，フランス系

のホーペイト．オーヂュポンを父として生れたというこ

とになっているが，これすらも，その児澱果して，今わ

れわれがジョン．ジエムズ．オーヂユ誤ンとして尊敬し

ているその人であるかどうかということになると′蓑だ

釈然としないものが多い。

試承にエンサイク芦ペヂア・プリタニカを開いて染る

と，生れた年は1781年になっている。前者とは4年の

距りである。

またマクミラン会社から1937年発行されたオクタポ

版の“生の傑作“アメリガの鳥類，，の縮刷版の序言に

は，1785年4月26日となっている。年月は同じとし

ても，ヘリック教授の調査と4日も違っているではない

《
『

新潟泉加茂農林高等学校
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成沢: J.J.オーヂユポンのことども (1)

り住んだルイスピールやシッピング隼一卜のブランス移

民地で，その信念を固めるに充分な機会があったのであ

ろう。

オーヂュボンがフランスの皇儲だということはありそ

うなことだとするともう一つ別な解釈がある。それはな

ぜキャプテン・オーヂュポン（普通父をそう呼びならわ

しているので，以下これに従うことにする）が，彼の誕

生について，かくも用心深く口止めしたので髄ろうかと

いう点である。海員生活をして，異郷の空にふとでき心

で女ができ，その間に子供が生れたとしても，そう大し

て恥かしがる程のこともないし，蕊落であったという彼

が，その事を口止めするのも解せないことだというので

ある。

時はあたかもフランス革命のさ中であった。専制政治

の鱈筈に堪え兼ねて，民衆が自由と平等を求めて激発し

た革命であると史家はいうが，その革命史を読むなら，

だれしもそれは，淵濤謹嚴需におびえ，自分の影に驚いて

恐怖のどん底に落ち，その影を消そう芝狂気のように騒

ぎまわったに過ぎないこの革命，カーライルの言に従え

ば，憤怒，饅餓,超自然的猜疑をもってこの罎なパリ

は叫.びわめいていたのである。かくて1793年1月21日

ルイ16世は38才にしてギ戸チンの餌食となり，同じ、

年の10月16日には，まだ中老にも達せずして，打ち

続く焦燥と恐姉のため半白になったといわれるマリー・

アントアネットも同じ断頭台上の露と消えてしまったの

である。

しかし， 皇儲や王女は果してどうなったのであろう

か。

この革命の怒瀞に呑まれてしまったのか，あやうくも

命びるいをして，どこへか亡命したのか，あるいは当時

の噂のように神がくしにあったのであろうか。この事に

ついては史家も明らかにしていない。 15才にして天折

したらしいという史家もあるが，それすら確たる証掴ま

ない。

ここにある珍らしい一致点がある。･ドーフィシの亡命

について，どの説も，彼の真先に行った地点がラ・ベン

デールであることである。しかもここはキャプテン・オ

ーヂニポンの生れたところでオーヂニポンが少年時代を

過したところである。

もののけにおびえた民衆，理性を失なった暴民が，こ

の幼い皇儲を追求するかも知れない懸念は，当時の王党

派の人灸に等しく懐かれたことであろう。皇儲と同年輩

の子供とすりかえたらということ，そしてまたそうした

ことをしたかも知れないという推測はだれの胸にも浮ぶ

のである。

この推測に更に都合のよいことは，その土地が王党派

か。

また，生れた場所もハイチ島であったり，母の生地サ

ント・ドミンゴであったり，オーズ・カイヨ声，あるい

はルイジアナのマリグニー農園等といわれていずれを採

るべきかに迷わされる。もっともこの最後のものについ

ては長い間マリグニーの謎とされていたものであるが，

色盈調査した繕果，その当時マリグニー農園はなかった

ということで解決している。

なぜこうした重大なことが，はっきりしないのであろ

うか。

フランス革命当時オーヂュ筆ン家の戸畷にオーヂニポ

ン（当時はラ・フォレーと呼んでいた）とその妹のムギ

ューが登録されたのであるが， この妹の母の名前ほブ

ル，ネームで書かれたにかかわらずオーヂュ･ボンの母の

名前は省かれていた。

そして，彼ば決して生れた日，自分の年令をいわなか

った。これが今もって解決しない重大な点であったので

ある。

「私の其の名前は明かすことができないことになって

いる」と洩らしていたこと，重た「オーヂュ諾ンと自分

との一致は，そうしなければならない理由があるのだ」

とも，彼の生れや幼時の事柄を公表しないという醤を，

父オーヂニボ･ンから強いられており，晩年「私の誕生の

画潅な日は私にとってもまだ謎である」といっていたこ

となどが，この混とんの原因の一つになっているのであ

る。後年嵐の中で沈承かけているオハヨー河上の古い舟

の名を指して「あの舟の名は，私の名前によく似てい

る｡あの名前は影坊子のようなものだ」と洩らした"彼'，

の実体は果して何であろう。

しかも，彼がこうした謎のような言葉を投げた裏にル

イ16世の皇太子ドーフインであることをほのめかして

いたので，彼の果した鳥類の業蹟と共に人盈の興味をい

やが上にもそそったのである。

二人の間には年令から推してもわずかに数週間の隔り

しかない， 日本流にいうならば同い年であったのであ

る。ドーフインであることについては，妻のルーシイ

に，それを打ち明かし，ル戸シイもずっとそれを信じて

いたらしい事実がある。

彼の妻ルーシイは軽だしく物を信じない，常識の非常

に莞垂した強い血管をもっていた。その彼の女が，息子

のジョンの死際に間にあわなかったのであるが，概頚で

不用意にも「息子や，お前の父の生涯の税密を知らずに

死んでし霞つたということは何という悲しいことであろ

う」と嘆いたが，周囲に人②いることに気付いて大急ぎ

で言葉を濁したということがつたえられていぁ。それが

皇儲であるという動かし難い事実については彼の女が移

二
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成沢: J.J.オーヂニボンのことども (1)

『

の感情の惚凝Mなところであった。しかもキャプテン・オ

ーヂュポンは，両陣営に結びついていたので，ドーフィ

ンを隠すのに都合がよかったとも考えられるのである。

ここでヘリック氏がキャプテン・オーヂュポンが残し

た，あまり重要でもなさそうな古文書から，混血児ラピ

ンとの間に男児と女児とがあったことをつきとめ，その

男児が実はオーヂュボンだとする断定は皇儲説を唱える

人造を納得させないのである。なぜなら， その二最供達
が4才の時，キャプテン・オーヂュポンに連れられ，フ

ランスに渡って来たことは事実としても，それから以後

はオーヂュポンの記憶は全く空白になっているからであ

る。

いったい，人間の記憶というものは，普通人で，3才

煮で測ることができるといわれているにかかわらず，彼

オーヂニポンは9才以前の誠意はないのである。「承の

誠意は．私をナントの町の中央に置いた」といっている

がjこれば，彼の9才の時である。あれ識青級な絵を画

き，頭潅な記憶や判断力を持っていたオーヂュポンとし

ては，この言帥菌なるものがはなはだしく職誉なことなの

である。

かくて，キャプテン・オーヂニ宗ンが固く口止めした

のも，追手を逃れる手毅であったとする解沢を，証拠が

ないからというだけでむげに没却できなく･なる。

更に彼をどこまでもドーフィンだと主張する人盈に都

合のよいことは彼の容貌や性格があまりにもドーフィン

に酷似しているのである。

キャプテン・オーヂュポンは，漁師の息子で，鰭ら顔

で，鼻ほ安座をかき，目はツボ目で，頭が不柘好であっ

た。威容をつけるたあにカツラをかぶっていたが，その

カツラが溶貌とひき較べて不似合であり，それに丈は低

く，横ぶりのする歩き方をする点など，一言にしていえ

ば，いたって風采の上がらない人であった。オーヂュポ

ンとの共通点はどちらも情禦塚で，頑健であったという

ところだけである。

ドーフィンは，額が広く，鼻も高く，血色は皇后のそ

れを享け，眉も母と同じく弧状で，笑くぼがあり，それ

に耳聰く，脊もすらりと高く，いたって濱潰な容貌皇錘

であった。これらのすべてがオーヂュポンのそれらと符

合していた。ただドーブィンの眼は青かったといわれて

いるが，似ていないとすれば， この眼の色だけであっ

た。また後年オーヂュ兼ンの描いた次男のジョンの肖像

画はドーフィンそっくりであり，長男のビクターも高貴

な属職を具えていた。キャプテン・オーヂュボンの餐貌

が以上のように子にも孫にも，微塵も遺伝していないの

が不思議とされている。

ドーフィンの祖鎮は陽気な方であFつたと，母アントア

ネットが，いっていたそうであるが，それと符諜が一致

’するように，オーヂュボンは熱傭家で，わがままで，勇

敢で，昂奮するた､らであった。

狩猟に対してオ亭ヂュポンは異状な趣味と腕をもって

いたが，この性質ほルイ14世や16世の趣味に通ずる

ものがあった。

オーヂュポンの手細工の器用さについても面白い符合

がある。ルイ16世が一国の帝王にも似ず，銭作りに特

別な趣味をもち，ウェルサイユ宮殿の中に，鍛冶工場を

作り，鍜治屋ガマンを，師匠としていたという。むしろ

不思議ともいうべき趣味をもっていた。オーヂュポンが．

ドーフィンだとすると，彼が手先が器用であったのも，

このルイ16世の影響をうけたことであろうと。

トゥイルリイのドーフィンの部屋には鳥篭が常にかけ

てあったといわれる。後年オーヂニポンの鳥に対する異

状な関心はそこから出たのだと。

オーヂニポンは当時浪隻派華かな時代に生れながら，

彼の絵は，その香りをつたえていないが，その絵心は，

王宮を飾るために，当時の有名な画人によって描かれた

花鳥の絵から大きな影響を受けたのでないかと。

ルイ16世は，若い頃から地理学が好きで，全フラン

スを旅行して，フランスを地理学的，地誌学的に研究し

て承たいということを常に側近に洩らしていた。その血

筋をドーフィン・才,一ヂュポンがひいて，彼は終世席の

温まることもなく，旅から旅へ自由奔放に飛び歩いたの

であろう。等を｡

このように彼オーヂュポンをドーフィンにしたい人達

にとっては，誠に都合のよい一致点を限りなく発見でき

るのであった。しかも歴史の何頁かが，めくられてしま

った。生きていた時でさえ，ひたがくしにしていただけ

に，今となっては，信葱するに足りる証拠の一片すらな

いのである。

あの遡旙Lの中で庶民の子供と皇儲をすりがえることぐ

らい，易々たることであったろうし，従ってヘリ．ツク氏

の実証と，これに反対する説とは甲論乙駁といった形で・ 〆

いつまでも続くことであろう。そしていつまでも未解洗

のままにますます人なの好奇心を昂じさせ，愛せられる

のがオーヂニ筆ンである。

また，混血児を母に漁師の息子を父にしたというよ

り，プルボン王刺の血を享けていたという方が，彼の後

世の業疏が大きいだけに，よりロマンチックであり，茸

美な夢を描く多くの人の感情を満足さ巷ることであろ

う。

事実はいくら長くとも限りがある。しかし人の想像は

無限である。 オーヂュボンの9才前の秘められた事実

ほ，かくてこの後といえども華やかに脚色され展開され
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一

20才頃キャフ・テン・オーヂュポンと妻の署名入りの

ある公文書にジェーン・ラピンとされたことがある。こ

の点とマドモアゼル・ラピンと希ヤプテン・オーヂユポ

ンとの間に，1人の息子があったということを結びつけ

て，ヘリック溌受は，オ．－ヂュボンは，世間で騒ぐよう

にドF-フインではないとしているのである。

るにちがいない。

2オーヂユボンの名前

私はしばらく，人為の想像の艀に乗らずに，ヘリック

教授によって確証された比較的しっかりした軌道に添っ

て，筆を進めようと思う。

オーヂュポンの名前はどういう理由からか，随分変え

られた。

4才の時フランスに連れて采られた時は′ブォジーレ

という名前であった。彼より2才下の妹はムギニーと呼

ばれていた。前者は羊歯，後者は谷間の百合の意味であ

る。おそらくキャプテン・オーヂュポンが，彼等兄妹の

生地を回想するよすがにもと思ってつけたものであろ

う。

しばらくしてブォジーレは，ラ・ブォレーと改められ

た。森林という意味である。羊歯にしても，森林にし

ても，当時から彼の後世を暗示しているかのようであっ

た。

このラ・ブオレーの名前は，家庭では，ずつとそう呼

ばれていたらしく，ことに妻のルーシイは終世この名を

用いていたといわれる。

このフォレ賎-はやがてジェーンと改称された。

1794年3月7日初めて彼はオーヂユポン家に正式に

入籍され，その時の公戎鍔にはジェーン・ジャスキユ

ー．オ戸ヂニポンとされた。この日付が，彼としては初

めて公式に世にデピゥした日であった。オーヂュポンは

この名を更に長くしてジェーン・ジャスキュー・う．ブ

ォレー．オーヂュポンとし，しばらくはこれを用いたこ

とがある。

彼はこの名前で渡米したのであるが′彼が19才の

時，管理人のダコスタの問題やルーシイとの溌婚につい

て，父に意見を聞くためにフランスに帰えって来た。

その項はラランスはナポレオンに統一され，国内の秩

序がそなわると共に，彼の野望であった世界制覇をめざ

して著点歩を固めていた時代で，青年達ば騨易という大

きな魔の祭壇に毎日のように吸い込まれて行った。

キャプテン．オーヂュボンは，彼の伴もまたその鶴性

にあわないでも.ないという不安があったので，つ､､に意

を決してアメリカに帰えすことになった。この時彼の相

譲悶手として，新しく契約されたフェルヂナンド・やジ

ヤ青年と2人，戦雲急を告げる欧州をあとにしてフラン

スを去ったのであった。この時旅鍔に書かれた彼の名前

は英国流にジョン・ジェームズ・オーヂニボンと変えら

れ，生れもニュー．オルレアンとされていた。この名前

が今我盈に親しまれているオーヂュボンのフル・ネーム

である。

彼をめぐる人々

1本の巨大な樹ができるには，決して忽然として降っ

て湧くものではない。その大木はその環寛を形造ってい

る気候と土竪と生物の綣即であるともいえる。その各々

の因子が光と水と栄蕊分を補給し，相互の競合や扶助に

あって甫めて壮大な職鯉を造るのである。

オーヂュポンを知ろうとするとき，われわれば先ず，

彼を育て上げたこれらの因子である人食について知らね

ばならない。それは童わりくどいことかも知れないが，

波鰯に富んだ彼の生b,立ちには不可次のものである｡．

Ｆ
』
卜

3 フランスにおける家庭

キャプテン・オーヂュボンはフランスのラ・ベンデー

の貧しい漁師の息子で12人兄弟であった。12才頃ま

で諸国を流浪して苦労を重ねた人であった。早くから船

員生活をし，後に船長にもなったが，一方事業家でもあ

った。遠くサン1，．ドミンゴに航海して，絹，織物，酒

その他高価な品物をその地の富裕な農園主に売り，帰路

には砂糖を母国に輸入していた。幾度か海賊に襲われた

が，1回もつかまったことはなかった。

アメリカの独立戦争が起きたときは，アメリカに左祖

していたが，英国の私奪船にとらわれて紐育に没獄され

た。革命のすむ前は釈放され，間もなくド・グラッセの

率いるフランス罐隊に身を投じ，軽快な駆逐艦を指揮す

るに至った。かくてアメリカ軍に絶大な貢献をして，平

和宣言までアメリカに留まっていた。のちカリピアン海

の遠い島で取引をするようになり，そこで農園を経営し

た。彼はその外サント・ドミンゴ，ルイジアナ・ミル・

グローブあるいは生地のフランスにも広大な土地を持っ

て，富有な生活をした人であった。

彼が2児をともなってロアール河畔のナントの町に住

んでからしばらくして，後妻をもらったが，この婦人侭

非常にやさしい人で後に女児を産んだが，オーヂュポン

少年に対しては実子同議にして育てた。少年が初めて覚

えた‘輝性''は彼女であった。

冬季家族はナントに住皐，夏暑くなるとラ・ジェルペ

チーレの美しい田舎に移り住んだ。

キャプテン・オーヂュポンは海員だけに，家を留守に

することが多かったが』帰えって来る産に，息子の無軌

、
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やんごとなきお方の血を曳いていると思っていたので，

自慢の種でさえあったが，オーヂュポンが常にフリュー

トやバイオリンを弄んでいるのがフイッシャー氏の気に

入らないことになり，苦り切った顔で,彼の趨朱に干渉

するようになった。

オーヂニ鑑ンにして糸れぱ，父の雇人の癖にという気

が手伝ったりして，二人の間には越え難い溝ができるよ

うになった。費府のずっと奥ミル・グローブにはウイリ

アム・トーマス夫妻が忠実に農園の小作をしていた。彼

はそこへ行くと言い出した。行かれてしまっては主人に

対して面目を失するのでフイッシャー氏は彼のミル・グ

ローブ行を拒んだが，彼はどうにも居堪らなかった。

卜戸マス老夫婦も矢張りクエーカ戸教徒であったが，

決してフイッシャー氏のような分らず屋ではなく，気立

もよく，また御主人のお坊ちやまだというので親身も及

ばぬ程にしてくれた。

彼はその住承心地のよい農園に早く来ればよかったと

思った。そして彼は初めてこの新大陸の自然をまざまざ

と見直した。それは人間の手によって歪められたフラン

スの自然とは凡そ趣を異にした素朴さがあふれていた。

けがされない森林に行くと，松やヘムロツクが巨大な

樹冠をくり拡げ，原始のままの威厳をそなえていた。

彼の最も愛する烏は，これまた旧大陸とは全く別趣な

ものがあった。そして1,-マス老人は，それらの鳥につ

いての俗名をよく知っていたので，彼の調査には誠に好

都合であった。屋根裏には彼がフランスに居た時よりも

もつと立派な博物標本室ができた。

トーマス老人はオーヂュポン少年の好みにかなった料

理をしてくれた。彼は森に行って泥だらけになって，冬

中燃やしても充分な位の薪を採って来た。懐炉にあたり

ながら3人は水入らずの楽しい生活をすることができ

た。

震た彼は近所のだれとでも直ぐ友人になれた｡,人をも

気前のよい，立派な服装をした彼を尊敬してくれた。

彼には他人からの制肘や歪んだ枠を押しつけられるこ

とは堪え難いことであった。といっても無為徒食をして

いるのではなかった。何かしら世俗の尺度で律しられな

い性絡を持ち何ものかに向って絶えず努力していたの

だ。彼はどんな場合でもそっとしておいてもらいたかっ

たのだ。そうした意味でトーマス家は彼の良き温床で

あった。

5ルーシイ及び家庭

彼が後日妻としたルーシイはウイリアム・ぺ戸クウェ

ル氏の長女であった。丁函皮が，ブイツシャー家を去っ

てミル・グローブの農園に居を移し，そこでトーマス夫

道な蒐集癖に心を悩ましていた。少くとも彼と同鱗毎員

にするか，あるいば技術者にしたいのが，父としての願

いであった6

彼懇14才になったとき，ロッシプォールにある海軍
兵学校に入れたのもそのためであったが，そこで課せら

れる用器画，数学，物理等は，オーヂュポンが最も厭っ

た学課で，ある日教師のすきを見て，教室を抜け出し，

自由な青空学校に走ろうとしたが運悪くも，看守につか

まり引き戻されてしまった。たしなめられてはみたもの

の矢張りどうしても，兵学校の課程に我慢ができなかっ

た。キャフ・テン・オーヂュ叢ンもこのまま，この学校に

押し込逸ておいては，将来，世界中で最も劣等な船員に

なるに違いないと思ったので兵学校の学業を中途でやめ

させることにした。

彼は自分の伜の未来に対する舵を誤らなかった。それ

程誕大であったとも，自分の子を見るの明があったとも
いえる.のである。数学や用器画のきらいな伜に，剥製の

鳥を買って来てやったり， パリ戸の絵画学校に入れた

り，とに角将来の生活を維持するとは思われない非実利

的な鳥の追求や，絵に対する趣味を許容す-るようになっ

た。あ蓑やかして育てたのではなく個性を尊んだのであ

る。

まだ10才台のオーヂュボンをアメリカの農園にやっ

たのも，おそらく自分亡きあと，農業収入で立派に生活

できるようにとの深い思いやりからのことであろう。ナ

ポレオンの徴兵が急を告げた時,､逸早くアメリカに出発

させたのも，伜の幸信のためであった。

一見投げやりと見える程寛大であったが，しかし〆コ

ンタの問題や，ルーシイとの結婚問題については細心の

注意を執っており，伜の言い分を充分聞き，そして理解

のある判断を下してやった。遠く異郷に離れていても，

斯うした問題を父の許に相談に来る程オーヂニボンは父

を信じていたのである。

父の慈愛と，継母の愛情との中に，この不遜奔放な少

年は少しもひねくれずに，のびのびと育って行った。

一稗の麦といえども， 愛情なくして育つものではな

い。麦の力をよく見，そして見って，歪めることなく，

伸ばし，肥培管理されて初めて麦は実るのである。

4 ミル・グローブの人々

パーキヲメン河のほとりにミル・グローブという農園

があった。これもキャプテン・オーヂテボンの所有地の

一であった。この農園の管理者はクエーカー教徒のフイ

ッシャー家でフィラデルフィヤに住んでいた。

このブィッシャー家は地主謙の孑逼を迎えて，一蹴ま

下へも置かない待遇をしていた。ことにこの少年がさる

垂
グ

－
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妻の温い待遇を受け，青空学校に自由の翼を伸ばしてい

た時，隣のプァットランド・プォ戸ドに豪壮な邸宅がで

き，そこへ移り住んだのがベークウェル家であった。

トーマス夫人から，その人達が英国系であると聞いた

時，彼は永年父が，海の生活で，英国の私奪船や湖俄に

苦しめられたことを聞いていたので，英国人といえば’

父の敵でもあり，自分の敵でもあるように思いこんでい

た。だから英国系だというベークウェル家の話を聞くこ

とをよろこばなかった。

時たま，彼が森隊に狩に行ったとき，ペークウェル氏

と偶然落ちあうことになり，しかも教養もあり，寛溶そ

うに見えるこの紳士が彼を愛し，彼も好ましく思ったり

したのが縁で，はじめ嫌っていたペークウェル家に田入

りするようになった。ノと＝シイを初めて見たのは丁度父

の留守の時であった。それが両人の初恋になり，ル戸シ

イはフランス訓の強いオーヂニポンに英語を教え，彼侭

フランス語や絵を手ほどきするようになった。

彼がペークウェル氏にルーーシイと線婚したいと申し込

んだ時は19才，ルーーシイほユ7才であった。

ペークウェル氏もこの派手好みで，快活で，こだわり

のない高貴な容貌の彼を好んではいたが，白面の青年が

どうして娘を養ってゆけるか，狩猟や絵画は紳士の嗜翠

としてはいいが，ただそれだけに専念して，他に何の職

業も身につけていない彼に，可愛い娘の-生を托すだけ

の勇気はなかった。

丁度その頃家庭教師であり，鉱山の経営の世話人とし

てやって来ていたダコストと，彼との折合が悪くなり，

1804年，彼はフランスの父のもとに帰えつた。そして

父にルーシイとの関係を話し， 盤うやく父の同意を得
て；1806年帰米した。

彼は父の許しを得たことを話し，ペークウェル氏に彼

の娘との瀧婚をゆるしてくれるように再び頼んだ。

その震ペークウェル氏は再婚していたが，その継母

は，この結婚に反対であった。しかしルーシイはその反

対を押し切って，人生のサイコロを振ることにしてい

た。ベークウェル氏は，前途に暗い雲があるような気が

しないでもなかったが，二人の蝋鯏な気持には抗すべく

もなく，遂に瀧鱈凝用全部を出してやって二人を-緒に
してやった。

ユ808年4月5日オーヂニポンは23才， ルーシイは

21才であった。

二人は雑婚の翌日，人生の最初の振り出しをするため
に，かねてオーヂュポンが小売店を開業していたオハヨ

ー河畔のルイスピールに田発した。

ピツツバークまで250哩の粗い道を，乗合馬車でゆら

れ，ある時は河舟に乗り，途中幾度か青空の下で野宿も

した。既にこのこと自体が，これから二人の間に起きる

困窮の生活の縮図承たいなものであった。

翌1809年6月12日二人の間に長男漆生れた。ビク

ター・ギブォード・オーヂュ蓋ンと名づけた。 、

1812年の秋ヘンダースンに移った。ヘン凌一スンで

は3～4年間儲かったので搬鐸の暮しも相当立派になっ

た。次男のジョン・ウッドハウス・オーヂユ承ンが生れ

たのもその頃であった。女の子が2人生れたが滝ﾂﾃして

し蓑つたのでルーシイの函背は自然2人の男の子に注が

れた。

彼女の運命は，決して華やかなものではなかった。オ

ーヂュポンの小売商店や，製材鐸どの事業にしても2

失敗の連続であった。ことにヘン溌一スンでの製材，製

粉事業の失敗から彼ほ翻訳されてしまい，漉藍の宣告で

ようやく釈放されたが，その暗い赤貧の家計を彼女ばラ

シキン家の家庭教師をしながら，何とかやり繰りしてい

た。獄から出て来たオーヂュ祭ンはすっかりつきのめさ

れたようになり，この時だけはさすがの彼も小鳥のこと

は考えたくなかったと述懐した程萎れかえっていたが，

ルーシイだけはあくまでも彼を信じ，励ましていた。

オーヂュポンの生活は， 常に一ケ所に留まらなかっ

た。小鳥を追って，森林に沼沢に，原野に，席の温まる

日とてなかった。ルーシイと子供達はいつも留守をまも

らねばならなかった．そればかりでなく仕送りも途絶え

勝であった。

オーヂュポンが，彼の名著‘‘アメリカの鳥類''の出版

をしようと決心したのは1820年頃であった。この計画

を打ち明けたとき，心から讃意を表し励ましてくれたの

は彼女だけであった。

ルーシイはその後ベイユー・サラ河のほとりにあるピ

戸チ・ウッド（グローヴともいわれた）のパーレイ夫人

の世話を受け，夫人の肝煎りで，附近の富有な農場主の

子弟を集めて第二の私塾を開くことになった。

ユ826年5月オーヂユボンは，彼の作品を世に問う可

く渡英した。3年間の滞英を余儀なくされたが，1829年

帰米した彼は仕事が多忙をきわめてルーシイに遇鬼なか

った。然しいつも手紙を出し，ことに第2回の渡英には

是非ルーシイを連れて行きたい旨を申し送っていた。私

塾の収入も相当あり，生活が安定していたためか，ある

いは夫の前途にようやく深い不安を感じたのか，色食な

口実をもうけて腰を上げなかった。このためにある著者

は,彼女は"単癒る婦徳や，ロマンスの具体化したもの
･ではなく，むしろ頑固で鈍感である，’と酷評する人もあ

るが，女である限り，冒険はしたくないのが人情であろ
う。

当時ビクターもジョンもニコラス・パーツォードの事

一
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成沢: J .J.オーヂニポンのことども (1)

務所で働いていたので， オーヂュポンは子供達に遇

い，再び汽船でピーチウッドに急いだ。彼の気詩は‘‘汝

と明日を思うこと釦なるものがある。今後永久にお前を

幸福にしてやりたい''のであった。叉‘‘老人になればな

る程私は，お前の価値を知るようになり，又それだけ

詣前と一緒に暮したい”のであった。ようやく晩年に近
、

づいたオーヂュポンとしては，留守勝であった過去を一

挙に鏡回したいのであった。

彼が望んでいた‘‘幸福なる晩年''が来るのかどうか，

それは彼女としても，予測ができなかった。しかし再庭

人生のサイコ戸を振る稜りで，家轌教師としての独立の

生潅を溝算して，彼と共に英国へゆくことにした。

当時彼は非常に多忙をきわめていた。謹維な出版の手

続，自然観察の証澤，これらの仕藝については，彼女は

助手としてどうしても必要な存在であった。彼の出版が

具捧化すると共に，彼女の非実用的な決心は，夷藻は実

用的な決心でさえあったのである。その街こ於ける夫婦

生活は，彼が探険旅行に出かける以外はほとんど行動を

共にする様になった。

‘‘ただ一つ誠の幸福とは，良き線婚のことである'，と

彼が洩らした言葉はルーシイを如何に愛していたかが判

る。叉ルーシイも‘‘私が若しやきもち焼きの女であった

らﾒ変だったでしょう。仮職なら無数の小鳥という恋が

たきがあるんですもの'，と友人に話した事がある。裏を

いえば，ォ戸ヂュ蓋ンの｛f雲について真からの理解をも

っていだのである。

彼憾晩年“アメリカの鳥類，，の縮刷版を出して，相当

な収入を得た折，紐育の参､一レム村から種重からぬ所に

30エーカー程の土地を買い求め， これをミニーズ・ラ

ンドと名づけた。これは彼がかつてエヂンパラに居た時

覚えたスコゾトランド語で“お母アちゃん'’という児語

である。ルーーシイを愛するの余りつけた名前である。

ジョンもビクターも父のすすめで幼時から絵も習得し

ていた。 しかもジョンは相当な股揃で，1837年頃の経

潜恐朧で，一家の生活が苦しくなった時も，父を助けて

肖像画をかいて，鬚汁を助げていた。ビクタ戸も肖像画

家として恵まれた天分をもっていた。

オーヂニ蓋ンが礎年フロリダの深鳥旅行にでかけた時

チヤールストンで知り合った牧師で生物学誉であった有

名なバッハマンとば無二の窺友になったのであるが，ビ

クターとジョンはバッハマンの娘エリザとマリアと維婚

し，15年以上この家族は相偽り，相扶け， 日本瀞こい

えば，全くの水入らずの家族生活をしていた。

晩年書き出し，彼が死んでから出版された‘‘北アメリ

カ産胎生四足獣類，'は，彼が76図版，ジョンとビクタ

ーば74図版，解説は全部バッハマンによってでき上っ

たもので，このことは彼が．‘アメリカの鳥類'，の出版に

専念していた時‘‘夫，妻，子供から成る協力会社のよう

な形で働きたい，，という念願が実現したものである。

彼の周囲には次第に孫達が数多くなった。彼はよく古

いフランスの歌をうたい，フリュー1､を吹いた。夜にな

るとビクターの妻は，彼のためにスペインの歌を唱って

やった。

前半生全く混迷の嵐の中を木の葉のようにもまれて来

た彼の家庭という船が斯くて平和な落ち付きを見せるよ

うになったのも，一つには船員としてのルーーシイのよき

協力があったればこそであった。

良き結婚ば，良き家庭を作り，遂には明るい人生の彼

岸に達-3-るものである。

－暫暫響轡曹晋＝
LQ

(39頁よりつづく）

註七○ヤマメすなわちマスが雌唯とも陸封されて鍵息

する例として註この後段で利根川の支流阿能川のシ戸ヤ
マメを挙げたのであるが，大島正満博士ほ更に次のよう

な例を挙げて説明しておられるのである。すなわち「事
実に於て海魚と恩はれる桜鱒が人為的に環境を変へれば
直に淡水魚となりうる。琵琶湖では海産のものと同じ大

きさ同じ色彩の桜鱒が雄んに漁痩される。之は北海道の

桜鱒が同湖の中で意外な発育を遂げたものである。（中
略)現在の状況では右の桜需は在来棲息しつムあるピワ

マスを駆逐せんとするが如き勢を示してゐる。この事実

に徴すれば塩水は絶対の必要ではない。寒冷なる水と豊

富な動物性食餌があれば足りる。」として，琵琶湖の水
はC28｡の夏でも湖底はC8oであるというのである。

また箱根アシノ湖でば公魚が繁殖してから桜鱒は825

mmに成長しているというのであ患。

あとがき

本稿を林業按獅溺会に届けてから，私は菰醗の湛謹の

ため捌哩に帰ったのだが，その帰りの汽車の中で偶然千

明康君に会った。千明君は奥日光の丸沼菅沼でのニジマ

ス，ベニマス等の識伏況を調べに行った婦途だという

ことであったが，またまた，同君から面白い話を聞いた

ので，ついでにこれも紹介しておくことにす為。すなわ

ち千明君の話によると，菅沼ではニジマス，ベニマス等

を刺綱で盤っているのだが，この2，3年以来，雄ばか

り獲れる年と雌ばかり盤れる年とがあって，人工孵化を

するのに困っている。そして，今年は雄ばかり塗れてい

るので，是非とも雌のいあところを探すように技術者に

厳命して来たばかりだというのである。それで私は，ヤ

マメの雌すなわち桜鱒は海に降ってから北洋にも行くの

であろうから，雌は雄よりも冷水を好むのでばある童い

か’従って，雄の鍵れる場所よりも，もっと深いところ

を探したらどうかと素人論をやって象た次第である。

一一ｮ
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りいるということだから，どこかで落合って小供が生れ

るのであろう。ヤマメまたはヤマペと呼ぶのも雄と雌と

が別々と凄んでいるから，ヤマメという言葉から託った

ものだそうだ」といかにももっともらしい説明をしてく
、

れたものであった（註一)。 しかし，だんだん物心がつ

くに従って，2才以上のヤマメが時によると全身黒づん

でくるのと，鮎やハヤも産卵期には赤黒く色付くのとを

思い合せ，また，ヤマメは現に一年中河に撰んでいるの

だから，どこかに璽卵に行くという祖父の話は砿に落ち

なくなってしまった。

私共の河には俗にいう本鱒も非常に多い（註二)。 こ

れ臆早春になると海から遡って来るのだが，最思潮}には

深い淵の中に10数尾も勝戈しているようなこともあっ

た。こんな状態だから，鱒も相当沢山塗れるが，こ秘は

またヤマメとは反対にほとんど雌ばかりで，雄はごく稀

れにしかいないのである。

読者諸君の中には鱒の水面に跳ねるのを御覧になった

方もあるだろうが，深山の静寂な深淵で鱒の跳ねるのは

実に物蕊いものである。私ほある時ヤマメ釣りに行っ

て，5，6間の深さはあるであろうと思われる碧潔の巌

の上で独り篭寂を味っていたところ，ピシリッと鞭を鳴

らすような激しい音が溌谷に響きわたるのを聞いたの

で，急いで音のした方を覗いたら，鱒の跳躍した水の飛

沫で2，3間位の虹が映えていた。私はあまりの壮厳さ

に呆然としたことがある。村人達は鱒がその尾で，川を

渡る蛇を断ち切って食うというのであるが，戊程と思つ

だことでもある。

それはとも角，ある日，鱒が産卵していると聞いたの

で， あわよくば釣ってやろうと出掛けて象たことがあ

る。その時は，残念ながら鱒の代りに3才になるヤマメ

を釣り上げただけではあったが，そのヤマメは真黒に色

付いているばかりでなく，俗にいう白子が馳けて琉れ出

るのを発見した。村人達は，ヤマメが鱒の卵を食べに集

まるといってだれも不思議に思わないのであつ鱒が,多
少なりとも科学を学んだ私には，最早，ヤマメは卵を食

べに来るのではなく，鱒の生殖のお手伝いに来るもので

あることを疑うことができなくなってしまった。そし

て，鱒とヤマメの間に生れた稚魚の雄は河に居蕊ってヤ

マメとなり，また，稚魚の雌の方は海に下ってから鱒と

なって産卵の為めに，再び元の河に遡ってくるのであろ

うと思うようになった。

さて，学校を卒業するとヤマメ盤りはもうできなくな

ってしまったが，ヤマメに対する自分の推察が果して正

しいものかどうか，専門家に教えて貰うか，または，何

か判断の裏付けになる資料を得たいと思っていたが，そ

の機会に恵まれずにいた’，

私は学校を出てからしばらくして，大正n年に岡山

県庁に勤めることになった。同僚である水醸課長兼水産

１
１ ヤマメの話

I

、

伊藤荘之助
垂
。
皇

一日森林を歩き廻って山小屋に泊り，同僚友人等と夕

食を共にしながら，四方山の話をするのは，山に生きる

ものにとって何よりの楽しゑであるが，ただこの場合，

夕食の膳にヤマメがないと何となく淋しいものである。

これは．私のヤマメに対する感慨であるが，読者の中に

も私と同様，山小屋の夕食といえばヤマメを連想される

方もすぐなくあるまい。

このように，山の生活とヤマメとほ切っても切れない

関係にあるのだが，ヤマメの生態の不思議さに気が付い

ていない方も多いようなので，松川理事長に勤められる

ままに，私の体験と学者の府匪とを紹介してみようと思
う。

× ×

私は越後の山村に生れた。詳しくいうと，新発田営林

署管内の胎内川蕊裟区を貫流する河の畔である。小供の

時からヤマメを獲ることを楽し象にしてきたのと，父や

祖父も釣や網の漁が好きであったので，親子三代に亘っ

て盤つたヤマメは非購に霧しい数になるばかりでなく，

村人達もまた相当多数鍵るのは勿論のことであるが，ど

ういう訳か，湛共の河で獲れるのは雄ばかりであって，

だれも雌を見たものはない。

私共はヤマメの3，4才位のものを当才と呼び，5，

6才位のものを2才，1尺内外になると3才と呼んでい

るが，3才は勿論，2才当才とも，その腹の中には俗に

シラコという鑑有のものをもっていて，普通雌にある

ような黄色の卵をもっているのは全然ない。まことに奇

妙なことで，何んとしても納得ができないのであった。

これについて，私の祖父は，まだ小供であった私に向っ

て，「ここの河では雄ばかりだが，ある池方には雌ばか

今

シ
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伊藤： ヤ マ メ の 話

し， また， 白系露人を使って伐癖業をやっていたの

で，留守宅の方の作ってくれた料理は，露西亜銃のオー

ドブルと成吉思汗鍋であったので，自然，満洲での思出

を語り合うことになった。それで，私も在満当時の思出

として，当時牡丹江営林局長であった松川理筆晨の愛減

していた投網を借用し，耐滝河子という所で瞬く間にヤ

マメ（実はヤマメとアメノウヲの合の子みたようなも

の）を数十感墜つた話をした。

松川理事長ほ御承知のように，人に話をさせるのが名

人であるから，「詩前の持論であるヤマメの話もやって

みろ」というので，私は前述したように，ヤマメは雄ば

かりであることを話したのである。「ところで一」

と，今度は，松川理事農が議謡になって千明君に対し

「君は奥日光の丸沼でアメリカ鱒を菰錨しているそうだ

が， ヤマメは雄ばかりかどうか」と質問したものであ

る。私は千明君が自分の説に同調してくれるものと期待

していたのであるが，千明君の答は実に意外であった。

「私は親爺の代から永年ベニマス，ニジマス等を菰麺し

ているのだが，ヤマメも養殖して承ようと思って，村の

人達にヤマメを採集して貰ったが，自分の川(利根川)で

は雄でも雌でも獲って来てくれた。もっともヤマメの養

植はむずかしいので今ではやっていない」というのであ

る。この答を聞いて，松川理事長から「どうだい」と言
われるまでもなく，私は唖然というよりもむしろ呆然と

してしまった。「ところで－」となおも続けて松川理

事長は「ヤマメの凄んでいる上流にはイワナがいること

になつ!ているが，イワナの穰んでいる上流には，どんな

魚も凄んではいないということになっているだろう（註

三)。ところが－－．である。青森蕊下北半島の大畑川で

は，イワナの凄んでいる上流に滝があって，その滝の上

流にスギノコと呼ばれているヤマメがいる。そして，今

までに見た範囲のそのヤマメは驚くなかれ雌ばかりなの

だ」というのである。これもまた,､私にとっては驚くな

といわれても驚かざるを得ないことであった。

こんな訳で，私は専門家に謹簔して貰わなければなら

ぬと思ったので，早速友人に頼んで水産庁の調萱課長を

していた.俄溌澗氏に紹介して貰った。しかし，例簾澗氏

は「自分は近頃淡水魚の研究から遠ざかっているから」

といって，今度は資源科学研究所の中村守純氏に紹介し

てくれた。

中村守純氏は藩の話を一を肯きながら聞いた後，「ア

ナタの推論したように，ヤマメとマスは全く同じもので

ある。また，新潟県や岩手県のヤマメが雄ばかりだとい

うことも間迩､ではない。しかし千明さんのいわれるよ

うに，利樹IIには雄と雌と恐らくは半凌位の割合でいる

であろう」といわれたので，私は何んとなしに救われた

試験場長の姉帯定助君は水産講習所出身であったので，

早速ヤマメについて質問をして承たのである。 ところ

が，同君の答としては「ヤマメについてはまだ詳しい研

究はないように思う。ただある種のマスが陸封されたも

のであることは推察される。」というのであって，雌雄

の問題とヤマメと鱒が同じものであるという私の漉倫に

ついては解明をして貰えなかったのである。しかし，そ

の際,同君より石川千代隣博士の琵琶湖の小鮎に関する

研究を教えて貰ったので大変稗益するところがあった。

すなわち，石川博士の研究によると，琵琶湖の小鮎は普

通の鮎と全く同一のものであるが，琵琶湖で生れ琵琶湖

だけで育つので，少さいままで一生を終るのであって，

これを食物の豊富な河川に放流すれば普通の鮎になると

いうのである。なお，姉帯技師は石川博士の依嘱を受

け，水力発駕の堰堤のために鮎の遡上できない高梁川の

上流に小鮎をを放流して試験をして承たら，いずれも立

派な普通の鮎になったと教えてくれた。私はこの話によ

って，本来大きくなるべき魚でも，何等かの関係で陸封

されると，少さいままで一生を終るものであることを知

るに到った。

次に私は，大正14年に青森営林局に勤務することに

なり，岩手果下の外山にある御料牧場の場長官舎に一夜

御厄介になったことがある。山の中のことなので，例に

エってヤマメの御馳走になった。場長の足沢さんは釣り

好きであるというので，早速，ヤマメに対する疑問を話

してみたところ，即座に私の意見に同意してくれたばか

りか，ごく最近,､北海道大学の某博士が朝日新聞の科学

欄に，自分の考えていたことと同様なことを発表してあ

ったことを教えてくれた。ただ，その博士の調査による

と,ヤマメにもごく稀れには雌もいるというのであるが，

この点だけは，自分の岩手県における経験と違うという

ことであった。

以上は私の狭い経験から推察していたヤマメの習性で

あるが，いかにも面白いので，ヤマメに関係のありそう

な人に自説を吹聴していたのである。しかるにその後，

’ヤマメには雌もあること，また，普通にはヤマメのいる

と思われない場所にもいることや，その他いろいろと面

白い習性のあることを知るに到ったのである。これは全

く偶然の機会からではあるが，松川理事長のお蔭である

から，その経緯を説明しなければならない。

それは横川林野庁前長官がシペリヤの抑留生活から帰

って来て，まだ林政課の一隅に席をおし､ていた時のこと

である。ある日，満洲に関係のある話を相談するため

に，千明康君の肝煎りで，駿河台の近藤繁司君の留守宅

､に,松川,横川その他二,三の諸君と会食したことがあ
る。近薩繁司君は満洲でホテル，ニニウハルピンを経営

‐
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ような気試したのである。

なお，中村守純氏はこの話をした後で，ヤマメの分布

その他につき，色倉と面白い話をして下されたので，次

にこれを紹介しようと思う。以下は同氏の話である。

ヤマメは，太平洋岸では，箱根から疏れ出る河の以東

に棲息していることになっている｡.そして，それから西

の方I逗はピワマス（アメノウオ，アマゴ，エノハなどと

呼ばれる）が棲んでいるが，これはヤマメとは全然別の

ものである（註四)。ただ自分は偶然の磯会で大分染の

ある地域にヤマメの僕んでいるのを発見しているが，こ

れはきわめて稀れな例である。次に，日本海岸に面した

北側では，北海道は勿論奥羽，北陸，山陰，九州の北

岸にわたって撰息しているばかりでなく，台湾の新高山

にも棲んでいる（註五)。そして，ヤマメの南瞬也帯で

は，雌雄とも半を位の割合であるが，東北の方に行くに

従って雌の割合がすぐなくなり，遂には雄ばかりになっ

てしまう。

ヤマメの稚魚が，どうして，河に残るのと海に降るの

ができるのか，その原因ばまだ究明されていない｡しか

し，自分はヤマメの稚魚を見れば，海に降るものと河に

残るものとを鐙鋤することができる。それは，海に降る

ものは河こ残るものに較べて白っぽいからである。こん

なことから考えて承ると，あるいは，成熟のよいものほ

河に残り，成熟の遅いものは海に降るのではあるまいか

と思われるので，ホルモンの操作によって雌も河に残る

ようなことができないものか，機会があったら靭擁して

染たいと思っている。

電源謂発のために堰堤が造られ,鱒が自由に遡河でき

ないようになったら，ヤマメの雄ばかりいぁ地方では絶

滅する虞れがあるであろう。それで，アヌリカ鱒重たは

ピワマス等の合の子を作ることが考えられ，尭羨もされ

ているのであるが，その誇果はまだ不明である。

ヤマメとピワマスの分布や，ヤマメの雌がいるかどう

か等に付いて調査すぢ場合に，注意していただかねばな

らぬことがある。それは，水力発電の堰堤ができて，鮎

が遡れなくなったたあ，琵琶湖の小鮎を輝爺するところ

が多くなったことである。これらの地方でば，塞湖の

小鮎の中にビワマスの稚魚が混入して”花されているこ

とがあるからだ。 ピワマスの稚魚には雌もあるのだか

ら，これをヤマメの雌と間違ってはならないのは勿論，

ピワマスが凄んでいるから，その郷土であると速断して

はならないのである。

以上は中村守純氏から教示を受けたヤマメの一般論で

あるが，下亭I畔島の大畑川のスギノコ（ヤマメ）が雌ば

かりであるということについては，次のような話をして

下された。すなわち，あの辺のヤマメは雄ばかりいるの

が普遜だと思われるのだが，雌ばかりいるというのは珍

しい話である。あるいはイトオではないかと思うのだが

若しイトオであっても，昔は東j蹟也方に相当棲息してい

た記録があるのに，近頃は絶滅しているのではないかと

いわれているから（註六)，若しできるなら操巣して送

ってくれないかと侭頃されたのである。

このような次第で，私は御il理事長に中村守純氏の話

を報告すると共に，大畑ﾉIIのスギノコの標本を送ってく

れるよう頼承，また，松川理事長は早速，当時青蒲営休

局の作斡長であった福田省一君に依頼し，スギノコを

十数尾送って貰った。

中村守純氏力輻田君から送られたスギノコを調べた結

果は，ヤマメではあるが雌ばかりではなくて，雄もいる

ことが解ったのである。これについて，中村さんは，「

全く珍しいことである。恐らくは，非常に古い時代に，

滝に依って海との交通を遮断せられ，雄と共に雌も陸封

されたものであろう」といわれたのである（註七)。

これで，私のヤマメの話を終ることにするが，本稿を

書くに際し，専門家の害いたものを読んで難ると， ま

だ，いろいろと面白い.ことがあるのを知ったので，これ

は，註として付記することにした。なお，私にヤマメの

鋳論を教えて下された中村守純氏には岡田弥一郎氏との

共著で日本産淡水魚図鑑（日本出版社，定価120円）が

ある。ポケットに入れる小冊子であるから淡水魚を釣ら

れる方のため参考書となるであろうと思うから御紹介し

ておくことにする。 ‘

註一・ヤマメは鰈（ヤモメ）という言葉から転化した

ものだとは，一般にいわれていることである。試みに，

広文庫という百科辞典(物集高見編集,大正5年出版）

を開いて象ると，「理斉随筆529．也麻米魚。や重め。

日光の奥にやまめといふ魚あり。雌雄はなればなれに遊

夢。所の人は祝儀に用ひず，や霞めは綴なりと理斉先生

に開けり。」と書いてある。

なお，大島正満博士鰍「ヤマメ及びアマゴの分布境界

線について」地理学評論第6巻第7号（昭和5年7月

号）の山崎直方博士記念論交集に， 20数頁にわたって

記述しているのであるが，その屯に次のような記事があ

る。すなわち，「罫誹り根では利根川の本流水上駅附近ま

では今でも産卵期に桜鱒が湖上して来る，而して平時そ

の附近にヤマメはゐるが，始んど凡てが雄魚である。雌

魚は利根の本流を経て一路海に赴くものであるが，北海

道の河1Iと異なり棲息している数ｶ秒いので，河中に越

年する雌魚が居るべき筈であって，姿を現ばす機会が勘

いのである。然るに，湯原温泉附近で利根川に注ぐ阿能

川といふ溪流にはヤマメの雌雄が殆んど相半して棲息し

てゐる。阿能ﾉI1にはシ戸ヤマメがゐると土地の人が言ふ

今
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て居るが，之は体鱗が剥がれ易くて銀光りのする雌魚の

こ辿を言ふてゐるのである。この溪流が禾娠の本流に注

ぐ．ところに余り大きくはないが，一つの飛溌があって魚

族の往来を沮んでゐる。土地の古老の言によると，阿能

川には其の昔ヤマメが棲息して居なかったが，下流から

移殖した結果,今日のやうな状態になったのであると。

此処に陸封された雌雄が居るのは，前の場合の如く水温

の関係がその因をなして居るのでなくて飛溌が本流を通

じて海へ遁逃することを阻んで居るからである｡」本文

後段は下北半島の募ギノコの参考にもなると思うから摘

記した。

註二・本文中，本鱈蔑たは鱒というのは，サクラマス

cherrysalmonであって，カワマスbrooktroutでは

ない。カワマスは北米東部の原産で，日本へは明治35年

初めて輸久され，ニジマスと共に各地で養殖されている

ものである（参照，日本淡水魚図鑑)。
註三・ヤマメの上流にはイワナが撰ぶ，イワナの上流

にはドンナ魚もし､ないというのは通則であるが，理学博

士田中茂穂著魚の科学（昭和16年11月再版）には次

のように書いている。「イワナはヤマメよりも北方のも

ので，我国の分布上の南限は和歌山県，山陽道では山口

県岩国川， 山陰道では島根県西部の高潮1Iの支流匹見

（ひきみ）川である。山間の溪谷ではヤマメよりも上流

に分布し，本流にヤマメのゐる処で，その支流にイワナ

のゐることがあり，支流によってヤマメはゐてもイワナ

のゐない処や，これのゐる処もある。つまりイワナはヤ

マメよりも冷水を好むものである。」

註四・大島正猫博士の「ヤマメとアマゴの分布境界

繩は次の通りでぬる。

「ヤマメとアマゴとは一つの河1l中に混凄してゐるわ

けでなくて，その棲息する場所が定まってゐる。先づ両

者が劃然と分たるる個所を挙げて象ると，箱根の早川に

棲息するものはヤマメで，函嶺以西の河川に凄息するも

のはアマゴである。叉甲州催子峠から大菩薩峠附近を実

査した結果によると，その東側を流れる閏1l上流のもの

はヤマメで，西側を西南に流れて富士川に入るものには

アマゴがゐる。奥多摩の丹波川，奥秩父の荒川，信州の

千曲川，犀川等のものはヤマメで，太平洋に注ぐ天竜木

曾飛騨等の諸川のものはアマゴである。以下西するに従

ひ，日本海に注ぐ調1Iの上流にはヤマメを産し，太平洋

に注ぐものにはアマゴを産し，その分布境界線は山陰山

陽の分水嶺に沿ふて遠く西に延びてゐる。予が実査せる

ところでは，ヤマメが棲息する最も西方の河は山口県美

弥郡赤紙郡付近を流るる三脚IIの上流であるが，瀬戸内

海に注ぐ諸河川のものは悉くアマゴである。九州,四国．

畿内,伊勢,紀州等のものは全部アマゴである。斯くて日

本全土はヤマメ，アマゴの分布上二つの大なる地域に別

たるるわけであるが，往時相模灘に両者の原種が混撰し

てゐた時代もあり得るわけであるから，相模灘に注ぐ河

川には両者がスリ交ってゐてもよい筈である。馬ス川の

一支流や酒勾川及び早川に朱点のあるものが現はれると

田中茂穂氏は報告してゐるが，予は未だそれ等の河川で

アマゴを見たことがない。然し田中学士の目撃されたこ

とに誤りのあるべき筈がなく，また然くあるのが自然的

であるから，中津川以西函嶺に達するまでの地域を両極

の混合地帯と見倣して置く。」

註五・中村守純氏は大島博士の説を基として秋に説明

して下されたのだから本文とは多少違った表現をされた

のであったかも知れないが，ヤマメは日本海に面した北

側では山陰地方は勿論九州の北岸ばかりでなく，台湾の

新高山にもいるとした方溌話として面白いので，本文の

ように書いてし室つたのである。事実，また，田中茂穂

燵士の｢魚の科学｣によっても「マスは普通は潮減魚で
其の一品種はヤマメといふ。一生を河の上流で送る。之

にも三品種あって，南日本にゐるのをアマゴといひ，雌

雄同数である。相模川から利根川附近までにゐるのをヤ

モといふ。蝿准がある。時には雌の一部は海に降って成

長する。東北地方から撰太までゐるのはヤマペといひ，

雄は河に留るが雌は大部分海に降って成長しマスとなる

(中”･台湾大甲溪の上流にもヤマメがゐる。之は上記

の三形の外とも思はれるが明らかでない。」として台湾

にもヤマメがいるとしているのである。

しかるに大島正猫博士は「ヤマメ及アマゴの分稚寛界

線について」に於て， 「1918年台湾大甲溪の上流で初

めて捕喚された鱒の瀧魚には綱則に朱点が散在してゐた

が，之は学界未知の種藻蔚であると推断してジヨル変ン及

び予は之にSalmoformosamlsといふ謂潅名を与へた

が，後に至って該魚の種名はOncorhynchus formo-
sanus(JOrdan&OShima)と改められた。ところで，

この種の体鱗を今日糠査して見ると，その構造アマゴと

全然同一で選墨処がない。且つ叉ｦ露学的にも両者全く

同一であるから，台湾の鱒は壼鱒と同一種であると推

断する。」としているのである。

註六・イトについては，田中輝博士も「魚の季障J

に於て，「イトは青森県及その以北にゐるもので昔は岩

聿晨にもゐたやうであるが鋤威したものか，それとも昔

からゐなかったものか明らかでない」としているが，林

野庁猟政課長の蔦瀧一君は私に「自分の若い頃は北上川

でイトの大きいのを釣ったものである。近頃は大きいの

はいないようだが，小さいものなら今でもいる」と教え

てくれた。

（35頁下駿へ）
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大浮葛難麓縛曾鴛鏡醗
ろうという，世は正しくコ歩シ時代である。コケシの魅

力が何に通ずるかはしばらくおいて，コケシときっても

きれない，その製造業者が，いわゆる木地屋（キジャ）

である。聞いてぴんとくる名もあるし，見てちゃんとわ

かる名もあるなかに，木地屋の名は，比較的そのものず

ばりとは来ない。その木地屋が，実はわが林産史の一部

面を担当して，製炭に，木工芸に，漆器工業に，断然た

機械とは，轆篭（ロクロ）である。一本の心棒がある，

それに材料の木を打ちつける，心棒に刃ものをあて，心

棒の回転する力で材料を削る。この簡易至便の機械を携

えて，全国的に広汎に，山から山へと良材を求め，麓か

ら谷へと安住の地を探った，一種の放浪生活群が木地屋

である。木地師，木地つくり，ロクロ師とも呼ばれる。

木地屋の本場として現に認められているのは東北の山

村である。岩代(イワシロ，福島県)を南限地帯として，

東北を縦断する脊梁山脈の両側，その山腹または山麓で

－－－－＝一‐ ある。木地屋が住んでいなてまつられてよい，偉大な

憲二三．
功績をのこしているのだ，

といったらちつとはおどろ

いていただけるかどうか。

わが民俗学のkから象て3，

功績をのこしているのだ，

といったらちつとはおどろ

いていただけるかどうか。

わが民俗学の上からぶても

１唾ｉｊ

椀
この木地屋を対象とするこ

とは面白く，話の種にも充

分なる。少しくお目を拝借

したい。

狭い4つの島，諸国観光

地とよぶのもどうか，とい

う説もあるが，やっぱり諸

国諸果があって〃各国各地

色とりどり，柳は緑，花は色とりどり，柳は緑，花は

くとも，地名に木地山，木

地小屋,･木地畑などあるの

もそのゆかりの地である。

もとは「木地」でも，今は

「錐」とかいてあることも

あるからわかり漣くい。東

北に木地屋の多いのは，そ

の昔，蒲生氏郷（ガモウウ

ジサト)が会津転封のとき，

祖先がこれに従って猪苗代

湖(イナワシロコ)の南岸，

安積郡（アサカグン）福良

；
ｉ
Ｉ
ｉ
；
＃
１
‐
‐
ｉ
；
‐
‐
」

－特殊工人

木地屋の話一

△

横田精一郎
（29.12．

一一一b~

紅である方があくびが出な

い。これはお承やげもの店にしても，そうあって欲しい

とおもうが，ヨーロッパには350，それに対して1,000

以上もある，日本の温泉が，コケシ氾溌(ハンラン)とい

う当代風景では，誰よりも木地屋さんが忙がしかろう。

コケシの本場は東北地方の温泉地帯藍中心とするが，木

地屋は元来全国的に分布していたもので，そのもとはゴ

ケシでなくて，お椀で売出した。幼時父母から聞いた記

憶のうちからこのお椀がよく出てくる。谷川からお椀が

流れてきて，その谷川をさかのぼると部落があって，そ

れからどうとかした謡一寸法師が，お椀の船に乗って

ほるばる都に出たとかいう謡諸国に椀貸伝説というの

が今も伝わっていて，これなどははっきり木地屋の宣伝

に由来するという話。椀の歴史も相当古いが，その製造

業者である木地屋の沿革も古い。奈良朝（紀元1368,和

銅元-1444,延暦3）に始まるといわれる。

日蓋鷺麗蒜脆護鍵資藍
民，漂泊民となった。いわゆる海部(アマベ)に対して，

いわゆる山部（ヤマベ）の系統に，この木地屋族を含め

るのが，筆者の持論であるから，木地屋の歴史は相当古

いとおもう。おなじく山部ではあってもこれはある時代

に，そのころとしては驚異の機械をえて，一種特殊の工

人として生活した。これがかれらの特色である。購異の

村（フクラムラ）に移住したにはじまると木地屋の子孫

は伝えているそうである。そういう一団も確かにあった

かも知れない。そのはじまりとならば，しかし，もっと

古きにさかのぼる。

会麓蕊撫競''笠懸党議黛
正17)伊達政宗に攻略せられた。その翌年，豊臣秀吉が

小田原征討の序に奥羽をしたがえ，政宗も帰伏して，そ

の侵地を返した。秀吉は家康と相談して，蒲生氏郷を適

任とし，勢州松ケ島12万石から会津100万石に抜掴し

て奥羽の押えとした。木地屋の東北初住説は，その時の

ことを指すらしいが，ロクロ細工組は平泉に栄えた藤原

氏の世にも椀を製造していた。蒲生氏以前，会津を攻略

した伊達政宗は，会津磐梯山（パンダイサン）の北．桧

原湖畔から，木地師新国掃部を召抱え，その子孫が今も

仙台市の西ｵ路Hに近い大沢村流の上にいる，ともいう。

木地屋の東北漂泊はそんなに新しくはない。

仙台のことをいえば，東北本線白石駅から西へ約2里

金創の湯として古くから名をえた鎌先温泉から，湯川と

いう溪流をさかのぼること半里のところに12，3戸の部

落がある。刈田郡福岡村大字八宮字弥次郎という部落で
例の東海道中膝栗毛の栃面屋（トチメンャ）弥次郎兵衛
を，駿河府中の出身とするのは紛れもない嘘で，実はこ
の村の出身者だ，その生家もこれこの通りあると村人は

意張っている。部落のはずれに，惟喬親王（コレタカシ
ンノウ）の石碑というのがあり，ここの学校（分教場）

一
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横田 ： 椀からコケシへ
－－

＞ の両社でば，鎚互に惟喬親王の御廟と称して対
一抗をつづけ,明治のはじめまでは,両社の人女が

毎年各地に巡回した。木地区との連絡をはかり，奉納金
の勧進に当ったのであるが，もつと底の問題幟，ロクロ

師の免許伏の検察や下附が眼目だった。これを氏子狩と
称し，この鑑札がないと木地屋も濁世がならなかった。

かれら特殊生活者からすれば，これが一種の擁潅と独占
とになったのであるから，金をとられる毎に信仰はあつ

くなった。筆者の親しい坊さんがいっていた門徒衆は，
金をとってやらないと，寄りつかない，有難がらない。

それはそれとして，惟喬親王の伝説ほ一種の祭神と皇子

潜幸物語との結合らしい。

ロクロは木地屋の生命の綱である。動力が出来るまで

は，綱をつけて手でまわし，足踏みで回転させた。陶器

朧心棒を堅にまわすが，木の細工は横に回転させる。こ

の工程を「木地を挽く」といい，その製品が人形ならこ

れを｢ｵ地人形」といった。コケシを作るとはいわない，
'削るともいわない,「コケシを挽く」という。鑑札をとっ
て，故郷をなつかし率，故郷と連絡をとりつつ，悠をか

れらはこれで渡世した。

木地屋はその製品を売るとき以外，一般に里人との積
極的交渉を避けて生活した。金属や陶器が進出するに及
んで，かれらの挽く椀も，詮も，折倣（オシキ）も，景

気がわるくなった。温泉の発達につれて，コケシは鐘頭
した。独楽（コマ）も挽いた。かれらの鉄を使わぬ独楽
を，東日本ではヅグリ，ヅングリという。儲（カシ）の

実をドングリというのとおこりは一つらしい。玩具は売

れたが，その他の雑器も下火となった。その転向組の多

くは，半農半製炭に走った。製炭が全国的に普及した歴

史は存外あたらしい。江戸や京阪の附近山林の多いと
ころでは約300年の歴史よりもたない。それ以前にも炭

は焼いたが，それらは多く鍛治炭であった。主として，

金属細工の人なの間にそれが多く行われた。会津地方の
木地屋は，木を井桁（イケタ）に組み，火をつけ，頃合
いを見計らって，土または水をかけ，砂がまじると，刃

物を鍛えるのにわるいとして，雪の中で炭焼をしたと伝
えられる。炭焼きなら，木地屋の腕におぼえがあった。

そR鰯雛蕊震駕裟魅篤
をなしているのもおもしろいが，この間，かれらの来住

を基礎とし，かれらの参加を契機として，わが漆器工業
の発達をみたことはすばらしい収謹だった。会津の漆
器，日野椀，吉野塗，但馬（タジマ，兵庫県）の竹田椀
とかぞえて，この方面に投げたかれらの足跡は，大いに

認められてよい。

山村を創り,炭をやき,畑をひらき,神社をたて,農
村の副業や林産工業の上に，いろいろの示唆をあたえた
木地屋は「椀からコケシヘ」今も栄えている。コケシの
話も，漆器の話も，あっさり無視されてしまった。また
の機会にということになる。

ではその命日が臨休となる。惟誇規王は，木地屋の祖神

とあがめる人。この地は鎌先温泉へコケシを供給する木

地屋部落である。

惟喬親王とは，いうまでもなく第55代文徳天皇（紀

元1510,嘉祥3,3~1518,天安2,8,在位)の第一皇
子である。例の在五中将業平の仲よしで，葉平夫人の父

（紀有常）と親王の母（紀静子）とほ兄妹，葉平夫人と

親王ととはいとこ， という間柄でもあった。異腹の弟

侭蕊原明子，祖父藤原良房)，惟仁親王（清和天皇，紀

元1518,天安2，8～1536,貞観18,11）が皇位を継承

して，その身をひいた。その隠棲の地が近江愛知郡'1､松

ケ畑小椋郷(近江愛知郡東小椋村）の山中で，その墓と

いうのが洛北若狭街道を三千院の少し手前から，近江の

仰木に越える路の南の山際にある。

親霧駕鱒;職も灘雪醤
業の祖神となり，小椋（オグラ）村は木地屋の本拠とな
り，ロクロ文化の発祥地となる。伝説によると，つれづ

れなるままに，ある時親王は，ドングリのへたをもてあ

そび，その着想から椀をひく機械を考案する。二人の樵

夫に実験させて軽便簡易のロクロが生れる。一人に伯耆

守小椋光吉，一人に信濃守藤原良久を名乗らせる。墨附
をいただいて，これが木地屋の元祖となる。ざっとこう

した経緯で，その後木地屋の姓には，小椋,小倉,大倉，

大蔵，佐藤高橋，というのが多い。こういう姓の人に

は，木地屋さんの子孫もまじっているだろうということ
にもなる。

伝説のお墨附から糸をひいて，木地屋には由緒書の一
巻がある。木地屋文書というのがこれである。かれらは
これを見ると眼がつぶれる，と伝えてきたが，それには

「撫栩の立つ所から馬の蹄の通る所｣天下御免,伐木勝
手たるべしという意味の，都合のよいことや，ロク画を

ひくには，天子の前でも安座して然るくしという意味の
特権公認の趣旨もあるらしい。湧粕止往して，先住者か

ら穰混されがちのかれらである。これは一種の支建とし
て，かれらに，ほこりと心の慰めを与えたことだろう。

それ以上のものであったかないかをいうなら，それは小

説の領域となってしま･う。

木地屋は，祖神とする惟喬親王を小野宮という。しか
し，小野宮は一名小野明神ともいって，.この神の歴史は

古く，分布もまた全国的にわたる。これを#財申とするの
は小野氏であって，例の猿女（サルメ）氏につながる特

、

殊信仰の宣伝者。その故郷は近江の湖西小野郷であるか
ら，〃鯨庄の小野宮もその一環。木地屋文書が，小野宮

惟喬親王を祖神とするというのは，とにかくおかしい。
それよりも，小椋庄にまつってある姪谷の筒井八幡宮，

君が畑の太皇大明神，この両社朧木地屋にとっては，祖
神の問題ということもあろうが，身近に迫る生活の問題
として交渉が深かった。

一

埠

I

＝‐

－41－

グ



＝一一…画一一一一づ一一一■唖もウーユマ■~牢■一睡一『ー■エーrレーー壱壱三ﾆ ｰ j－

･1・
林木の品種改良

林業試験場造林部

育種研究室長

－岩川 盈夫

「品湿政良」または「育種」ということばは割合耳に親し
いが，さて剃錐ではとなると，今まで林木についての品種改
良が，あまり実行されなかったために，林木の品租政良とい
うことがいまだに耳新しく思われる一般*礫家の方をも少な
くなかろうかと思う。林木の育種については，すでに2，3
の灼箸もあることではあるが，この頃になって「緒英樹」と
いう言葉をよくきくようになったし，林木の品種改良が問題
になることが多くなってきたように思われるので，この機会
に林木の品種敏良ということが現在の段階ではどんな内容を
もったものであるか，また，これからどんなことが実行され
ようとしているのか，そのあらましをご紹介して承ることに
した。何かのご参考になるとすればうれしいことである。

《
ぜ

､

I林木育種とは

A林木育種の意味

な育てかたをして，できるだけ良い収穫をあげよう，と

いう方向で造林技術の研究がすすめられているわけであ
る。

ところで，品質のよい収穫物をできるだけ多く得よう

という場合に，もう1つの方向がある。それは収穫のも

とになる植栽材料，つまり林木そのものの素質の良いも

のを使うということである。苗木がもともと素質のわる

いものであれば，どんなに手をつくしても，ある程度以

上の収穫はのぞめないが，素質のよいものを使えば，よ

り以上の収謹がずっと楽に得られることになろう。林木

の育種というのは，何かの方法で林木の素質をより良く

しようとすることである。

素質の數謹にほいろいろの場合がある｡玉石織肴の林
の中から素質のよい木の承を選んで，これからタネをと

るとか，サシキ苗をつくるとかすれば，この苗から育っ

た林の素質は，もとの林にくらべて，ずっと良いものに

なるであろう。また，いくら良いものを探して承ても，

いずれもそれぞれ長所あり短所ありで，こちらが欲しい

と思うようなものが無いということになれば，それぞれ

のもっている長所を組合わせて，いくつかの長所を辮乱
備えたものを新しく育成することが必要になる。また，

いろいろの方法で人工的に素熨を変化させて，今蚕で全

然無かったような新しい性質をもった新種をつくること

もある。一般には「品種改良」という言葉が広く使われ

ているが，この言葉から受ける感じでは、礎植物や在

来品種を改良して，もつとよい新品種をつくること」と

だけに考えられ易いが,現実の林木の素質を改善する方

育種（きたば品種改良）というのは，一口にいえば，

従来ふつうに栽培されているマツやスギなどよりも，実

用的にもつとよい牲痩をもったスギやマツをつくること

である。霞た，いくらよいものができても，1本や2本

では実用上朧何のやくにも立たないから，この苗木をつ

かって林を仕立てるに足るだけの数にふやさねばならな

い。だから育種ということは，今までのものより良いも

のをつくるというだけではなく，これを実用上に役立つ
までに増殖するとじ､うととも含んでいる。

いうまでもないことだが，造陳成績がよいかわるいか

を決定する要素は大きく分けて3つある。第1に気象や

土壌の状態などの蕊寛条件,第2に苗木の育てかた，う
え付方法，除伐，枝打，間伐などのやりかたというよう

な育称技術，第3には林木自身のもっている生れつきの

毒鎮がよいかわるいか，この3つである。その場所の環

境条件,つまり気裳伏態や土壌などを都合のよいように
変えるということは，とくに林業ではむずかしい。農業
では畑地をたがやしたり，堆肥を入れたり，いろいろの

肥料をつかったりなどして，ある程度まで人工的に或善

することもできるが，このようなことは犬面積の澗地で
は，まず困難なことである。だから林業では，まず造林

しようとする土地の環境条件#こもっとも適した樹種を選

び（適地適木)， その土地とその職瀝とにもっとも適当

一
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岩川 ： 林木の品種改良（1）

・倒在来品種の検討

スギやマツなどには各地方に昔から品種といわれるも

のがあるし，また近年にも民間で育成されたスギのサシ

キ品種がいくつも知られるようになった。これらを他の

地方に移入して承るということも，その地方の林木の素

質を高める手っとり早い方法である。ただし，これらの
品種や品種のようなものは，それぞれ，それができた地

方では良いことがわかっていても,･環境条件の遮った他

の地方へ移すと必らずしも良いかどうかはわからないの

で，これをそのまま事業的に使うことは危険だから，ま

ず試験的に植えて象て，その地方に適するかどうかを検
討する必要があることは勿論である。

（5）外国産樹種や品種の導入，馴化

上でのべたと同じように，今度は我国には無かった特
徴のある外国樹種や，外国で改良された品種などを導入
してみることも，我国の林木の素質を向上させるという

点では広い意味で育種のti頚に含めてもよいであろう。
ストローブマツやテーダマツは大体良さそうだとわか

ったが，このほかにも色j々の樹種が試植されている。と

くに最近，ユ戸カリの成長がはやいことに目をつけて,

大友的に試験されていることは御承知のとおりである。

外国から直譲輸入したタネでは思わしい成績が得られ
なくても，これを何代か識者しているうちに，次第に変
化して我国の気候その他の条件に適したものに変ってく
ることもある（馴化という)。

I林木育種の基礎になること

林木の品種改良のやりかたを述べる前に，なぜそうや
れば品種改良ができるかということを理解する助けにな
るように，いろいろの基礎的な事項について，ごくざっ

と説明しておく方がよいと思う。

農作物の欧良は，農業とい･うものが始まって以来，す
でに何千年も前からやられていたということである。こ

んな昔の人達が巡伝学や植物の生殖現象についてそんな

によく知っていたとは思われない。遺伝学が発達したの

は，だれでも知っているよう腿メンデルの再発見以来，

近を50年く･らい前からのことである。だから何も学問的

な知識がなくてもある程度までは品種敦良はできるので
ある。ただ，これではよい品種ができるのは全くの偶然
で，非常に無駄が多いことになる。できるだけ無駄をは

ぶいて能率的に改良の仕事をするためにほ，現在までに

わかっている基礎的な原理を理解して，これに基いた計

画をたてるべきであろう。

A変 異

スギを例にとって拳よう。同じ林の中の木でもよく見

法は，必らずしも新品種の育成に限られるものではな

く，ごく簡単な原始的な方法でも効果をあげる可能性は

あるし，また，わが国には今まで無かったような外国産

の樹種や品種を新しく導入するという場合も含まれてく

ることもある。こういう意味では，むしろ「育種」とい

う言葉の方がよいという人もあるが，言蕊の巷んさくは

どうでもよいとして，要するに林木の育種（品種改良）

は，このような広い意味に解して鮨くのがよいと思う。

B林木育種の範囲

前節でもちょっとふれたが，権驚の現在の段階で，林

木育種ということは具体的にはどんな内容をもっている

ものであろうか。

育種の進んだ農業や園芸では，育種といえば，その仕

事の大笥玲は従来の品種をもとにした新品種をつくるこ

とになるが，制諜でつかっている林木はほとんど全部が

野生ｵ鋤のままといってもよい。品種改良もまずこれか

らという状態である。このような，いわば初歩の段階で

ば，第一高度の優良品種をいきなり作りあげることはな．

かなかむずかしいし，蓑たそれほどのものでなくても充

分やくにたつものである。だから少くとも現在の状況で

は,･林木の品種改良といえば具体的には次のようなこと

を実行することになるであろう。

（1）造林木の這伝的な素質の低下を防ぐこと

これは改良とはいえないが，良い木だけを伐って利用

し，使いものにならないような悪い木ばタネ親に残すと

か，タネはとり易い木からとるというような従乗のやり

かたをそのまま続けていると，林の素質は代を重ねるに

つれてだんだん悪くなるおそれがある。このような，品

種改良とは全く反対になるようなやりかたを中止するこ

．とからまず初めねばならない。

（2）称の素質を全体として高めること

林業でも撲業や園芸にみられるような優良品種が広く

普及するような状況になることが一番望ましいが，性質

のぼっきりした優良品種をつくりあげることは，なかな

か簡単な佳事ではない。しかし，こんなはっきりしたも

のを作らなくても，林の素質を全体として次第に良くし

てゆくことは割合容易に実行できることである。品種改

良が比較的むずかしい林木については，このような初歩

的な，簡単なやりかたも大きな応用場面をもっている。

③優良新品種の青成

いう蓑でもなく品種改良の本命である。林木でも品種

改良が進歩してくれば，上にのべたような方法は問題に

ならなくなって，もっぱら新品種の育成ということが育

種の杜拳の中心になるであろう。

《
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岩川： 林木の品種改良（1）

術の分野でとりあつこう変異であって,可能なかぎりい

るい､ろの環蜂件をととのえることによって，その林木

の能力の範囲内で出来るだけ成長をはやめたり，品質を
よくしたりすることが育旅浅術なのである。

形質には環境変異をおこしやすいものと，おこしにく

いものとがある。球果の形やタネの色などは割合変化し

にくい性質であるが，成長量などは植える場所によって

はなはだしく違ってくることはだれでも知っていること

である。

⑧遺伝的な素質のちがし､による変異

林木が生れつきもっている素質が相違するためにおこ

る変異で，これは子供につたわる，つまり遺伝するの

で，遥伝的変異といっている。育種に関係があるのはこ

の遺伝的変異である。育種というのは，様なの遺伝的変

異の中で，われわれの目的によくかなうものを選び出し

て，その素質を親からうけついだ子孫を増殖することで

ある。だから，その変異が親一代かぎりで子供につたわ

らない環境変異だけしか無いとすれば，われわれは，こ

れをどう改良しようも無いわけである。

遺伝的変異のおこる原因にはいろいろある。遺伝的な

素質の異なる両親の交雑でできた子供からは,両親とは
ちがった素質をもったものができる（交雑変異)。笈た

枝変りなどのように，何かの原因で遺伝因子や染色体に

変化がおこることもある（突然変異)。

遺伝的蕊異は勿論自然にもおこるが，人為的にもおこ

すことができるので品種改良の手段としてつかわれる。

上述のように変異には遺伝するものと，しない．ものと

の2つがあって，実際の林木はこの2つの変異の組合わ

さった複雑なものであることは前にのべた。たとえば成

長のはやさという性質は，環境の影響では澱はだしく変

化するものであるが，それでは成長量の差はすべて環境

変異かというと，そうではなくて遺伝的変異もあるので

ある。育種をやるためには，この遺伝的変異をつかまえ

なければならないが，それが遺伝的なものかどうかを判

別することが，特に林木の場合では一番むずかしぐ，ま

た重大な仕事になるのである。

ると，成長のよいものもあればわるいものもあり，幹の

肌，枝の太さや長さや数など，枝下の高さ，ク冒戸ネの

大きさや形など実にさまざまである。さらに細かく承る

と，小枝の分れ方，針葉の角度や曲りの程度，長さ，球

果の大きさや形などについても種を様灸である。冬にな

ると針葉が赤味がかってくるのが普通だが，中には冬で

も緑の叢まで色の変らないものもある。同じ50年生で

もすばらしい大森林になった林もあれば，やつとどうや

ら生きているという程度の林もある。また地域的にも色

色のちがいがゑられることもある。たとえば裏日本に分
布しているものには，クローネが尖った円錐形をして，

針葉の角度が小さいスギが多いが，表日本にはクローネ

の形が丸味をおびて，針葉の角度も大きいものが比識勺

多い。このほかにも極端な変りものでば，燦性で，さっ

ぱり大きくならないものあり，春先の新芽が白いものあ

り，鶏のトサカのように鋼上するものあり，小枝があま

り枝分れせずにヒヨロヒヨロと長くなるものあり.. . .．
という状態である。このように個体により，林により，
また地方により種々嫌とのちがいが見られるということ

は，なにもスギに限ったことではなく，程度の､らがいは

あるにせよ，マツでもヒノキでも，そん他どんな樹種に
ついて承ても同じことである。このような色なの差異を
変異と呼んでいる。

ところで，このような様灸な変異はどうしてできるの

であろうか。現在林地で奎育している一本一本があらわ

している性質（形質という）は，その木が生れつきもっ

ている遺伝的な素質に，いろいろの環境の影響が加わっ
たものである。つまり，

形質＝遺伝的素質×環境

したがって，形質の変異は，素質が同じでも環境が変

ればおこるし，反対に環境が同じでも遺伝的な素質が変

わればおこる。現実の林木の示す種禽の変異は，この素
質と環境との両方が様盈に変化して，それが互に色凌の

組合わせになってできているものであるからはなはだも
って複雑である。

上述のことから分るように，変異は大きく2つに分け
ることができる。

変異={譲鳥謹購灘糯よる変異

《
四

〃

《
）

（1）寝涜のちがいによる変異

遺伝質は同じであって，全く同じ環境で育てば全く同

じ形質をあらわすはずのものが，温度や湿度や光線，植

物自体の栄養状態などの広い意味の環境の影響のために

おこる変異を壊境変異，一時的変異，遁応変異などとい

っている。また，この変異は遺伝しないので非逢伝的変

異ともいう。それはともかくとして，この変異は育林技
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｢間伐50年」の正誤表について

前号掲載の寺崎博士と坂口技官による対談「間伐50年」は編集部の手迦､により，対談両氏の充分な

校閲を経ずして活字となったため，両氏及び読者の皆穰に大蕊ご迷惑をかけることとなった。これは比較

的難解な字句の多かった速記録の整理の不手際と印刷締切の期日が非常に切迫していたために起ったもの

で編集部として誠に申訳なく思っています。

寺崎博士にはこのため，ご多忙中にもかかわらず直ちに次の正誤表をお書き下さいましたので，これを

掲賊し読者の承な様にご訂正をお願いすると共に両先生へも深くお詫びいたします。 一編集部一
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')鰯の後木碧講椴共著認撫昭838iO Ｃ
１
ｊ
３
Ｊ
１
８

I

＝

2)黛木運材図関谷文彦賢文館昭3"25＃
～

談

3)蕊ｴ学補工学士中村猪淑成美堂書店増｡§6

4)譲伐木蓮中原正虎三浦書店昭6季15

疑

問

次の文献について御教示下さい。

1．木材流慧路，特に開設に当ってのエ事，測量，施

エ等に関するもの。

2． 貯木場（水中，陸上）に関するもの。

和歌山県庁林政課塚本技師

達
亘

1．木材流送路,特に開設に当っての工事測鍾，施工

等に関するもの。

《
》帝室林野局昭,3．45）木曾式伐木蓮材法

6)嵩森林利用学中巻
林学士

上村勝爾 成美堂書店大6?.5．

2．貯木場（水中，陸上）に関するもの。

前項1）及び6）に併職されている。

（林業試験場経営部上田実）

昭和30年ユ月10日発行
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三浦伊八郎外10名･協力作

書林業実験と実習
A5. 426頁価480円

本書ば林学に関係する諸部門を実験・実習に適する様に各権威
者が詳述した名著で，本書wこより体験をより豊富にする事であろ
う。

島田錦蔵著

肇林政学概要
A5. 296頁価450円

林業政策は自然的制約の下に長期計･画を必要とす。もし諸政策
・諸施設を誤るならば森林に及ぼす影響大といえる。本書は日本
の林業の現状を前提として創造的立場から論じた名著。

－

吉田正男著

林価算法及較利学
A5. 140頁価230円

本書は評価論と収益論の基礎慨念を論述したもので林業経営に
必要な書である。本書により経営計算は再検討される事だろう。
1．地価の評定2．林木価の評定3．平均収利率の測定，他。

一一

井上元則著 生産の確保は林業経営上重要な問題である。経営の合理化は病
害虫に対する手当法を心得た事により達成される。本書は防除法
に重点を澄いて理論と応用の立場から詳論したもので林業技術者
の必携書。

林業害虫防除論
上巻A5.220頁価300円
中巻A5.320頁価450円

中村賢太郎著

育林学原論
A5. 41,碩価400円

伊藤一雄箸

各地方の自然条件により林木を仕立て，撫育する事は収益を大
小にするかの結果を生む。本書朧森林の撫育の基礎事項を詳述し
た力作。■

本書は原色版4枚，図版260余図からなり伝染性，非伝染性の

樹病の病徴･病原菌・防除法を懇切に書かれた書。2月下旬発売塁樹 病 講 義
A5. 300頁予価600円

三浦．餅部共著訂正標準林学講義価650円 培井亥之助著理論活用椎茸培養法価150円
内田繁太郎著実用田畑山林測量法価120円 北島君三著椎茸ナメコ猿葦の栽塔法価150円
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⑥毒餌のつくり方はとても簡単
⑬わずかな蕊用で広範囲の駆除に絶好

屋薬部宛お申越次第説明蕾壷豊呈

三共株式会社農薬部
東京都中央区日本橋本町4の15
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林業解説シリーズ
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第68冊 亀井健三著

巣まき造林法
一ソウィエトの林鑿却3－

－一

．辱~､ﾊｰ､~､林業技術叢書～-~ﾂ､~竪

第13輯東大教授・農博中村資太郎著

造林学入門

(植林の手引）鑑単調（会員55円）

－林業普及シリーズー

No.38 内田登一著

苗畑の害虫
価120円（会員110Ig)〒16R

No. 40 加藤誠平著

運材用索道主索の設計と楡定
価ユ00円（会員90円）〒8円

No.41 上田弘一郎著

竹林の仕立方
価90円（会員80円）〒8円

第69冊渡辺啓吾著

青 苗 図 説

第70冊太田嘉四夫著

野鼠の調査 法

第7’冊 井上元則著

林業用薬剤

第72冊 寺田喜助著

風災5700万石

懐
醐
岬
間
賎
慰
斡
一
Ｊ
弛
調
鯉
珊

いずれも 価40円〒8円

東京都千代田区六番町七

課日本林業技術協
電話(鋤7627．9780番
振替口座東京60448番

……調襲識､…齢卜忌.鑑L繩…再癖

会


	表1

	1955年1月号目次

	巻頭言_林力の充実

	尾瀬の柳と唐檜

	新春所感

	主要樹種の天然分布

	John James Audubonのことども

	ヤマメの話

	随筆_椀からコケシへ

	林木育種講座1_林木の品種改良

	｢間伐50年」の正誤表について

	質疑応答
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